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a A区全景（南から）
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a 遺跡出土土師質土器

b遺跡出土輸入磁器
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1．本書は，平成12 (2000)年度に実施した東本通地区土地区画整理事業に係る三太刀遺跡（豊

田郡本郷町大字本郷所在）の発掘調査報告である。

2．発掘調査は，本郷町との委託契約により財団法人広島県埋蔵文化財調査センターが実施した。

3．発掘調査は梅本健治，原田圭介（現・三次市立三次中学校）が担当した。

4．出土遺物の整理・復元・実測・図面の整理・写真撮影は，梅本，原田が中心となって行った。

5．本書は，梅本が執筆・編集した。

6．本書に使用した遺構の略号は次のとおりである。

SB;掘立柱建物跡, SA;柵列跡, SK;士坑, SE;井戸，

SX;その他の遺構・性格不明の遺構, SD;溝状遺構, P;柱穴

7．土器の断面については，須恵器・須恵質土器は黒ヌリ，そのほかは白ヌキである。

8．図版の遺物番号と挿図の遺物番号は同一である。

9．本書に使用した北方位は第l ･ 2図を除いて，すべて磁北である。

10.第1図は国土交通省国土地理院発行の1:25,000の地形図（三原・垣内・河内・竹原）を使用

した。

ll.柱穴の根石等の石材は，考古地質学研究所柴田喜太郎氏の肉眼鑑定による。

12．土師質土器の分類について

本遺跡の土師質土器（小皿・杯・皿・椀）の法量（口径・器高・低平度）の傾向は別表のよ

うになる。法量の値には器種間で部分的な重複がみられるので，法量値による明確な器種分類

は難しい。その部分は主に体部と底部の形態的特徴などにより補った。

分類の大きな基準としては，

①椀と杯・皿；体部・底部の形状（丸みの強い椀と直線的な体部と平底をもつ杯・皿）による。

②小皿と杯・皿；口径の大小による。口径10cm未満を小皿，口径10cm以上を杯・皿とした。

③杯と皿；低平度による。低平度0.30未満を皿， 0.30以上を杯とした。

表三太刀遺跡出土土師質土器の法量

＊点数が多い法最値の範囲。

－目次1－

号 ;種 口径c、 器高C、 低平度

小皿
平均値

最小～最大

集中域＊

7.50

5.4～9.7

6.5～8.2

1.70

0.85～3.1

1.2～2.3

0.23

0.12～0.47

0.15～0.33

杯
平均値

最小～最大

集中域＊

11．10

8.7～14.3

10.5～11.5

3.60

2.9～4.4

3.1～4.0

0.32

0.25～0.40

0.30～0．36

皿

平均値

最小～最大

集中域＊

12.39

9.8～20.5

10,9～13.0

2.99

2.05～4.1

2.5～3.2

0.25

0.17～0．29

0.20～0.29

椀
平均値

最小～最大
集中域＊

10.26

8.5～12.45

10．0～10.9

3.25

2.4～4.1

2.8～3.6

0‘32

0.26～0.41

0.28～0.35
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I はじめに

三太刀遺跡の発掘調査は東本通地区土地区画整理事業に係るものである。本事業は，広島空港

をはじめとする空陸の交通条件に恵まれた本郷町市街に東接する利便性の高い東本通地区におい

て，急速な宅地化に伴って防災面などの様々な問題が想定されるなかで，先行的な都市基盤整備

や土地利用の増進を図り，ひいては広島県の空の玄関口に相応しい町づくりを進めようとするも

のである。

本郷町（都市計画課）は，平成5 (1993)年7月20日付けで，当該事業地内の文化財等の有無

及び取扱いについて，本郷町教育委員会（以下， 「町教委」という｡)に協議した。町教委と広島

県教育委員会（以下， 「県教委」という｡)はこれを受けて現地踏査を行い，同年12月町教委から

本郷町に，事業地内に試掘調査が必要な箇所がlか所（周知の遺跡である三太刀遺跡・三太刀城

跡・みたち古墳群が存在する三太刀山及び周辺全体）存在する旨を回答した。その後， この要試

掘箇所の一部について試掘調査を実施し，三太刀遺跡(1,940㎡）及びみたち第2 ･ 3号古墳を

確認した旨，平成6 (1994)年9月県教委から町教委あてに回答があった。これらのうち，三太

刀遺跡について，本郷町は平成11 (1999)年ll月10日付けで県教委に大字本郷3824, 3825-2の一

部, 3827,3828,3830,3870(A･B･D区, 1,465㎡）の文化財保護法第57条の3第1項に基

づく埋蔵文化財発掘の通知を提出した。また，南接する大字本郷3817-1, 3818, 3819, 3820-2,

3825-1, 3825-2 (C区, 400㎡）については，平成12年8月県教委・町教委によって試掘調査が実

施されて遺跡の確認が行われ，同年9月14日付けで本郷町は県教委に文化財保護法第57条の3第

1項に基づく埋蔵文化財発掘の通知を提出した。これら三太刀遺跡(1,865㎡）について，県教

委は財団法人広島県埋蔵文化財調査センター（以下， 「センター」という｡)が発掘調査を実施す

ることが適当であるとし， これを受けて本郷町はセンターと平成12 (2000)年6月12日付けで委

託契約を結び，同年8月28日から平成13 (2001)年1月26日までの約5か月間発掘調査を行った。

なお，平成12 (2000)年12月16日には本郷町教育委員会と共催で遺跡見学会を開催し，約180名

の参加を得た。

本報告書は，以上のような経緯のもとに行った発掘調査の成果をまとめたものであり，今後の

埋蔵文化財の資料として， またこの地域の歴史の一端を知る手がかりとして，少しでも寄与でき

れば幸いである。

なお，発掘調査にあたっては，本郷町都市計画課，本郷町教育委員会及び地元の方々に多大な

御協力をいただいた。記して感謝の意を表します。
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Ⅱ位置と環境

三太刀遺跡は豊田郡本郷町大字本郷に所在する。本郷町は広島県中央部の瀬戸内沿岸に近い町
ぬた

で，町域北半を北西から南東方向に沼田川が流れ，やがて瀬戸内海に注ぐ。沼田川以北と南岸の
おばら

支流尾原川以西には町域の大半を占める標高300～400m台の低丘陵が広がり，尾原川の南東側に

は三原市沼田西町・沼田東町に連なる標高100m台の一段低い山地部が展開する。沼田川と尾原

川沿いに狭小な谷底平野がみられ， なかでも，本郷町市街の東方に広がる平野が比較的広く，そ

の沼田川沿いの一角に三太刀遺跡が存在する。この平野は氾濫原に起因しており，沼田川の旧河

道や自然堤防を残す。本郷町は安芸国と備後国の国境に近く，瀬戸内海や|日山陽道に近接するこ

とからも，政治的，社会的に古来要衝の地であり，尾原川沿いの巨石墳や家形石棺をもつ古墳に

代表されるように多くの遺跡や古墳が存在する。ここでは，調査された遺跡を中心に本郷町及び

三原市西部の歴史的環境について見て行くことにする。

すぐね

|日石器時代沼田川河口から3kmほど沖合いの瀬戸内海に浮かぶ小島宿祢島で採集された頁岩製

の掻器などがある。

縄文時代縄文時代の遺跡の調査例は少なく，土器・石器などの採集例が大半を占める。早期の

遺跡は海浜に面した標高10～20mの丘陵上に立地しており，三原市時貞遺跡，同古城遺跡がある。

時貞遺跡では山形・楕円形の押型文士器のほか無文土器・条痕文士器や安山岩製のスクレイパー

が，古城遺跡では条痕文土器・無文士器や安山岩製の石鑛・石錐が見つかっている。前・中期に

ついてはよく分からないが，後・晩期になると，沼田川下流域や三原湾岸の低地を望む丘陵の裾

部に遺跡が立地し，低地への定着化が進む。後期の遺跡としては，三原市大串遺跡と本郷町宮地

川遺跡がある。前者は磨消縄文や沈線文をもつ土器が主体で，その他に安山岩製の不定形刃器が

出土した。後者は横見廃寺下層出土の無文土器を主体とする後期初頭の土器群である。三原市貝

持貝塚は標高23mの丘陵裾部に立地する後．晩期の遺跡で，昭和37 (1962)年に発掘調査が実施

された。鰔水産や淡水産の貝類から成る貝塚が形成され，浅鉢形・鉢形・深鉢形の土器のほかに，

石雛や貝輪が出土している。

弥生時代この時代の遺跡の調査例もそれほど多くない。前・中期の様子はよく分からないが，
（ 1 ） ふなき （2） よこみ

後期の遺跡には調査の行われた本郷町陣くら遺跡群をはじめ，同じく舟木遺跡や横見廃寺跡下層
（3） じんかい （ ‘I ）

出土土器群，陣開第3号古墳前面包含層出土土器群などがある。

陣くら遺跡群は沼田川西岸の丘陵端部の尾根上に立地する集落跡・墳墓群で，竪穴住居跡2軒，

土坑墓ll基，壺棺墓2基などから成る。竪穴住居跡は弥生時代後期後半～末のもので，平面形は

隅丸方形・方形で， 4～8本柱である。 4本柱の第2号住居は床面中央に深い柱穴状の掘り込み

をもち，石雛・砥石が出土している。墓坑群は10m四方の範囲に密集して営まれており，共同墓
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地的様相を呈している。その中で，第9号墓（木棺墓）は朱の副葬が見られ，指導者的人物の墓

ではないかと考えられている。舟木遺跡は弥生時代後期の壺2個体分の胴下半部を合わせ口にし

て積石をしたもので，本来的には径約3m,高さ75cm程度の円墳状の積石塚であったと思われる。

横見廃寺跡下層出土土器群と陣開第3号古墳前面包含層出土土器群は，弥生時代後期～古墳時

代初頭にかけての当地域の土器の変遷を探る上で貴重な資料である。器種的には壺・喪・鉢・高

杯などから成り，壺などが在地的様相を示すのに対して，甕はタタキをもつ畿内第V様式のもの

で，畿内地域と当地域の密接な交流が考えられている。

古墳時代この時代の遺跡としては古墳以外は分からない。
かじやざこ

前期の古墳としては本郷町鍛冶屋迫第4号古墳がある。全長21mの小型の前方後円墳で，後円

部頂上の箱式石棺から中国・三国時代の画文帯神獣鏡や勾玉が出土しているo 4世紀末～5世紀

初頭に築造されたと考えられている。三原市宮ノ谷第8号古墳は径lOmの小型の円墳で，埋葬施

設の木棺から内行花文鏡・鉄矛・刀子・碧玉製管玉が，棺外から鉄刀・鉄斧・土師器などが出土

している。 4世紀後半に築造時期が求められている。
はとおか かぶとやま

中期の古墳には三原市鳩岡第1号古墳，同史跡兜山古墳などがある。両古墳は沼田川南岸に位

置し，鳩岡古墳は径36.5mの大型の円墳で，粘土榔を埋葬施設とする。この粘土榔から土師器・

高杯が出土し，墳丘には形象埴輪・円筒埴輪が廻るo時期は5世紀代に求められている。兜山古

墳は径45mの県内最大級の円墳である。北側には方形の造り出しがあるが，埋葬施設は不明であ

る。墳頂部と墳裾部に二重に円筒埴輪列が廻らされ，形象埴輪片も採集されている。 5世紀後半

代に築造されたと考えられている。この他，本郷町内では，箱式石棺を埋葬施設とする鍛冶屋迫
ふくれい （5）

第1～3号古墳があり， 5世紀代に築造されたと考えられている。福礼古墳は沼田川南岸の本郷

町と三原市の境に位置する粘土榔を埋葬施設とする径16～18mの円墳で，榔内から鉄刀・刀子が，
（6）

墳丘からは円筒埴輪が出土した。築造時期は5世紀中頃に求められている。本郷町陣開遺跡では

5世紀代の箱式石棺2基がみつかっている。

後期になると横穴式石室が導入され，当地域でも6世紀後半以降，横穴式石室を埋葬施設とす
1 7）

る古墳が多く見られるようになる。陣くら第1号古墳は横穴式石室導入に先立つ古墳で，径8m

の円墳である。木棺を埋葬施設とし，木棺内から鉄刀，周辺から須恵器・蓋杯，同・壷，土師器・

壺が出土した。築造年代は6世紀前半に考えられている。
ぜにかみ （8） てつこう

横穴式石室をもつ古墳で調査されたものとしては，三原市銭神古墳群（5基)，本郷町天高第
（9） （10） かねうIノ （11）

1号古墳，同陣開古墳群（4基)，同金売古墳群（2基）などがある。銭神古墳群は沼田川南岸

の低丘陵の尾根線上や南斜面に築かれた古墳群で，石室背後に半円形の周溝を持つが，墳丘は明

確ではない。いずれも石室内から棺台石や鉄釘が出土しており，木棺が納められていたと考えら

れる。土師器・須恵器のほかに鉄刀・刀子・耳環や馬具が出土している。第2号古墳の石室入口

からは暗文の入った畿内系の土師器・杯が出土している。この古墳群は6世紀後半～7世紀代に

かけて形成されたと考えられている。天高第1号古墳は比高15mほどの丘陵端部に築かれており，

墳丘は不明確だが南方向に開口する石室内からは須恵器・高杯などが出土しており， 7世紀代に
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構築されたと考えられる。石室背後には小規模な周溝が存在し，周溝外から6世紀初頭頃の須恵

器4点（杯身l ・高杯3） と刀子1点がまとまって見つかっており，何らかの祭祀的意味合いが

窺われる。陣開古墳群は沼田川右岸の隣接する2つの丘陵尾根上に立地する。西側の尾根の第

1 ． 2 ． 4号古墳は尾根頂部に，第3号古墳は東側の尾根の西裾に築かれている。第2号古墳は

現存長2.5m,幅･高さlmの南に開口する横穴式石室を持ち，出土遺物は皆無に近い。構築年代

は，石室の規模・構造から7世紀代に求められている。第3号古墳のみ立地が異なり，現存長

3.3m,"･高さ1.4mと規模の大きなほぼ南に開口する横穴式石室をもつ。石室内からは鉄釘・鉄

刀・刀子・鐙のほかに，土師器・杯，同・皿，須恵器・杯蓋，同．高台付杯，同・台付長頸壺，

同・台付短頸壺などの土器類が比較的まとまって出土している。ただ， これらの土器類は7世紀

末～8世紀代に属するもので，本古墳に伴うというより再利用に際してのものと考えられ，本古

墳の築造時期はその石室の規模や構造などから6世紀後半頃とみられる。金売城跡内に存在する

第4号古墳は後世の破壊により原状を殆ど留めず，ほぼ石室の床面のみが残存している。石室の

長さは不明だが，幅1.4mと第3号古墳に近い規模とみられる。床面から杯蓋・杯身・堵・提瓶

などの須恵器，刀子と滑石・ホルンフェルス製の紡錘車2点が出土しており， 6世紀後葉～7世

紀初頭の築造と考えられている。陣開第1 ． 2 ． 4号古墳が立地する尾根の西側の尾根急斜面に

築かれた金売第1 ･ 2号古墳は長さ3m,幅・高さlm程度の小型の横穴式石室を持つもので，

陣開第2号古墳同様， 7世紀代に構築時期が求められている。

このように6世紀後半～7世紀代にかけて小・中規模の横穴式石室を埋葬施設とする径10m程

度の古墳が盛んに営まれる一方で，尾原川左岸の丘陵裾を中,L､とした限られた地域では6世紀末
ぱいきひら みとしる 善だまる たまljや

～7世紀に史跡梅木平古墳，史跡御年代古墳，史跡貞丸第1 ･ 2号古墳，三原市溜箭古墳など巨

石を用いた長大な横穴式石室をもつ古墳や石室内部に家形石棺を納める古墳など県内でも有数の
ひらさか

規模・内容の古墳が築造されている。本郷町平坂古墳出土の台付鳥形瓶など沼田川流域を中心に

特長的に分布する葬送儀礼用と考えられる異形須恵器などからも，その背後に在地の有力な勢力

とは異なる，畿内政権と深い関わりをもつ官人的性格の強い豪族層がいるものと考えられる。

古代10世紀に完成した倭名類聚抄によれば，律令制下当地域はほぼ沼田郡に該当し，のち北側

の豊田郡に包括されるようになる。沼田郡域はのちの沼田荘域にほぼ重なり，古代山陽道が北東

から南西方向に貫き，現・三原市高坂町の馬井谷に比定される真良駅と現・竹原市新庄町に所在

したとされる都宇駅の中間の梨葉駅が現・本郷町下北方の茅ノ市に比定されている。この古代の
（12〉

遺跡としては，本郷町の毘沙門山下遺跡，史跡横見廃寺跡，西野田経塚などがある。毘沙門山

下遺跡は沼田川北岸の標高177mの毘沙門山南麓を造成中に県内最古とみられる素弁蓮華文の軒

丸瓦片が見つかったもので，奈良県の奥山久米寺跡や豊浦寺跡出土瓦に類似することから飛鳥時

代の寺院跡が存在する可能性が指摘されている。横見廃寺跡は沼田川南岸の尾原川と合流する地

点の北側，茅ノ市近くの丘陵南麓に築かれた白鳳期の寺院跡で， 7間×4間の講堂に比定される

東方建物基壇，塔跡かとされる西方建物基壇，推定回廊跡，北辺築地跡が見つかっており，塔と

講堂が東西に並ぶ西向きの四天王寺式伽藍配置をとるとされている。出土瓦に奈良県の山田寺や
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法隆寺若草伽藍跡の瓦に類似したものがみられる一方，三次市寺町廃寺跡の水切りをもつ複弁蓮

華文軒丸瓦が出土していることから， この寺院建立には中央の有力寺院や豪族と密接な関係をも

つ地域の有力豪族の系譜を引く郡司層が深く関わっているとみられている。この横見廃寺跡周辺

には西野田経塚・宮仕川経塚・法花行経塚などが集中する。西野田経塚は標高120mの丘陵先端

に立地し，青銅製の経筒内から白銅製の瑞花双鳳八稜鏡，青銅製の秋草蝶鳥鏡， 白磁・合子，ガ

ラス製の小壺，古銭，金銅製金具，ガラス小玉，鉄製刀子が， また経筒を納めていた土坑内から

は土師器，須恵器の杯・皿が出土した。平安時代末期のものと思われる。

中世中世の当地域は，平安時代末期に成立する寄進地系荘園である沼田荘を舞台に地頭小早川

氏の動向を中心に展開する。沼田荘は古代の豊田郡・沼田郡を主な荘域として成立し，開発領主

である沼田氏が平氏系中央貴族に寄進したもので，沼田氏が平氏とともに滅亡後は平家没官領と

なった。その後，京都蓮華王院が本家，西園寺家が領家となり，地頭には鎌倉御家人小早川氏が

任命されて東国から西下した。特に，小早川茂平は有力御家人が任じられる在京奉公人として京

に常駐し，荘園領主と結びつきを深めて在地支配力を強化した。嘉禎元(1235)年には三太刀遺

跡の南方に不断念仏堂を建立し，同4 (1238)年その仏餉灯油料田・修理田を得るために沼田川

沿いの氾濫原である塩入荒野の開発を行うこととし，その許可を領家の西園寺家から得た。以後，

室町時代にかけて干拓は進められ， 「沼田千町田」ともいわれる広大な新田が完成した。

その後小早川氏は庶子家を多く分出しながら一族の統合・強化を図り，南北朝期の内乱を乗り

切ると，室町時代には将軍奉公衆として将軍や幕府の権威を背景に一族の統合と領地の経営にあ

たり，小早川氏の大名領国化が進んだ。しかし，室町幕府の衰微とともにその勢力は陰りを見せ，

惣領の相次ぐ若死にや内紛のために徐々に弱体化していった。そして，強大化した大内氏や尼子

氏，やがては毛利氏などの圧力も加わり，最終的には中国一円領主である毛利氏に吸収されてそ

の一族となる。
’ 131

中世の遺跡としては，山城跡などがある。調査されたものとしては，本郷町の金売城跡，正広
（l‘l）

城跡があり， また小早川氏の本拠である史跡高山城跡・同新高山城跡をはじめ，永福寺城跡，小

早川氏の一族梨羽氏の梨羽城跡，丸子山城跡，沼田氏の居城と伝えられる高木山城跡などがある。

山城跡以外では，福礼古墳の墳丘の北裾で戦国期を中心とした時期の5基の中世墳墓（火葬l ･
（15）

土葬4）が見つかっている。

註

（1）陣くら遺跡群発掘調査団「陣くら遺跡群発掘調査概報』 1971年

（2）潮見浩「広島県豊田郡舟木遺跡」日本考古学協会編「日本考古学年報j 9 1961年

（3）広島県教育委員会『安芸横見廃寺の調査」 Ⅱ 1973年

（4）財団法人広島県埋蔵文化財調査センター「陣開第3号古墳」 『山陽自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告」

(X) 1994年

（5）広島県教育委員会「福礼古墳発掘調査報告」 1973年

（6）豊田郡本郷町教育委員会「陣開遺跡」 1993年

（7）註(1) と同じ。

（8）財団法人広島県埋蔵文化財調査センター「銭神第1 ･ 3号古墳発掘調査報告書」 1986年
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財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『銭神第2 ． 4 ． 5号古墳発掘調査報告書』

(財.）広島県埋蔵文化財調査センター『天高第1号古墳』 1983年

財・団法人広島県埋蔵文化財調査センター「陣開第2号古墳」 『金売・陣開』 1994年

註（4） と同じ。

財団法人広島県埋蔵文化財調査センター「陣開第4号古墳」 『金売・陣開』 1994年

財団法人広島県埋蔵文化財調査センター「金売古墳群」 『金売・陣開』 1994年

1987年

（9）

(10）

(11)

(12）

(13）

(14)

(15)

｢安芸横見廃寺の調査」 I～Ⅲ 1972～1974年

瞳文化財調査センター｢金売城跡」『金売・陣開」

広島県教育委員会「安芸横見廃寺の調査」 I～Ⅲ

財団法人広島県埋蔵文化財調査センター｢金売城跡」

本郷町教育委員会『正広城跡』 1992年

註（5） と同じ。

1994年

参考文献

・広島県「広島県史』中世通史Ⅱ 1984年

・後藤陽一監修『広島県の地名』 平凡社 1982年

・本郷町史編纂委員会編「本郷町史」通史編 1996年

・石井進「日本史の社会集団3 中世武士団」 小学館

・三原市役所編「三原市史』第一巻通史編-1977年

1990年
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Ⅲ調査の概要

三太刀遺跡は豊田郡本郷町東端の三原市との境付近に位置する中世集落跡である。本郷町市街

の東側には東西2.5km,南北l.3kmの沼田川の氾濫原に起因する沖積平野が広がり，本遺跡はその

中央部南端の独立丘陵（三太刀山）の一角に存在する。南100mに近接して沼田川が東流し，や

がて瀬戸内海に注ぐ。

三太刀山（標高35.4m)は東西280m,南北200m,周囲の水田面からの比高20～30mの小丘陵

で，内側に東西160m,南北120mの平坦地（標高は丘陵周囲の水田面と同じく，数～lOm)が存

在する。丘陵の南東側が幅lOmほど途切れた．字形の平面形をなす。

三太刀遺跡はこの三太刀山内部の平坦地を中心に存在する。現況は宅地と畑地から成っており，

今回はその中央部の畑地10枚程度を対象に調査を実施した。調査区は大きく4か所に分かれ，便

宜的に西から東にA～D区と呼称する。現地表面は北西から南あるいは東方向に緩やかに下って

おり，その高低差はおよそ2mである（標高8.2～10.5m)｡現地表面からl～2mの深さにある

遺構面が砂地で脆弱であり， 堆積土も崩落しやすいため，調査区際から幅2～3mの安全帯を

残し， またかなり緩やかな法面を設けて掘り下げを行った。遺構面間近まで重機（ミニバックホ

ー）により掘り下げを行ったが，排土量が予想外に多く，調査計画の修正を余儀なくされた。

調査区の基本層序は上から，①耕作士（厚さ約30～40cm),②床土（暗黄褐色砂質土・暗灰褐

色砂質土，厚さ約20～50cm),③暗灰色砂質士（以下，便宜的に③層とする。厚さ約20～50cm)

で，遺構面に至る。遺構面の傾斜や高低差は地表面のそれと同じく， ほぼ北西から南東方向に緩

やかに下傾している（標高6.5～8.5m)｡遺構面は基本的に（茶）褐色砂質土・黄褐色砂質土層と

いったしまりの良い土層の上面であるが，概して調査区南寄りでは遺構面の形成が脆弱で，多く

の場合下位の砂層に近い灰黄色砂質土などが露出しており，遺構は殆ど存在しない。また，湧水

面がA区では遺構面と同じレベルかやや上位にあり, B区南東部やC区南東部, D区南半でも遺

構面下の比較的浅いところに存在するため，遺構の残存状況は概して良くない。

A区北西部やC区北西部・南東部では，③層の暗灰色砂質土と遺構面の間に厚さ40cm程度の包

含層（灰黒色砂質土・暗灰色砂質土層）が介在し，霧しい量の土師質土器が出土した。また, A

区の③層からもかなり多くの遺物が出土した。A･C区包含層(283点・ 35.8%) とA～D区③

層（185点・23.4％）からの遺物出土量は，報告遺物に限っても全体の6割に達する。一方で，

柱穴など遺構に伴う遺物の出土量は241点・30.5%とl/3程度であるが，その多くは溝やSXl

からの出土で，建物などの柱穴から出土した遺物は71点･9%と全体の1割にも満たない。

検出した遺構の内訳は，掘立柱建物跡13棟，柵列跡9条，土坑4基，池状遺構1基，井戸1基，

鍛冶遺構1基，性格不明の遺構1基，溝状遺構14条で，そのほか無数のピットがある。ピットの

うち，建物を構成しないものの，根石や柱根，遺物の出土が見られるものや，土層観察によって
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柱痕跡が存在するものについては，単独柱穴として報告する （計32基)。

出土遺物の総量は大型コンテナ箱に満杯で20箱以上あるが，報告書では完形品及び1/2以上残

存するものを中心に選び，計790点を掲載する。その内訳は，土師質土器（小皿・杯・皿・椀・

鍋・播鉢)，須恵質土器（椀・鍋・播鉢)，瓦器（小皿・椀)，瓦質土器（鍋)，輸入磁器（青磁＝

皿・碗・合子蓋・香炉？，青白磁＝皿・瓶？， 白磁＝皿・碗)，灰釉陶器（椀)，近世陶器（皿)，

近世磁器（碗)，土師器（喪)，須恵器（杯蓋・杯身・杯・椀・皿・高杯)，土製品（管状士錘・

有溝土錘・棒状土錘・糒羽口)，瓦（軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦・瓦玉)，石製品（石鍋・硯・

砥石・用途不明品)，鉄製品（斧・釘・刀子？ ・用途不明品)，古銭（嘉定通寶・紹聖元寶)，木

製品である。
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第1表 遺構一覚表

（ ） ；現存値｢柱痕跡」 ;cm,腱物面積」 ;m(1)掘立柱建

｢柱間距離」 ;m, 「柱穴規模」 ・ 「柱根」 ・ 「柱痕跡」 ;cm,a位＝「全長」 （(2）

（3）単独柱穴単位Cm *「土」 ；土師質土器， 「瓦」 ；瓦器（数字は遺物番号）

-ll-

調盃 過柵NQ 軸方位
間 数

(桁行×梁行）

建物規模

(桁行×梁行）
建物面禰

柱間

(桁行）

距離

(梁行） (長径）

主穴規橘

(短径） (深さ）
根石 柱根 柱痕跡

A
4

SBl

SB2

SB3身舎

SB3! モ

N57. E

N62" E

N34｡W

(2)111

(4)’ I

(4)’ I

(3)’ I

×l間

x(1)llli

×2間

×2間

(4.9)×2.2

(8 O)×(2.0)

(8 4)×3.7

(6 3)×1.8

(10)

(10)

(31)

(11)

1.55～2.‘1

1，7－2．3

1.9～2．2

1．9～2 3

ワリ
ー■ｰ

2.1

1．7～1．9

(） 8～1．0

26－‘19

25～‘19

28へ62

28－62

26-39

23～‘14

26～43

～50

27～61

7－47

0～57

0～73

○

○

○

○

○徒8

○径18

○径10

○徒12－14

○径l‘1

○径10

B
｡

SB4

SB5

SB6

SB7

SB8

SB9

SB10

N59

N54

N55

N別

N33

N37

N32

E

E

E

E

W

W

E

(2)I

(2～3

31

(5)

(2)

(3)

1

×2間

IIIx(2)lill

×3間

×2間

×l間

×l間

×l間

(6 5)×4．2

(4 5)×(4.4）

8.5×6.1

(10.2)×3 9

(4.6)×1 9

(6.0)×2 2

2.2×1 9

(25）

(20）

52

(40）

(9)

(13)

4

1.6～2 3

2．0－2 3

2．2－3 1

1．8－2．2

2．2－2．5

1．9－－2．3

ワワ
ー●~

リ
ー 1～2．2

1 l～2．6

1 9～2．3

1.8-2.1

1.9

ワリ
ー4ｰ

1．9

30～418

23～釦

28～53

33～51

26～‘18

3()～51

31～艶

29へ41

20～42

28～45

33－51

19～d12

26～38

28～39

5～釦

2～49

1－帥

2－61

8－刺

5－38

8-~17

○

○

○

○

○？

○径18

○径12～17

C区
SBll

SB12

N61

N56

E

E

2

(2)

＃
一
＃

×2間

×(2)間

3.1×2

3.3～4×2

5

9

7.8

(10)

1.5-1,6

0．9－2．4

1.1～1.‘1

().9～2．0

27～4‘1

21～39

24～37

19～36

19～71

10－43

，
SB13身舎

SBl3庇
N23"W

(4)

(4)

&

ｉ１１

×2間

×l間

(8.8)×3 9

(8.8)x0.9～1.0

(34）

(8)

2．1－2．2

1．9～2．1

1.‘1～2．5

().9～1.(）

2‘1～劇）

31～418

型－43

3()－48

13－52

11－61

調査区 遺櫛No
ロ
ー

軸方位 間 数 全長 柱間距離
柱穴規模

(長径） (短径） (深さ）
根石 柱根 柱痕跡

A
｡

SAl

SA2

SA3

SA4

N28｡W

N28｡W

N30｡W

N46｡ E

4間

3間

3間

4間

5.5

3 4

3 3

7 5

1.1～1.6

1 0～1.3

1 0～1.3

1 7～2.1

22～44

20～36

34～40

32～60

19～33

15～36

32～36

30～42

19～43

22～41

4～75

31～73

○

○

○径3～4

○径16

B区

SA5

SA6

SA7

N60" E

N35｡W

N35｡W

11

3 5

211i 3
1

４
’
８
’
８

0 9～5

1 9～2

1

６
’
０
－
９

23～96

38～46

38～40

22～56

33～46

37～40

13～60

18～28

53～74 つ径12

D区
SA8

SA9

N55｡ E

N66｡ E

(3)間×(2)IM

4間×3111

3.9. 6

4.0, 4

２
’
６

1.8～2

1.4～1

ワ
】
｜
《
ｂ

30～44

17～39

28～44

17～39

19～67

14～42

調査
圭 年

遺構No 長径 煙径 深さ 根石 柱根 柱痕跡 出 土 遺 物＊

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

Pll

Pl2

P13

P14

30

64

52

44

42

40

36

22

46

59

40

34

46

47

43

47

40

38

34

34

20

42

56

30

42

52

60

29

19

21

32

28
一
〃
″
０

53

47

44

12

21

13

○

○

○

○

○

○

○径10

土・小m(23)

土・小皿3 （24～26）

土・小皿（27）

土・小皿3 （28～30）

土・椀(31)

土・小皿（32）

-t・小IM(33),鉄釘(780)

B区

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

PlO

Pll

P12

38

68

24

26

28

23

70

41

39

26

34

69

36
－

ー

24

60

37

32

23

28

54

36

37

28

42

23

19

40

38

51

16

20

17

○

○

○

○径12

土・小Ⅲ14(45～48),同． llll(49), lal ･椀(50),瓦・椀(51

鉄釘（766）

土・小Ⅲl (52)

鉄釘（777）

鉄釘（784）

土・小Ⅲ1 (53),同･U(54)

瓦・小Ⅲ1 (55)

棒状土錘（730）

土・杯（56）

C
一年

C

C

C

C

C

Pl

P2

P3

P4

P5

33

32

32

35

31

30

30

30

33

29

22

24

26

28

14 ○

○径11

○径11

○径13

○径9

，
●

， Pl 35 33 29 ○



（4）池状遺構単位、

（5）井戸単位、

（6）土坑単位、

（7）鍛冶遺構単位m, ( ) ;現存値

（8）性格不明の遺構単位、

（9）溝状遺

-12-

調査区 遺構No 長 さ 幅 深 さ 備 考

B区 SXl 7.40 7.㈹ 1.65 SElに伴う，平面不整方形

調査区 遺櫛No 平面規模（内法） 深 さ 備 考

B区 SEl 一辺1.0 2.4 縦板組隅柱横桟型木組井戸

調査区 遺構No 長． さ 幅 深 さ 備 考

B区

SKl

SK2

SK3

3.80

1.73

1.62

2.20

0.42～0.78

1.50

1.10

0.55

0.67

井戸か

主軸方位N60｡ E,墓か

C区 SK4 2.42 1.10～1.25 0.08～0.22 主軸方位N20｡ E,墓

調査区 遺櫛NO 長 さ 幅 深さ 備 考

D区 SX2
炉穴径0.32

瀧状遺構(1.06) 0.26

0.09

0.“
溝状遺構には炭が充満。周辺から鉄樺・輸羽口・鉄斧出土

調査区 遺構No 長 さ 幅 深さ 備 考

，
一

SX3 2.60 0.42 0.16～0.24

調査区 避構No 長さ 幅 深さ

A区 SDl 9.㈹ 0.20～0．50 0.01～0.04

B
一凸

SD2

SD3

SD4

SD5

SD6

SD7

SD8

6.20

15.20

8.40

12.20

2.40

5.80

6.80

(0.40)

(0.96)

0.“～0.52

0.20～1.10

0.18～0.40

0.32～0.86

0.54～1.16

0.16～0.23

0.01～0.15

0.04～0.32

0.03～0.13

0.01～0.06

0.01～0.12

0.15～0.46

C区
SD9

SD10

11.00

6.50

0.50～2.00

0.15～0.30

0.20～0.30

0.01～0.09

D区

SDll

SDl2

SD13

SD14

26.60

6.20

4.40

7.40

0.35～1.06

1.10

0.15～0.47

0.12～1.22

0.07～0.40

0.10～0.19

0.01～0.07

0.01～0.18



第2表遺構別遺物一覧表（数字は遺物番号）

土器額（中世) ’ 6蛇点

須恵質土器 4点 ｜ 瓦器’ 7点 ｜聴熔'且土師質土器“2点 輸入磁器36点 ｜灰袖閏器2点

青磁28点 ｜ 青白磁2点 ’ 白磁6点 ｜ 椀2点
碗22点 ｜合子蓋1点|香炉？1点|ml点｜瓶？1点｜ 皿2点｜ 碗4点

416~421.425(7点)l l423('点) | | | |424 (1点) 426(1点）
610(1点) | | | |611(1点) |

椀2点

調査区 出土噌位・遺櫛

橘鉢1点 小皿1点 椀6点鍋1点 鍋1点椀64点 鍋3点 捕鉢1点 雪＋
、I 椀2点小lm2測点 杯229点 皿71点

｜ 皿4点

413(1点) |4"(1点）415(1点）包含層 210～2妬（87点）298～375 （78点） 376～‘101 （26点） 297.402～412(12点）

③層 4刷～5認（75点） 5弱～認（28点）銘7～593 （7点） 5“～M(13点）

SBl 1．2 （2点） 3 （1点） 4 （1点）

掘立柱建物跡 SB2 5（1点） 6．7 （2点）

SB3 8－l2 （5点） 13～15 （3点） 4．13 （2点）

SA3
桐列跡
SA4

A･P2 23 （1点）

A･P3 24～26 （3点）

A･P8 27（1点）

単独柱穴 A･PlO 28～鋤（3点）

A･Pll l 31 (1点）

A･P12 132 (1点）
A･P14 133 ('点）
遺構 17 4 3 4

小計 ｜通櫛外 162 106 33 25
1 計 179 110 361 29

③晒 |612 ('点) 613 (1点）
SB4

掘立柱建物跡 SB5 31.35 (2点) 36(1点) 37 (1点）
SB7 38．39（2点）

SB9 41 （1点）

橋列跡 SA5 42 (1点) 43.44 (2点>

土坑 SKl

池状週櫛 SXl 62～72 （11点） 73--76 〈4点） 77～81 （5点） 82.83 （2点）

井戸 SEl 97～l側（4点） 101～l妬（6点） l肥－112 （5点） 107 （1点）

SD2

SD4 57 （1点〉

構状週構 SD5 銘.弱（2点）

SD6"(l点) 61 (1点）

SD8

B･P2 45～48（4点） 49 （1点） 即（1点）

B･P3

B･P4 艶（1点）

B･P5

単独柱穴 B･P6

B･P7認（1点） 54 （1点）

B･P8

B･Pll

B･P12 "(1点）

週構 28 16 12 7

小紺↑ 遺櫛外 1 1

計 29 16 13 7

包含層 427~440(14点) 441~471 (31点) 4"(1点) 473~4M(10点）
③脳 616~622 (7点） 623~629(7点）“~633 (4点) 鋤～637 (4点）

掘立柱建物跡 SBll l24 （1点） l坊（1点）

土坑 SK4 1 127~1"(3点) 1"(1点) 131.132 (2点）
SD9 1

溝状週櫛
SDlO l33～140（8点） 141.142 （2点） 143～l別〈8点）

通綱 12 4 10

小計 遺構外 21 38 5 14

計 | 33 42 15 14

③噛 "8(1点) "~648(10点)M9(1点）
掘立柱建物跡 SB13 154.1"(2点）

桐列跡 SA8 1 1"(1点）
性格不明の通栂SX3 1

157.158. 159~l“． 167.168．
溝状過構 SDll l"～171 (5点） 172～l” 191～198．

l 1"~2"(35点) "7~2"(13点）
遺栂 7 36 13

′l、 訓． 遮構外 ' 'o1 '
計 8 461 1 1 13

掘立柱建物跡

桐列跡

単独柱穴

小計

掘立柱建物跡

構状週構

単独柱穴

小紺↑

溝状週櫛

小計

溝状過構 SDll

小訓

414(1点)|

607(1点)|608(1点）

姻
一
些

４
’
３
｜
Ⅷ

噸(1点）

18(1点） 19 (1点）

22 （1点）

20(1点）

21 (1点）

ｌ
ｌ
３
－
ｌ
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
｜
詔
一
塑

型

２

A区

１
一
三

１

２
’
８
｜

、

１

一

１

１

一
一

１

一
一
１
’
１

’
－
１
－
１

二

１

１

二

２

２

二

１

１

二

’

１

’

’

１

１

二

’

１

’
－
１
－
１

１

１
１点

ａ
ｌｌ５１６614 （1点）

４
幸
２
二
１
－
３

40（1点）

95（1点) 93.“(2点）81(1点）

f:I"-ua
85(1点） ”､91 （2点） 187～89（3点） 92 （1点） 妬（1点）

１

２

２

B区

51(1点）６－

１

２

弱（1点

１
｜
里
２
｜
“
一
望
聖
２
’
６
’
一
一
鳩
一
些
型
哩
里

２
’
１

’

２

二

２

１’

二

１

１

二

１

４

’

’

５

’
一
一
一
Ｉ

’
一
二
１

’

二

１

２
’
一
一
２

２
一
三

２

１
一
三

１

二
１
’
１

4穐（1点）

125(1点）

C区 l認（1点）岬
一
岬
－
３
’
一
一
３

１

１

－

２

D区
顕

弱
一
吃
一
銘

717 （1点）調査区 6釦--6刺（25点） 675～6鋤（15点） 691-.6師（6点） 6”（1点） 712～716（5点）711 （1点）47

■■通構出土

遺構外出土

計

２
－
２
’
４

２
一
二
２

’

三

１

64
二＝＝＝＝＝

210

274

帥
一
塑

麹

７
一
喝
一
型 訓

塑
一
㈹
一
例

お
一
柘
一
、

２

２

４

ｌ

２
ｌ

３

凧
一
唾

“

２

二

２

６
’
二
６

二

１
’
１

11

トー’l1
二

’

１

’
’
’
’
１

’

１

－

１

三

’
’
１

二

’

１
－;I



｜ 土製品 15点

｜ 土漣14点

瓦 20点 石製品 5点土器釧（中Ht以外） 23点

近世陶器6点|近俄醗器3点｜土師器2点’ 綱悪器12.肯
1M墹位・ jgIW倒企区 鞠羽口】点 軒丸瓦2点 瓦玉1点 石鍋2点 砥石1点九瓦2点 硯1点軒平瓦1点 平瓦14点 W1通不明品1点

ｲ『卿士錘3点 棒状土鍾7点高杯1点杯身1点 椀l魚 皿2点 管状土鰻41点Im6点 受2点 N;通2点 杯5．点碗3点
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Ⅳ遺構と遺物

1 ． A区の遺構（第4図，図版3）

A区は調査区の北西に位置し，東西13.6m,南北16mのほぼ正方形を呈する。南東側約5mに

B区，南約25mには民家を介してC区が存在する。三太刀山の西側の丘陵裾から40mほどの距離

にある。西・東・南の三方には民家が迫り，北側の丘陵南裾にも東西に延びる狭い生活道を挟ん

で複数の民家が存在する。現況は南北方向に長い畑が2枚段差をもって東西に並び，南西隅には

3m×7mの広さの一段高い荒地がある。現地表面（標高9.5～10.5m)から遺構面までの深さは

西側で2.1m,東側でl.5mと今回の調査区のなかでは最も深い。

基本層序は，上から①耕作土（厚さ15～40cm),②床土（暗黄褐色砂質士，厚さ30～50cm),

③暗灰色（暗黄灰色）砂質土（厚さ40～75cm),④包含層（灰黒色あるいは暗灰色砂質士，厚さ

40cm)を経て，遺構面（黄褐色あるいは暗茶褐色砂質土層上面）に達する （西半では包含層の下

に厚さ30cmの⑤暗青灰色砂質士が存在する)。湧水は，西半では④層と⑤層の境付近から，東半

では遺構面付近から始まる。包含層は北半，特に北西部に顕著にみられ，南半では殆どみられな

い。遺構面は西半南側と東半全域を中心に存在する。包含層以外に③層でも多量の土師質土器が

出土した。

検出遺構は，掘立柱建物跡3棟(SBl～3),柵列跡4条(SAl～4),単独柱穴14基

(A･Pl～14),溝状遺構1条(SDl)がある。南半のSBl･SB2は東西方向に主軸をも

つ掘立柱建物跡で，北東側のSB3は南北方向に主軸をもつ大型の掘立柱建物跡である。柵列跡

はいずれもこのSB3の周囲に沿うように存在することから，両者の関連性は強いと考えられる。

SDlはSB3東面庇の東辺の柱穴列と重複して掘り込まれており，調査区外に延びている。

(1)掘立柱建物跡

3棟を検出した。いずれも調査区外に延びており，その全容を窺うことはできないが，建物の

主軸がほぼ東西方向を指す2棟(SBl･SB2) と南北方向を指す1棟(SB3)がある。

①SBl (第5 ･ 6図，図版3 ･ 4)

調査区南西隅で検出した桁行2間十α （北辺P1- (P2) -P3-P4,南辺(P9) -P8-

(P7) -P6-P5),梁行l間(P4-P5)の建物跡で，西端が調査区外に延びる。建物の主軸

は西南西-東北東を指す(N57｡E)。桁行方向（現存規模) 4.9m,梁行方向2.2m,建物面積（現

存規模）約10㎡の平面長方形の建物跡である。各柱間距離は，桁行方向北辺のPl-P3間がl.55

m(Pl-P2間は0.9m, P2-P3間は0.65m), P3-P4間が2.4m,南辺はP8-P6間がl.55

m(P8-P7間は0.75m, P7-P6間は0.8m｡ P9-P8間は0.9m), P6-P5間が2.4mであ
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る。桁行方向は南北辺とも西半が1.55m,東半が2.4mで，西半の柱穴間にあるP2･P7は規模

も小さく間柱と考えられる。南辺西端のP9は規模としては大きいが，東側のP8との距離が短

く，西面庇の柱穴の可能性がある。各柱穴の規模は, Plが径34cm,深さ59cm, P2が径28cm,

深さ48cm, P3が長径42cm×短径36cm,深さ50cm, P4が径34cm,深さ46cm, P5が長径37cmX

短径31cm,深さ51cm, P6が径36cm,深さ50cm, P7が径26cm,深さ27cm, P8が径36cm,深さ

64cm, P9が長径49cm×短径39cm,深さ42cmである。多くは径30数cm,深さ50cm程度である。P

l ･P5･P8では柱痕跡が認められた。その規模は, Plが径12cm, P5が径13cm, P8が径

14cmである。P3では北西から南東方向に傾いた状態の柱根（長さ33cm)が出土した。その直径

は8cmで，上記柱痕跡の例からみてもSBlに使われた柱の太さは8～14cmと直径10cm前後とみ

られる。P2･P6では根石各1個を検出した｡P2が細粒凝灰岩, P6の石材は不明である。

出土遺物（第12図l～4,第67図752,図版18･26) P2 ・P4から土師質土器・小皿(1 ･

2）が, P5から土師質土器・皿(3)が, P6から石鍋片(752)が, P7から土師質土器・椀

（4）が各々出土している。 2はP4底面近くのやや西壁寄りで立った状態で出土した。

1 ． 2は口径8.0～8.4cm,器高1.35～1.5cmの土師質土器・小皿で, lは底部糸切り離し痕と板

目痕がみられる。 2は糸切り離し痕については不明だが，板目痕は認められる。いずれも内外面

回転ナデで，内底面には一定方向のナデつけが行われている｡ lの外面の体部下端には未調整部

分がみられる。 3は口径12.75cm,器高2.8cmの皿で，底部回転糸切り離し，体部内外面には回転

ナデを施す。体部は内湾気味に外上方に延び， 口縁端部はシャープに仕上げている。 4は口径

8.6cmの小型の椀で，高台部は失っている。体部内面に横方向のミガキ状の丁寧なナデを施す。

胎土は黄白色の比較的砂粒を含むもので，焼成は良好である。

752は滑石製の石鍋の口縁部から鍔部分にかけての小破片である。復元口径24.8cmで，鍔部分

は縦方向に削り取られており，転用を意図したものとみられる。鍔部分の上下には横方向のケズ

リが施されている。内面は下方からのケズリ，平坦な口縁端部にもケズリがみられる。

②SB2 (第7図，図版3 ･ 4)

調査区南端に存在する，現状で桁行4間十α （北辺Pl-P2-P3-P4-P5,南辺P7-P6),

梁行l間+q (P5-P6)の建物跡で，西端及び桁行南辺の大半が調査区外に延びる。建物の

主軸は東北東-西南西を指す(N62｡E)。桁行方向（現存規模) 8.0m,梁行方向（現存規模) 2.0

In,建物面積（現存規模）約10㎡の平面長方形とみられる建物跡である。各柱間距離は，桁行方

向の北辺のPl-P2間がl.8m, P2-P3間が2.3m, P3-P4間がl.7m, P4-P5間が2.1m,

南辺のP7-P8間が2.1m,梁行方向のP5-P6間が2.lmである。桁行・梁行ともに2.lmを主

体にl.7～2.3mと幅がある。

各柱穴の規模は, Plが径36cm,深さ41cm, P2が長径42cm×短径36cm,深さ19cm, P3が長

径28cm×短径23cm,深さ17cm, P4が径28cm,深さ31cm, P5が径25cm,深さ36cm, P6が長径

49cm×短径44cm,深さ47cm, P7が長径49cm×短径40cm,深さ27cmである。径23～49cm,深さ17
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~47cmとやや小規模で比較的浅い柱穴が多く， このことは上記のように柱の並びや柱間距離の不

定とも相まって, SB2の建物としてのやや不安定さを示すと思われる。 P2･P4では10～15

Cm大の比較的小さな石を用いて根石としている。P2の石材は不明で, P6は珪長岩である。

出土遺物（第12図5～7，図版18) Plから土師質土器・杯(5),椀(6 ･ 7)が出土し

た｡ 5は口径ll.95cm,器高3.6cmで，内底面に一部回転ナデがみられる。 6は口径10.65cm,器高

2.2～3.6cmの椀で，口縁が大きく傾斜している。細い粘土紐をごく乱雑に貼り付けた低い輪状高
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台をもち，調整は内面がミガキ状の丁寧なナデ，外面体部の上方2/3が回転ナデ，下方l/3は未調

整である。黄白色を呈し，砂粒をやや多く含む胎土で，焼成も良好である。 7は椀の高台部片で

あるが，高台はより高く踏ん張る形態のしっかりしたもので，胎士や焼成は6とは異なり杯や小

皿と同じである。

③SB3 (第8 ･ 9図，図版3～5)

SB3はA区北東側にある大型の建物跡で，周囲に建物に伴う可能性の高い柵列跡4条が存在

する。建物の北端は調査区外に延びており全容は不明だが，桁行4間十α （東辺Pl-P2-P3-

P4,西辺P10-P9-P8-P7-P6) ,梁行2M (P4-P5-P6)の身舎の桁行東辺に桁行

3間+Q (Pll-P12-P13-P14) ,梁行2間(P14-P15-P4)の東面する庇が付<｡建物の主

軸は北北西-南南東を指す(N34｡W) 。建物面積（現存規模）は，桁行方向8.4m,梁行方向5.5

mの約42㎡である。身舎部分は桁行方向8.4m,梁行方向3.7mの約31㎡，東面庇部分が桁行方向

6.3m,梁行方向l.8mの約11㎡である。西側の身舎部分の各柱間距離は，桁行方向東辺のPl-P

2間が2.lm, P2-P3間が2.0m, P3-P4間が2.0m,西辺のP10-P9間が2.0m, P9-P8

間が2.lm, P8-P7間が2.2m, P7-P6間がl.9mである。梁行はP4-P5間がl.7m, P5-

P6間がl.9mである。桁行方向がl.9～2.2m(2.0～2.lmが主),梁行方向は桁行方向に較べて若

干短くl.7～l.9mである。東側の庇部分は梁行が2間あるが， 中央の桁行は柱の並びが悪く，柱

間距離も全体に短く不統一で，柱穴の大きさや形もやや不揃いであることから，庇桁行の間柱的

性格のものかもしれない。この東面庇部分の各柱間距離は，桁行方向東辺のPll-P12間が2.2m,

P12-P13間がl.9m, P13-P14間が2.3mである。間柱的性格が考えられる部分については, P

19-P20･P18-P19間がl.lm, P17-P18間が1.2m, P16-P17間が1.3m, P16-P15間が1.7mと

短い。なお，梁行方向のP4-P15間は1.0m, P14-P15間は0.8mである。

各柱穴の規模は，身舎の柱穴はPlが長径62cm×短径43cm,深さ31cm, P2が径28cm,深さ38

cm, P3が長径32cm×短径26cm,深さ39cm, P4が長径40cm×短径34cm,深さ51cm, P5が長径

36cm×短径33cm,深さ46cm, P6が長径42cm×短径38cm,深さ53cm, P7が長径44cm×短径42cm,

深さ22cm, P8が長径40cm×短径32cm,深さ20cm, P9が長径40cm×短径36cm,深さ22cm, P10

が長径40cm×短径36cm,深さ57cmである。径28～62cmと幅があるがほぼ40cm程度，深さは桁行西

辺のP7～P9が深さ20cm前後と浅いが，ほかは40～50cm程度と比較的深い。 Pllでは直径18cm,

現存長67cmの柱根が残存する。柱根の北側には20cm前後の大きさの角礫3個が裏込めとして入れ

られている （半花崗岩・花崗斑岩・珪質凝灰岩)｡P6では土層観察により径14cmの柱痕跡が看

取された｡P2～P5には根石が存在する｡P3～P5は各1枚の角礫を根石としているが, P

2では20cm大の角礫の上にやや小振りな10～20cmの大きさの角礫3個を置いている。根石の石材

は, P2の上の石が粗粒黒雲母花崗岩，下の石が圧砕黒雲母花崗岩, P3が凝灰岩, P4が球穎
、 I

状流紋岩, P5が圧砕黒雲母花崗岩である。

東面庇の柱穴の規模は, Pllが長径51cm×短径40cm,深さ67cm, P12が長径48cm×短径43cm,
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深さ49cm, P13が径40cm,深さ41cm, P14が長径62cm×短径40cm,深さ48cm, P15が径40cm,深

さ23cm, P16が径40cm,深さ69cm, P17が長径37cm×短径32cm,深さ52cm, P18が長径40cm×短

径36cm,深さ73cm, P19が長径28cm×短径24cm,深さ10cm,P20が径50cm,深さ60cmである。径

はP19を除いてほぼ40～50cm台，深さはP15･P19が23cm, 10cmと浅いが他は41～73cmと深く，

身舎部分の柱穴よりも深い傾向にある。Pllでは柱穴西壁寄りに立つ径10cm,現存長40cmの柱根

の東側に10～20cm大の裏込石4個（黒雲母花崗岩・珪質凝灰岩2 ･結晶凝灰岩）が詰め込まれて

いる。柱根は23cm×26cm,厚さ13cmの分厚い板状の石（黒雲母花崗岩）の下に10数Cm大の小礫2

個（結晶凝灰岩・石英）を入れて根石とした上に立っていた。P15では径10cmの柱痕跡を検出し

た。P12～P14･P17～P19では根石が存在した。P12で2個の小角礫を用いる以外は角礫ある

いは板状の石各1個を用いて根石としている。P12･P18は10数Cmの大きさの小角礫, P13･P

14は20～30cm大，厚さ20cmの角礫, P17･P19は10～20cm大，厚さ10cm前後の板状の石を用いる。

P14･P17では柱穴の底からかなり浮いているが，根石の上面はほぼ平坦である。石材は, P12

が珪長岩・圧砕黒雲母花崗岩, P13･P14が細粒黒雲母花崗岩, P17・P18が珪質凝灰岩, P19
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が粗粒黒雲母花崗岩である。

柱根（2例） ・柱痕跡（2例）の存在から, SB3の身舎部分では径14cm (P6),径18cm

(P10)の，東面庇部分では径lOcm (Pll ･P15)の柱の存在が確認できた。また，根石は身舎

部分では4例，東面庇部分では7例検出したが，石材的には（資料数19),圧砕黒雲母花崗岩・

細粒黒雲母花崗岩・粗粒黒雲母花崗岩といった黒雲母花崗岩が9例，珪質凝灰岩・結晶凝灰岩の

凝灰岩が8例と主体である。

出土遺物（第12図8～20,図版18) 東面庇部分の柱穴6基から土器類14点が出土した。 Pll

から土師質土器・小Ⅱ(8),n(17)が, P12から土師質土器・杯(14),瓦器・椀(18),青

磁・碗（19）が, P13から土師質土器・小皿(12),杯(15)が, P14から土師質土器・杯(13)

が, P17から白磁・皿(20)が, P20から土師質土器・小皿(9～ll),皿(16)が出土した。

8～12は土師質土器・小皿で， 口径7.05～8.35cm,器高l.15～l.4cmである。平坦な底部から外

上方に直線的に延びる形態が主だが，最も口径の大きい12はやや丸味のある底部で，口縁の立ち

上がりがやや短い。底部は, 10以外は回転糸切り離し痕が, 8 ． 9ではその上に筵目状の板目痕

が認められる。調整は基本的に体部内外面とも回転ナデで， 8 ． 9の内底面には一定方向のナデ

つけが施されている。 llの外面体部中央付近には明確な稜が認められる。 13～15は土師質土器・

杯である。口径12.05cm,13.0cm,器高3.1～3.3cmで，直線的に外上方に延びる口縁をもつ。底部

は14では回転糸切り離し痕が認められる。調整は，回転ナデである。 16･ 17は土師質土器・皿で，

口径12.15～12.4cm,器高2.95～3.lcmである。形態的には杯と酷似しており， 口縁は外上方に直線

的に延びる。底部はいずれも回転糸切り離しで, 17はその上に板目痕が認められる。体部の調整

は回転ナデである。

18は須恵質に近い硬質の瓦器・椀で， 口径14.55cm,器高3.4cmである。断面逆台形のごく低い

輪状高台を貼り付ける。体部はやや内湾気味に外上方に延び， 口縁端部を丸く納めている。調整

は，内面には横方向主体の暗文が，外面は口縁部から体部上半にかけて強く回転ナデを施してお

り，そのために体部中央に緩やかな稜が形成されている。外面体部下半は未調整である。口縁部

から体部上半にかけての内外面には暗褐色から黒褐色のスス状の付着物がみられる。

19．20は輸入磁器で, 19が青磁・碗, 20は白磁・皿である。青磁・碗は底部片で，浅い削り出

し高台の端面外縁を面取りし，その部分まで薄く施釉されている。白磁・皿は復元口径14.45cm

で，外上方に直線的に延びた体部をわずかに外反させた口縁端部を尖り気味に丸く納める。比較

的厚く施釉しているが，口縁端部の釉を削り取って口禿げとしている。口縁部内面には1条のご

く細い沈線を施す。

（2）柵列跡

柵列跡は，北東部のSB3の周囲で南北方向の3条と東西方向の1条の計4条を検出した｡ S

B3の西側に南北走のSAl･SA2,東側に同じく南北走のSA3,そして南側に東西走のS

A4がSB3から0.4～3.0mの距離をおいて存在する。 SB3の桁行あるいは梁行にほぼ平行に

－20－



走ることから, SB3に伴うかあるいはその建物の一部をなす柱穴列の可能性が考えられる。

①SA1 (第10図，図版3)

SB3の西側に2.6～3.0m離れて存在する柵列跡で, SB3の西辺桁行方向にほぼ平行に走る。

北側調査区外に延び，現状では4間（長さ5.5m)分が認められる。北北西-南南東方向(N28｡W)

を指す。柱間距離は,Pl-P2間がl.5m,P2-P3間がl.lm,P3-P4間が1.2m,P4-P5間が

l.6mと, 1.1～l.6mで南北両端がl.5～l.6mとやや広く，中央の2間がl.l～1.2mと幾分狭くなっ

ている。各柱穴の規模は,Plが径30cm,深さ21cm,P2が径32cm,深さ38cm,P3が長径22cmX

短径19cm,深さ19cm,P4が長径25cm×短径23cm,深さ30cm,P5が長径44cm×短径33cm,深さ43

Cmである。径19～44cm,深さ19～43cmで，径30cm,深さ30cmの辺りに中心がある。

P3･P4では柱根が出土した｡P3の柱根は径3cm,現存長22cm, P4のそれは径4cm,現

存長25cmで，いずれもやや北北西側に倒れていた。推定される柱の太さは径3～4cm程度であろ

う。根石・遺物の出土はみられない。

②SA2 (第10図，図版3)

SAlとSB3の間に存在し, SB3の西l.4～l.8mの距離にある。 SAl ･SB3の主軸に

ほぼ平行する (N28｡W)。調査区内で3間（長さ3.4m)分みられ，北側調査区外に延びる。柱

間距離は, Pl-P2間が1.3m, P2-P3間が1.2m, P3-P4間がl.0mでl.0～l.3mと比較的

狭い。各柱穴の規模は, Plが長径20cm×短径15cm,深さ22cm, P2が径26cm,深さ27cm, P3

が径22cm,深さ22cm, P4が径36cm,深さ41cmである。径15～36cm,深さ22～41cmで，ほぼ径20

cm台，深さ20～30cmが中心の小型の柱穴である。 PlではlOCm四方，厚さ13cmの方形の小礫（粗

粒黒雲母花崗岩）の根石が出土した。遺物の出土はない。

③SA3 (第10図，図版3 ･ 6)

SB3の東側にl.8m離れて存在する柵列跡で, SB3の東面庇の桁行方向にほぼ平行して走

る。北側と南側が調査区外に延び，現状で3間（長さ3.3m)分認められる。北北西-南南東方向

(N30｡W)を指す。柱間距離は, Pl-P2がl.lm, P2-P3がl.0m, P3-P4が1.3mで，

l.0～l.3mである。各柱穴の規模は, Plが長径40cm×短径36cm,深さ50cm, P2が径36cm,深さ

75cm, P3が長径34cm×短径32cm,深さ4cm, P4が径34cm,深さ71cmである。

P2 ． P3で根石を, P4では根石と柱根を検出した。 P2では柱穴内のほぼ中位で15cm×23

cm,厚さ9cmの板状の小礫が立った状態で，底面では30cm×33cm,厚さ13cmの分厚い板石を各々

検出した。 P3ではごく浅い柱穴の底面に15cm×21cm,厚さ8cmの板石を置いている。 P4では

柱穴底面に置かれた20cm×36cm,厚さ14cmの分厚い板石の上に径16cm,現存長61cmの柱根が立っ

た状態で見つかった。分厚い根石の周囲にはlOCm大，厚さ3～4cmの小型の板石が置かれる一方

で，やや傾いた根石の上面を水平にするためか， この根石と柱根の間に数cm大の小礫数個を詰め

-21-
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ている。 P2の上方の小礫は圧砕黒雲母花崗岩，根石は珪長岩, P3･P4の根石などはすべて

粗粒黒雲母花崗岩である。

出土遺物（第12図21,図版18)

P3から須恵質土器・椀(21)が出土した。口径12.85cmで，内湾気味に外上方に延びた体部

に短く外反する口縁が付く。調整は内外面とも回転ナデである。

④SA4 (第10図，図版3 ･ 6)

SB3の南側0.5mに近接して，唯一東西走する柵列跡で, SB3の梁行方向にほぼ平行する。

現状で4間（長さ7.5m)分認められ，東側調査区外に延びる。ほぼ南西-北東方向(N46｡E)を

指す。柱間距離は, Pl-P2間が1.9m, P2-P3間が1.7m, P3-P4間が2.1m, P4-P5間

が1.7mで, 1.7～2.1mと比較的広い。各柱穴の規模は, P1が長径32cm×短径30cm,深さ62cm,

P2が長径50cm×短径38cm,深さ73cm, P3が長径36cm×短径34cm,深さ56cm, P4が長径60

Cm×短径42cm,深さ70cm, P5が径36cm,深さ31cmで，径30～60cm,深さ31～73cmである。径は

ほぼ30cm台，深さは60～70cm台が中心でほかの柵列跡の柱穴と比べると大きく，掘立柱建物跡の

それに近い。Plでは上面の南壁寄りでl0Cm大の小角礫が出土したが，裏込石と思われる。石材

は不明である。

出土遺物（第12図22,図版18)

P3から青磁・碗(22)が出土した。外面に複弁の鎬蓮弁を配する龍泉窯系青磁の小片である。

（3）単独柱穴（第4 ． ll図，図版6 ． 7)

A･Pl～A・P14の計14基で，柱根を検出した柱穴1基(A・Pl),根石を検出した柱穴

6基(A・ P4～A・ P7, A･P9, A・P13),報告遺物が出土した柱穴7基(A･P2,

A･P3, A・P8, A･P10～A･P12, A･P14)である。

A･Plは調査区西半中央にあり, SAlPlの南0.5mに近接して存在する。径30cm,深さ

52cmの柱穴で，径10cm,現存長50cmの柱根を検出した。柱材は南側にやや傾いていた。

根石を検出した柱穴の内, A･P4～A･P7は調査区北東側のSB3身舎内に存在する。

A･P4はSB3身舎桁行西辺P9の東側lmにあり，長径44cm×短径40cm,深さ19cmと浅い。

10数cmの大きさの板石2枚を検出した（珪質凝灰岩・珪長岩)。A・P5はSB3身舎桁行西辺

P8の南東0.6mにあり，長径42cm×短径38cm,深さ21cmの規模の柱穴で, 20cm×40cm,厚さ6

cmの小型の板石を検出した（珪質凝灰岩)｡A･P6はこのA・ P5の南東0.5mにあり，長径40

cm×短径34cm,深さ32cmである｡42cm×46cm,厚さ8cmの板石を底面に置く （粗粒黒雲母花崗岩)。

A･P7はSB3身舎梁行南辺P5の北東側0.5mにある，長径36cm×短径34cm,深さ28cmの柱

穴で，底面に10cm大，厚さ5cmと30cm大，厚さ8cmの小型の板石2枚を置いて根石としている

(いずれも輝緑凝灰岩)｡A･P9はSB3身舎南東隅のP4の南l.9mにある，長径46cm×短径

42cm,深さ53cmの柱穴で，底面上数cmのところで立った状態の10cm大，厚さ7cmの小角礫を検出

１
」
１
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した（圧砕黒雲母花崗岩)。A･P13は調査区南東隅から北側2.8mの東辺調査区際にある，径46

Cm,深さ21cmの柱穴である。数Cm大のごく小さな礫で根石ではない可能性もある（細粒黒雲母花

崗岩)。

報告遺物が出土した柱穴は, A･P2, A・ P3が調査区中央のSB3南西隅付近， ほかの柱

穴は調査区南東部に存在する。A･P10ではSBlP4同様，柱穴底面付近の南側壁際に土師質

土器・小皿（28）が立った状態で出土した。これらの柱穴は径20～64cm,深さ7～60cmだが，

A･P2,A･P10, A･Pll以外は，径・深さともに小規模である。

出土遺物（第12図23～33,第68図780,図版18)

これら単独柱穴からの出土遺物は土師質土器・小皿が主体を占め，ほかには土師質土器・椀，
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鉄釘各1点があるにすぎない。小皿(10点, 23～30･32．33)は, A･P2 (23), A･P3

(24～26), A・P8 (27),A･P10(28～30), A･P12 (32),A･P14 (33)から，椀(31)

はA・Pllから，鉄釘(780)はA・P14から各々出土している。

小皿は口径7.2～9.25cm,器高0.95～1.7cmで，主体は口径7.2～7.65cm,器高l.1～1.35cmである。

形態的には平底から直線的に外上方に延びる口縁をもつものが主体である。底部は回転糸切り離

しで， 24～26．28．32では板目痕がみられる（24．32は筵目状)。調整は，体部内外面が回転ナ

デ，内底面には多くの場合一定方向のナデつけを行っている。このようなある程度通有な小皿群

のなかにあって, A･P10出土の一群(28～30,特に29･30)やA･P14出土の33はある程度特

徴的である。28は外面体部下端に未調整部分がみられる以外はほかのものとほぼ共通する。29．

30は丸味の強い底部に回転糸切り離し痕はみられず， 29が未調整， 30は指頭によるナデを行って

いる。体部内外面は回転ナデを施す。33は底部及び調整はほかのものと共通だが， 口縁が底部か

ら垂直に近く立ち上がり，やや外反させている点や器高の高さ (1.7cm)が特徴的である。

椀(31)は口径11．0cmである。高台部は不明だが，輪状高台がはずれた痕跡が観察できる。体

部外面の口縁端部から上位1/3の辺りに比較的明瞭に稜が認められる。調整は， この外面の稜よ

り下方は未調整，上方から内面全体にかけて丁寧な横方向のナデかミガキ状の調整がなされてい

る。また， 口縁端部内面には浅い凹線が施されており，段状をなす。胎土はほかの椀とも杯や小

皿とも異なり，口縁のみ明榿色で， ほかは淡黄褐色を呈する。

780はA・P14で出土した鉄釘で，頭部・尖端とも失っている。断面方形である。

（4）溝状遺構（第4図，図版3）

SDlはA区北東側にあり, SB3東面庇の東辺桁行の柱穴列とほぼ完全に重複している。一

部の柱穴との重複関係の観察によれば, SB3柱穴の方がSDlより新しい可能性があるが，明

確ではない。遺構検出時の観察では, SDlはSB3東面庇南東隅のP14及びSA4P4の南東

側で南西方向に曲がっていた。このこととSB3東面庇の東辺桁行の柱穴列との重複状況から考

えて, SDlはSB3及びSA4との密接な関連性を窺うことができ, SB3の東辺から南東隅

にかけて画する溝状遺構の可能性が考えられよう。 SDlの現存規模は，長さ9m,幅0.2～0.5

m>深さl～4cmと細くごく浅いものである。

このSDl以外にA区南西部及び南東部に計3条の短い溝状遺構が存在する。いずれも長さl

~2.3m, 150.18～0.32m,深さl～5cmとごく小規模なもので，機能・時期等については不明で

ある。

2. B区の遺構（第13図，図版7～9)

B区は調査区の中央に位置し，東西23.6m,南北23.Omと最も面積が大きく，平面形は南東側

が方形に窪んだL字形をなす。北西約5mにA区，幅4mの道路を挟んで東側にD区，南西側に

隣接してC区が存在する。北・西・南の三方を民家に囲まれている。現況は3枚の畑からなって
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いる。段差はなく水平である。現地表面（標高8.1～8.8m)から遺構面までの深さは0.8～l.1m程

で, A区に較べるとやや浅い。

基本層序は，上から①耕作土（厚さ30～40cm),②床土（暗灰色砂質士，厚さ20～50cm),③暗

灰色砂質土（厚さ40～50cm)を経て，遺構面（暗褐色砂質土層上面）に至る。B区での湧水は遺

構面よりlm程度深い位置からであるものの，南東側では遺構面は未発達か脆弱で砂層に近く，

降雨後などは冠水によって遺構面の崩壊・削平が顕著にみられた。遺構面が比較的しっかりして

いたのはSXlの北側, SB4 ・ SB5や多くの柱穴を検出した調査区北西部で，調査区北東部

や南西部も遺構面は脆弱なものの遺構はある程度存在する。包含層は存在しない。

検出した遺構は，掘立柱建物跡7棟(SB4～10),柵列跡3条(SA5～7),単独柱穴12基

(B･Pl～12),池状遺構1基(SXl),井戸1基(SEl),土坑3基(SK1～3),溝状

遺構7条(SD2～8)がある。掘立柱建物跡は調査区の北半に大小の総柱建物跡2棟(SB

5･SB6) と東西方向に主軸をもつ側柱建物跡1棟(SB4),西半中央に池状遺構とその中

に掘り込まれていた木組井戸があり，その南側に東西方向を指す大型の総柱建物跡1棟(SB7)

と南北方向に主軸をもつ掘立柱建物跡2棟(SB8･SB9)がある。柵列跡は南北走するもの

が2条と東西走のものが1条ある。前者の内, SA7はSB7西辺梁行の延長線とほぼ合致し，

何らかの関連性が窺える｡ SA5は基本的にSD5内部に掘り込まれている。 SA6は砂層が露

出し，遺構面が未発達な調査区南東部に存在する南北走の柵列跡である。

(1)掘立柱建物跡

7棟を検出した｡ SXl･SElを挟んで，北半のSB4～6と南半のSB7～10に分かれる。

総柱建物が3棟存在する (SB5～7)。建物の主軸はほぼ揃うが, SB10のみ様相が異なる。

①SB4 (第14･ 15図，図版7～10)

B区北東隅に存在する建物跡で，西端は調査区外に延びる。桁行2～3間十α （北辺Pl-P2-

P3,南辺P7-O-P6-P5),梁行2間(P3-P4-P5)の規模をもつ。建物の主軸はほぼ東

北東-西南西方向を指す(N59｡E)。建物面積（現存規模）は，桁行方向6.5m,梁行方向4.2mの

約25㎡である。各柱間距離は，桁行方向北辺のPl-P2間が1.6m, P2-P3間が2.3m,南辺の

P7-P6間が4.3m(2間分), P6-P5間が2.2m,梁行方向東辺のP3-P4間が2.1m, P4-

P5間が2.2mである｡Pl-P2間が短<, 2間分とみられるP7-P6間が長いが, 1間あたり

ほぼ2.1～2.3mと一定の柱間距離を保っている。

各柱穴の規模は, Plが長径31cm×短径29cm,深さ42cm, P2が径41cm,深さ39cm, P3が長

径40cm,深さ15cm, P4が長径40cm×短径37cm,深さ21cm, P5が長径48cm×短径40cm,深さ24

cm, P6が径36cm,深さ27cm, P7が径30cm,深さ50cmである。径29～48cm,深さ15～50cmで，

径30～40cmに主体があり，深さは20cm前後の浅い柱穴と40～50cmの深い柱穴に分かれる。

P2～P6の5個の柱穴で根石を検出した。P2の根石は底面より10数cm浮いているが，ほか
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はいずれも柱穴の底面に置かれており，石の大きさや形状の面でも20～30cm大，厚さ10数Cmの分

厚い長方形・不整方形の板石1枚を用いている (P6のみ厚さ7cmといくらか薄い板石を用いて

いる)。石材はP6のみ珪長岩で， ほかは粗粒黒雲母花崗岩(P4･P5),細粒黒雲母花崗岩

(P2),圧砕黒雲母花崗岩(P3),斑状黒雲母花崗岩(P4の小礫） といずれも黒雲母花崗岩

を使用している。

出土遺物（第68図774,図版26) P2から鉄釘(774) 1点が出土した。

774は現存長5.0cmの鉄釘で，釘頭の正面観は左右両端をやや引き出し，側面観は背面側に下傾

している。

②SB5 (第14･ 15図，図版7～10)

SB5はB区北西隅にあり, SB4と位置的に重複する建物跡である。現状では東西2間×南

北2～3間の小型の総柱状建物であるが，北あるいは西へ延びる可能性は残されている｡ SB4

との先後関係については明確ではない。北辺Pl-P2-P3,南辺P9-P8-P7,西辺Pl-O-

○-P9,東辺P3-P4-P6-P7で，建物の主軸はほぼ北東-南西を指している (N54｡E)。建

物面積（現存規模）は，東西方向4.4m,南北方向4.5mの約20㎡である。各柱間距離は，北辺の

Pl-P2が2.Om, P2-P3が2.3m,南辺のP9-P8が2.2m, P8-P7が2.3m,西辺(2H

分）が4.4m(1間あたり2.2m),東辺のP3-P4が1.5m, P4-P6がl.lm, P6-P7がl.8m,

南北方向中央のP2-P10が2.5m, P10-P8が2.lm,東西方向中央のP10-P5 (P6)が2.3m

で，東西方向2.0～2.3m,南北方向l.1～2.6mと南北方向の柱間数・柱間距離に不明確な部分が残

るものの， ほぼ2.2～2.3mと一定している。

各柱穴の規模は, Plが径42cm,深さ40cm, P2が長径30cm×短径28cm,深さ36cm, P3が長

径46cm×短径32cm,深さ49cm, P4が径32cm,深さ12cm, P5が長径28cm×短径26cm,深さ19cm,

P6が長径50cm×短径32cm,深さ42cm, P7が径26cm,深さ34cm, P8が径26cm,深さ38cm,P

9が長径23cm×短径20cm,深さ23cm, P10が長径44cm×短径32cm,深さ25cmである。径20～50cm,

深さ12～49cmと幅があるが，主体はほぼ径30cm,深さ20～40cm程度である。北辺及び東辺南半か

ら南辺東半の柱穴が比較的規模が大きく深い。東辺北半のP4及び中央のP10,南辺西半などの

柱穴はやや小規模で比較的浅い。

東辺北半のP3 ・P4･P5と中央のP10で根石を検出した｡P3の根石は辺15cm,厚さ6cm

の板石,P4は25cm×13cm,厚さ13cmの, P5は15cm大の, P10は12cm×8cm,厚さ5cmのいず

れも角礫を使用している。石材はP3 ･P10が石英, P4･P5が暗青色の圧砕泥質岩である。

出土遣物（第22図34～37，第65図729，第67図753,図版18．24) 北辺西端のPlから土師質

土器・小皿（35）が，東辺中央のP6から棒状土錘(729) と滑石製石鍋片(753)が，南辺西端

のP9からは土師質土器・小皿(34),杯(36),椀(37)がそれぞれ出土している。

34．35は土師質土器・小皿で，口径8.1～8.6cm,器高l.5～l.8cmである。平坦な底部から外上方

に短く直線的に延びる口縁が付く形態だが， 35は底部・体部ともにかなり分厚いのに対して， 34
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第16図B区SB6実測図(1 :30, 1 :60) (アミ目は柱痕跡を示す｡）
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第15図B区SB4･SB5実測図(2) (1 :30) 柱穴内根石出土状況

は全体に薄い。底部はいずれも回転糸切り離しで，体部の調整は不明である。34の内底面には一

定方向のナデつけが行われている。36は口径11.0cmの土師質土器・杯で，体部内外面回転ナデで

ある｡37は全体に器壁が薄い土師質土器・椀で，焼成が非常に良好なものである。外方にハの字

に強く踏ん張る形態の輪状高台は縁が鋭く，造りも丁寧である。体部はやや内湾しながら外上方

に直線的に延び， 口縁の端部を丸く納めている。調整は，内面は丁寧なナデ，外面は横ナデで，

高台内側の外底面には板目痕が残る。色調は淡黄白色を呈し，搬入品と思われる。

729は棒状土錘でl/2を欠失する。現存長5.15cm,幅（穿孔部) 2.2cm,幅（中央) l.9cm,厚さ

(穿孔部) 1.6cm,厚さ （中央) 1.85cmである。断面形はほぼ円形だが，上端近くの穿孔部は指頭

により押さえたためか，断面形がやや扁円形を呈している。穿孔は上→下方向におこなっており，

径0.7cmの円孔である。上端面の中央には幅4nun,深さ0.5mほどのごく浅い溝状の凹部がみられ

る。色調は表面が榿色，胎土は淡灰黒色である。753は滑石製石鍋の底部小片で，灰白色を呈す

る。下方の破断面には鋸状の工具による横方向の切削痕とその下に縦方向のケズリによると思わ

れる再加工痕がみられる。体部外面には縦方向のケズリが施されている。また，体部外面から外

底面にかけてススの付着が顕著である。

③SB6 (第16図，図版7～ll)

SB6はB区北半ほぼ中央に位置する大型の掘立柱建物跡で, SB4･SB5の南東l.3mに

近接する。 3間四方の総柱建物だが，東西方向が南北方向に較べていくらか長い（東西方向を桁

行方向，南北方向を梁行方向とする)。桁行の北辺Pl-P2-O-P3,北側から2列目Pll-P12-
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P13-O, 3列目P10-O-P14-P4,南辺P9-P7-P6-P5,梁行の西辺P9-P10-Pll-P1,

西側から2列目P7-O-P12-P2, 3列目P6-P14-P13-O,東辺P5-P4-O-P3で，建物の

主軸はほぼ北東-南西を指す(N55｡E)。建物面積は，桁行方向8.5m,梁行方向6.1mの約52㎡で

ある。各柱間距離は，桁行方向北辺のPl-P2間が2.2m, P2-O-P3間はl間あたり3.1m,

同じく北側から2列目のPll-P12間は2.6m, P12-P13間が2.6m, P13-○が3.1m,同じく北側

から3列目のP10-O-P14間はl間あたり2.7m, P14-P4間は3.1m,桁行方向南辺のP9-P7

間は2.6m, P7-P6間は2.9m, P6-P5間は3.1mである。梁行方向は西側から2列目・ 3列

目の北側のP12-P2間, P13-○間が2.2m,同じく東辺北側の○-P3間が2.3m,ほかはすべて

1.9mである。桁行方向の柱間距離は2.2～3.1mであるが，概ね西側・中央が2.6m･2.7mで，東

側が3.1mと0.4～0.5mほど広い。これに対して，梁行方向の柱間距離は北側が概ね2.2mである

が， 中央・南側が1.9mとやや狭い。全体に桁行方向が梁行方向よりも0.7～0.9m程度広い。そし

て，桁行方向の東側の柱間距離が西側・中央のそれよりも広く，梁行方向も南側・中央に較べて

北側が広く造られている。

各柱穴の規模は, Plが径38cm,深さ51cm, P2が長径34cm×短径30cm,深さ36cm, P3が長

径53cm×短径45cm,深さ60cm, P4が径41cm,深さ30cm, P5が径33cm,深さ48cm, P6が長径

31cm×短径28cm,深さ51cm, P7が径28cm,深さ30cm, P8が長径34cm×短径31cm,深さ40cm,

P9が長径51cm×短径39cm,深さ36Cm, P10が長径38cm×短径35cm,深さ11cm, Pllが径30cm,

深さ41cm, P12が径30cm,深さ42cm, P13が長径36cm×短径30cm,深さ58cm,P14が長径52cmx

短径29cm,深さ41cmである。径は28～53cm,深さ11～60cmと幅があるが，径30～40cm,深さ40~

50cmが主体である。

P9では径18cmの柱痕跡を検出した。また，根石はP3･P8 ・P10で検出した。P3の根石

は17cm×14cm,厚さ10cmの板状のもので, P10のものは18cm四方，厚さ8cmの板石である。石材

はP3のものは不明だが, P8が圧砕砂岩, P10は花崗斑岩である。

遺物は出土していない。

④SB7 (第17図，図版7 ･ 9 ･ 11 ･ 12)

SB7はB区南西側にある大型の総柱建物跡で，北側でSX1と重複し，南側ではSB8 ・ S

B9と重複する。西側調査区外に延びる可能性がある。 SB4･SB5の南側6m, SB6の南

西2mに位置する。桁行5間十α （北辺Pl-P2-P3-P4-P5-P6, 中央P14-P15-P16-P

17-P18-P7,南辺P13-P12-Pll-P10-P9-P8),梁行2間（西辺Pl-P14-P13,西側から

2列目P2-P15-P12, 3列目P3-Pl6-Pll, 4列目P4-P17-P10, 5列目P5-P18-P9,

東辺P6-P7-P8)の規模である。建物の主軸はほぼ北東-南西方向を指す(N54｡E)。建物面

積（現存規模）は，桁行方向10.2m,梁行方向3.9mの約40㎡である。各柱間距離は，桁行方向北

辺のPl-P2間が1.8m, P2-P3間・P3-P4間が2.1m, P4-P5間が2.2m, P5-P6H

が2.1m,同じく中央のP14-P15間が1.8m, Pl5-P16間・P16-P17間が2.1m, P17-P18間が
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2.2m, P18-P7間が2.lm,南辺のPl3-P12間が1.8m, P12-Pll間･Pll-P10間･P10-P9

H･P9-P8間がいずれも2.lmである。桁行方向の西端はいずれもl.8m,東端から2間目は2.2

In,ほかはすべて2.lmの柱間距離であり，規則的である。梁行方向の柱間距離については，西

辺のPl-P14間が2.0m, P14-P13間が2.1m,西側から2列目のP15-P12間が2.0m, 4列目の

P4-P17W･ 5列目のP5-P18間がl.8m, P18-P9間が2.1mであることを除けば， ほかはl.9

mである。一部にl.8m, 2.0m, 2.lmが存在するが大半は1.9mということになる。つまり，桁

行方向はl.8～2.2mで主体は2.lm,梁行方向はl.8～2.1mで主体はl.9mである。

各柱穴の規模は, Plが長径39cm×短径37cm,深さ42cmである。 P2･P3はSXlの覆土に

掘り込まれており，柱穴の掘方は検出できなかったが，根石の存在から柱穴を確認した。よって，

柱穴の規模は不明であるが，ほぼ径30～40cm,深さ40～50cm程度と考えられる。 P4は径44cm,

深さ59cm, P5が径54cm,深さ47cm, P6が径41cm,深さ38cm, P7が長径44cm×短径41cm,深

さ14cm, P8が長径51cm×短径49cm,深さ12cm, P9が径44cm,深さ22cm, P10が長径52cm×短

径39cm,深さ27cm, Pllが長径54cm×短径52cm,深さ42cm, P12が径40cm,深さ61cm, P13が径

42cm,深さ57cm,P14が径33cm,深さ57cm, P15が長径41cm×短径39cm,深さ29cm, P16が径39

Cm,深さ30cm, P17が長径40cm×短径37cm,深さ29cm, P18が長径53cm×短径45cm,深さ25cmで

ある。径33～54cm,深さ12～61cmと幅があるが，主体は径40～50cm,深さは東半の柱穴は大きく

削平を受けており，西半の柱穴でみれば，ほぼ40～60cm程度とみられる。

土層断面の観察によって柱痕跡を検出した柱穴が3基（梁行方向の西辺Pl ･P13･P14)あ

る。それによれば，径12cm (Pl ・P14) と径17cm (P13)の柱が存在した可能性が考えられる。

根石はll個の柱穴で検出した(Pl～P9 ･P13･P18)。全体の6割以上の柱穴に根石が存在

することになる。 SXl側の桁行方向北辺すべての柱穴と同じく中央及び南辺の東側2列分の柱

穴，そして南辺西端のP13に根石が置かれており，建物の北辺と東側の地盤（遺構面）が特に脆

弱であることの証左であろう。根石には, 10数Cmから20数Cm大，厚さ数～10数cmの分厚い板石や

角礫を用いている。 P5では17cm×30cm,厚さ23cmの角礫の上に19cm×23cm,厚さ8cmの小型の

板石を置いている。 P5はSK3の覆土に掘り込まれており，あるいは2つの柱穴が部分的に重

複し，それぞれの根石である可能性もある。 P9では20cm×30cm,厚さ13cmの分厚い板石と16

Cm×25cm,厚さ6cmの板石を重ねて用いている。 P13の上方の石は裏込めとみられる。 P18では

大小の石計3個を同じ高さに置いている。石材は，粗粒黒雲母花崗岩が主体で(P2･P3･P

5 ． P6 ･P9 ･Pl3・ P18),ほかに半花崗岩(Pl ･P4 ･P7) ･凝灰岩(Pl) ･泥質

岩ホルンフエルス(P4) ・珪質凝灰岩(P4) ･圧砕泥質岩(P5) ･斑状黒雲母花崗岩(P

7） ・圧砕岩(P8)などがみられる。

出土遺物（第22図38～40,図版18) 桁行方向北辺中央のP4から青磁・碗(40)が，同じく

南辺中央のPllからは土師質土器・小皿2点(38･39)が出土した。

38．39は土師質土器・小Ⅱで，口径8.1～8.55cm,器高1.2～l.3cmである。ほぼ同じ大きさだが，

38の口縁がやや外反気味に外上方に延びるのに対し， 39は内湾気味に立ち上がる。いずれも底部
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回転糸切り離し，体部内外面回転ナデである。40は青磁・碗の底部片で，直立するやや深い削り

出し高台の畳付まで全体にやや厚く施釉されている。畳付の外縁には面取りがなされている。全

体に貫入が顕著である。

⑤SB8 (第18図，図版7 ･ 9)

B区南西隅に存在するl間×2間十αの建物跡で，南端が調査区外に延びる可能性がある。梁

行方向北辺がSB7と重複するが，その新旧は不明である。桁行2間（西辺P1-P2-P3,東

辺P5-P4-O),梁行l間（北辺P3-O)の規模で，建物の主軸はほぼ北西-南東方向を指す

(N33｡W)。建物面積（現存部分）は，桁行方向4.6m,梁行方向l.9mの約9㎡である。各柱間距

離は，桁行方向西辺のP1-P2間が2.5m, P2-P3間が2.2m,東辺のP5-P4間が2.5m, P

4-○間が2.2m,梁行方向北辺のP3-○間がl.9mである。桁行方向の南半が2.5m,北半が2.2m

と南半の方がやや広い。

各柱穴の規模は, Plが長径48cm×短径42cm,深さ74cm, P2が長径26cm×短径19cm,深さ18

cm, P3が径26cm,深さ39cm, P4が径29cm,深さ70cm, P5が径37cm,深さ60cmである。径19

~48cm,深さ18～74cmと全体に小型だが深い柱穴が多い。 P2･P3･P4が比較的小規模だが，

P4はかなり深い。径20～40cm,深さ60～70cm程度が主体である。

Plのかなり浮いた位置で裏込めと思われるlOcm大の角礫を検出した。

出土遺物はない。

⑥SB9 (第18図，図版7 ･ 9)

SB8の3m余り東にほぼ平行して存在する建物跡で，やはり梁行方向北辺がSB7と重複す

る。その先後関係については不明である。南側調査区外に延びる可能性がある。現状で，桁行3

間（西辺Pl-P2-P3-P4,東辺P7-P6-P5-O),梁行l間（北辺p4-O)の規模をもつ。

建物の主軸はほぼ北西-南東方向を指す(N37｡W)。建物面積（現存部分）は，桁行方向6.0m,

梁行方向2.2mの約13㎡である。各柱間距離は，桁行方向西辺のPl-P2間が2.0m, P2-P3"

がl.9m, P3-P4間が2.0m,同じく東辺のP7-P6間･P6-P5間がl.9m, P5-○間が2.3

In,梁行方向北辺のP4-○間が2.2mである。 l.9～2.3mで，主体はl.9～2.0mである。

各柱穴の規模は, Plが径30cm,深さ37cm, P2が長径34cm×短径32cm,深さ15cm, P3が径

36cm,深さ38cm, P4が長径33cm×短径28cm,深さ24cm, P5が長径32cm×短径26cm,深さ34cm,

P6が長径40cm×短径30cm,深さ34cm, P7が長径51cm×短径38cm,深さ37cmである。径26～51

Cm,深さ15～38cmでP2がやや浅いが，径・深さともにほぼ30数Cm程度が主体である｡P3で10

cm大の角礫が出土しており根石とみられるが，裏込石の可能性も考えられる（結晶凝灰岩・粗粒

白雲母花崗岩)。

出土遺物（第22図41) 桁行方向西辺南端のPlから土師質土器・小皿(41)が出土した。径

7.4cm,器高1.15cmとかなり低平な器形で，直線的に外上方に延びる口縁部の端部を丸く納めてい
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る。調整は，底部回転糸切り離しのあと板目

痕，内底面には一定方向のナデつけを施して

いる。体部内外面は回転ナデである。
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⑦SB10 (第19図，図版7 ･ 9)

B区南西部の南東隅に存在する1間四方の

小型の建物跡であるが，東側あるいは南側の

調査区外に延びる可能性がある。この建物跡

はほかの建物跡と主軸方位が大きく異なり，

柱穴も規模が小さく不安定で，性格・時期的

な差異があるものと考えられる。建物の主軸

はほぼ北東-南西方向を指す(N32｡E)。建1．， レJ,I｡,イし不一l刊凹ノJILりて1日9 IlVO乙巳ノo唾
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物面積（現存規模）は，桁行方向2.2m,梁行 第19図B区SB10実測図(1 :60)

方向1.9mで約4㎡である。各柱穴の規模は, Plが長径31cm×短径28cm,深さ8cm, P2が長

径33cm×短径30cm,深さ8cm, P3が長径56cm×短径39cm,深さ17cm, P4はSB9P7と重複

しており，深さ17cmとみられる。

根石・出土遺物等はみられない。

（2）柵列跡

B区北半で東西方向の柵列跡1条(SA5),南半で南北方向の柵列跡2条(SA6･SA7)

を検出した。 SA5はSD5と一体のものとみられ, SB6と重複する。 SA6はB区南東部の

殆ど遺構の存在しない場所に存在する。南西隅のSA7はSB7あるいはSB8･SB9などと

の関連性が考えられる。

①SA5･SD5 (第20図，図版9 ･ 13)

B区東半中央部に位置する柱穴列で, SD5底面から掘り込まれており，両者は一体のもので

ある。 SD5はほぼ東西方向に延びる溝状遺構で，西端は恐らくSKlに流れ込んでいたであろ

うSD4と重複し， これに壊されており不明である。途中で二股に分岐するが東端は調査区外に

延びる。 SD5の現存規模は途中で削平を受けているが， ほぼ長さ12.2m,幅0.2～l.1m,深さ

3～13cmと比較的浅い。この溝状遺構の底面に大小16個の柱穴が掘り込まれている（長さll.4m)｡

柱間距離は0.9～5.6mと一定ではない。柱穴の規模は，径22～96cm,深さ13～60cmと幅があるが，

ほぼ径30～50cm,深さ20～40cmと比較的浅いものが主体である。 SA5の主軸方位は東北東-西

南西方向を指す(N60｡ E)｡

出土遺物（第22図42～44,図版18) 西半のP4から土師質土器・杯(42),椀(44)が， 中

央のP9から土師質土器・椀(43)がそれぞれ出土した。
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42は口径12.0cm,器高3.85cmの杯で，平底の底部からやや外反気味に外上方に延びる体部をも

つ。43．44は椀で，口径10.0cm,器高3.3cm (43)である。44は底部を失っているので明確でない

が，いずれも無高台のものとみられる｡44は体部の中位あたりに明確な稜をもつ。調整は，体部

内面が横方向あるいは斜め方向の丁寧なナデ，体部外面上半は43が回転ナデ（←指頭押圧)， 44

は指頭押圧を施し， 44の下半は未調整である。43の外底面は指頭押圧により平坦な底部を作出し，

中央は強く凹ませている。色調は43が黄白色， 44が淡黄褐色である。

②SA6 (第20図，図版7 ･ 13)

B区南東部に存在する南北方向の柵列跡で，南側調査区外に延びる可能性がある。周辺は砂地

で遺構面が形成されず，ほかに明確な遺構は存在しない。主軸は北西-南東を指し (N35｡W),

現状で3間分(長さ5.8m)が認められた。各柱間距離は,Pl-P2間･P2-P3間がl.9m,P3-

P4間が2.0mである。各柱穴の規模は,Plが径46cm,深さ26cm, P2が長径38cm×短径33cm,

深さ28cm,P3が径44cm,深さ22cm,P4が長径40cm×短径38cm,深さ18cmである。径33～46cm,

深さ18～28cmと削平のためか径は比較的大きいものの浅い。根石・出土遺物などはない。

③SA7 (第20図，図版7 ･ 9)

B区南西部に存在する柵列跡で, SB7梁行方向西辺P1-P14-P13のほぼ延長線上に位置す

るが，その関連性については不明確である。主軸方位はほぼ北西-南東方向を指す(N35｡W)｡

現状で2間分（長さ3.8m)を確認したが，南側調査区外に延びる可能性がある。付近の遺構面

は厚さlOCm程度と比較的厚いものの，その下に分厚い砂層が存在するため比較的脆弱で，柱穴の

崩落や損壊がかなり顕著にみられた。各柱間距離はいずれもl.9mである。各柱穴の規模は, P

lが長径40cm×短径37cm,深さ74cm, P2が径40cm,深さ67cm, P3が径38cm,深さ53cmで，径

40cm,深さ50～70cm程度と比較的規模が大きく，深い。

根石や出土遺物はみられないが, Plで径12cmの柱痕跡を検出した。

（3）単独柱穴（第13･21図，図版12)

計12基存在する。根石をもつ柱穴3基(B･P1, B･P7, B･P10),柱痕跡を検出した

柱穴1基(B･P9),報告遺物が出土した柱穴9基(B･P2～8, B･P11, B･P12)で

ある。B･Pl～9 ． 12はB区北西部のSB4～SB6周辺に点在し, B・P10はSA5･SD

5中央付近の南側に, B･PllはB区南半のSB8とSB9の間に存在する。

根石をもつ柱穴は, B･Plが長径38cm×短径36cm,深さ36cmの規模で, 19cm×37cm,厚さ16

cmの角礫（珪質凝灰岩）を置く。B･P7は径60～70cm,深さ40cmの柱穴の底に10数～20cm大，

厚さ6～8cmの板石3枚を重ね根石としている （すべて黒雲母花崗岩)。B･P10は長径26cmX

短径23cm,深さ16cmの柱穴のなかに10cm大の亜角礫を置いていた。

B･P9は長径39cm×短径32cm,深さ51cmの柱穴で，径12cmの柱痕跡を検出した。

－36－



韮

心
李
一
一
一
一韮

八
韮
八
韮三塑上_筐

｜
｜
’

｜
’

忠臣"刷XcM!…
図,！華

-7.60m－

ヨー巨 一".” ‐

、
Pl

-8.00m
－

K"&"fit(IM(跡,鉦
灰褐色砂蘭土（典込土）

膿灰褐色砂髄l: (典込土）

１
２
３

’

0 2m O 1m

一一 叩一

第21図B区単独柱穴実測図(1 :30, 1 :60) (アミ目は柱痕跡を示す｡)

報告遺物が出土した柱穴の規模は，径23～70cm,深さ16～42cmで，主体は径20～30cm,深さ20

~40cmと比較的小さい。土師質土器などの土器類を出土する柱穴(B･P2, B･P4, B･P

7, B･P8, B･P12) と釘のみを出土する柱穴(B・ P3, B･P5, B･P6)が主であ

る。ほかに，棒状土錘を出土した柱穴(B･Pll)がある。土器を出土する柱穴は多くは土器片

l～2点の出土であるが, B･P2では小皿4点，皿・椀・瓦器椀各1点の計7点が出土した。

出土遺物（第22図45～56，第65図730，第68図766．777．784，図版18．24．26）

土師質土器・小皿6点，杯1点，皿2点，椀1点，瓦器・椀1点，小皿1点，土製品・棒状土

錘1点，鉄製品・釘3点が出土した。B･P2からは土師質土器・小皿4点(45～48),m(49),

椀（50)，瓦器・椀(51)が, B・ P4からは土師質土器・小皿(52)が, B･P7からは土師

質土器・小皿（53） と皿（54）が, B・ P8からは瓦器・小皿(55)が, B･P12からは土師質

土器・杯（56）が出土した。また, B･Pllからは棒状土錘(730), B･P3, B･P5, B･

P6からは釘各1点が出土している (766･777･784)。

45～48．52．53は土師質土器・小皿である。45～47は， 口径6.85～7.4cm,器高l.2～1.5cmの小

型品である。45は底部回転糸切り離し， 46は底部回転糸切り離しののち板目痕，内底面に一定方

向のナデつけ，体部内外面は回転ナデである。47は形態的に45．46とやや異なり，丸味の強い外

底面には指頭押圧を施す｡48は口径8.lcm,器高1.75cmと一回り大きく，底部は回転糸切り離しの

後に筵目状の板目痕が顕著にみられる。内底面は一定方向のナデつけ，体部内外面は回転ナデで

ある。52は口径7.15cm,器高l.65cmで，調整は底部回転糸切り離し，内底面は未調整，体部内外
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面は回転ナデを施す。体部外面にはススが付着する。53は口径9.05cm,器高l.75cmの大型品で，

底部は回転糸切り離しである｡47以外は平底から外上方に直線的に延びる体部をもち，底部回転

糸切り離し（46では板目痕， 48では筵目状の板目痕が看取される）である。体部内外面回転ナデ

で，内底面が未調整のもの（52）や一定方向のナデつけを加えているもの（46．48）がある。

56は口径10.7cm,器高3.75cmの土師質土器．杯で，平底から緩やかに外反しながら外上方に延

びる。底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデを施す。49．54は皿で， 口径ll.2cm･ ll.6cm,

器高2.05cm･2.9cmである。外上方に直線的に延びる体部の内外面には回転ナデを施す。49の外

面体部下半は未調整で，上半の回転ナデを施している部分との間が稜となっている｡54の底部は
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回転糸切り離しである。50は椀で， 口径9.4cmの小型品である。体部内面は斜め方向のミガキ状

の丁寧なナデ，体部外面の上半は強く窪んで下半の未調整部分との間に稜を形成しており，回転

ナデかと考えられる。色調は黄白色である。 51 ･55は瓦器で，前者が椀の高台部片，後者は口径

7.6cm,器高l.4cmの小皿である。51は未調整の外面に断面逆台形の輪状高台を貼り付ける。高台

部のみ横ナデを施す。内底面は一定方向のナデつけ，その外側にミガキ状の調整を施している。

55の体部内外面は丁寧なミガキ状のナデ，内底面は横ナデ，外底面は指頭によるナデ調整を施し

ており， この指頭ナデ部分と上半の丁寧なナデ部分との境は稜をなしている。

730は土製品・棒状士錘片で，現存長5.2cm,穿孔部分の推定幅l.9cm,厚さl.5cm,中央部の

幅・厚さともにl.6cmである。穿孔部分の断面形は扁円形状であり， 中央部のそれはほぼ正円形

である。孔径6nmで上方からを主に上下両方向から穿孔がなされている。上端面の中央には幅3

~4nun,深さlmの縦方向に浅い溝がみられる。

766．777．784は鉄釘である｡766のみ頭部を残し，折頭形である。先端は失っており，現存長

6.35cmである。後2者はいずれも頭部を失っている。 766･784は断面方形だが, 777は円形の可

能性が高い。

(4) SXl･SE1

B区西半中央に存在する池状遺構(SXl) とその中に掘り込まれた木組井戸(SE1)で，

一体のものと考えられるので，一括して述べる。

①SX1 (第23図，図版7 ･ 8 ･ 14)

東西方向7.4m×南北方向7.0m,深さ （最大) 1.65mの規模をもつ，平面形不整方形の池状遺

構で，底面ほぼ中央に平面不整方形，断面台形の高まりが存在した。この高まりは木組井戸SE

lをSXlの地山に酷似した淡榿色～明黄褐色砂質土で被覆した固く締まったもので， このこと

から, SX1はSElに伴う掘り込みと考えられる。しかし, SEl廃絶に伴って井戸を被覆し

たあと，例えば池などほかの機能を持った施設として再利用されたかどうかについては定かでな

い。ただ, SXl埋没後にすぐ南側に東西方向に主軸をもつ大型の掘立柱建物跡SB7が構築さ

れている。そして，その北辺の桁行方向の少なくとも2個の柱穴(P2･P3)がSXlの覆土

(暗灰褐色砂質土）を掘り込んでおり， このことからSXl ･SElはSB7に先行することが

明らかである。

出土遺物（第24図・第25図62～96，第65図720.723，第66図736．738．748，第68図758．778，

図版18･24～26)

SXlの覆土からは比較的多くの遺物が出土している（土器類35点，土製品2点，瓦3点，鉄

製品2点)。土師質土器・小皿ll点(62～72),杯4点(73～76),m5点(77～81),椀2点

(82．83) ，鍋1点（84) ，須恵質土器・椀1点（86) ，瓦器・椀1点（85)，青磁・皿2点

(90･91),青磁・碗3点(87～89),青磁・合子蓋1点(92),青白磁・皿1点(96),白磁・皿
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1点（95)， 白磁・碗2点（93．94)，土製品・管状士錘2点（720.723)，軒平瓦1点（736)，

丸瓦1点（738)，平瓦1点（748)，鉄製品・刀子1点（758)，釘1点（778）である。

a.土師質土器小皿・杯・皿・椀・鍋がある。

62～72は小皿である。口径5.4～8.6cm,器高0.85～2.15cmで，法量的には口径5.4cm,器高0.85cm

の62, 口径7.2～7.4cm,器高1.2～l.35cmの63～65･67,口径7.8～8.6cm,器高l.15～2.15cmの66･

68～72に分けられる。形態的には主に体部から口縁にかけて，若干内湾気味に外上方に延びるも

のが主体だが， 64は多少外側に反り気味で， 62は口縁端部が尖り， 67は全体に分厚い。多くは平

底だが, 71は丸味の強い底部に短い口縁がつく。調整は，底部回転糸切り離し (63．65･66･68

はその後板目痕)，体部内外面回転ナデを施す。内底面は一定方向のナデつけを施すもの（63.

66） と未調整のもの（62．64．65．69）がある。また，体部外面の下端付近が未調整のものがあ

る （63．65)。62は口縁がごく一部残存するが，意図的に口縁を打ち欠いて，多角形の平面形を

作り出している可能性がある。64は底部回転へラ切りである。71は丸味の強い外底面に指頭によ

ると思われる丁寧なナデを施している。

73～76は杯である。口径10.2～13.lcm,器高3.2～3.75cmで, 73～75は外上方にほぼ直線的に延

びる体部をもつ。76は口径が大きくやや低平な皿状の器形で，体部中位で屈曲する。調整は，底

部回転糸切り離し （76はその後板目痕）で，体部内外面回転ナデである。73の体部外面下端，

74．75の内底面， 76の内底面・体部外面下半は未調整である。

77～81は皿で， 口径9.8～12.5cm,器高2.55～3.2cmである。小型の77を除けば， 口径ll.7～12．5

cmである。77は体部中央で屈曲し，形態的にやや81に似ているものの，法量的に小型であること

とともに，胎土精良，焼成非常に良好であるために全体に硬質で， ほかの皿と一線を画す。平底

から外上方に直線的に延びる体部をもつ。79･81は若干内湾気味で, 81の体部外面中位には稜が

つく。調整は底部回転糸切り離し（77．80はその後板目痕)，体部内外面回転ナデである｡78の

底部は丸味をもち，丁寧なナデを施す。79は底部回転へラ切りである。79の内底面， 80の内底

面・体部外面下半は未調整で， 77の内底面には乱雑なナデを行っている。

82．83は椀である。82は口径9.4cm,器高3.9cmの小型の椀で，平底気味の底部からやや内湾気

味に立ち上がり，端部をやや肥厚させる。胎土はあまり精良ではないが，焼成はかなり良好であ

る。内面は横方向主体のミガキ状の丁寧なナデ， 口縁部内外面は横ナデ，体部外面から外底面に

かけては未調整である。外底面中央はやや凹む。淡黄褐色を呈する｡83は断面三角形の比較的高

い輪状高台をもつ椀で，外上方にほぼ直線的に延びる口縁の端部を丸く納める。体部外面の回転

ナデと未調整部分の境が稜をなしている。調整は，内底面未調整，体部内面は横方向主体のミガ

キ状の調整， 口縁部横ナデ，外面体部上半は強い回転ナデで凹む。体部下半から外底面にかけて

は未調整で，高台とその周囲のみ横ナデを施している。胎士はかなり精良だが，焼成はやや不良

である。口径12.45cm,器高4.lcmである。

84は口縁部直下に断面三角形の貼り付け突帯が巡る鍋で,口径33.2cmである。調整は，内面横方
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第25図B区SXl出土土器実測図(2) (1 :3)

向の浅いハケ目,外面上半は横ナデ，口縁端部は平坦である｡外面全体にススがこびりついている。

b.須恵質土器86は椀で， 口径14.2cm,器高5.8cmである。総高台の底部から外上方に内湾気味

に立ち上がり，やや外反させた口縁部の端部を丸く納める。調整は，底部回転へラ切り， 口縁部

内外面回転ナデで体部の内外面は未調整である。全体に丸味の強い深い椀である。

C.瓦器85は， 口径14.2cmの椀で，高台部を失う。若干内湾気味に外上方に延びる体部片で，

調整は，内面が横方向主体のミガキ調整，口縁部外面が横ナデで強く凹み，その下位には横方向

のミガキか粗いナデの後に指頭押圧を行う。体部下半は未調整である。

d・輸入磁器青磁（皿・碗・合子蓋)，青白磁（皿)， 白磁（皿・碗）がある。

イ．青磁（87～92） 皿（90．91) ･碗(87～89) ・合子蓋(92)がある。90は龍泉窯系のⅢで，

分厚い平底から強く屈曲して短く外上方に立ち上がった体部の端部を尖り気味に納める折腰の器

形である。灰色の生地に施釉して灰緑色をなし，外底面は露胎である。口径9.7cm,器高2.4cmで

ある。91は同安窯系の皿で， 口径10.35cm,器高1.65cmである。平底から若干外反気味に外上方に

延びる体部がつくもので，体部内面の見込みとの境には段を有する。底部は薄手である。内底面

にはへう状工具による片刃彫りの劃花文と櫛歯状工具による刺突文（雷光文）が施されているc

施釉後外底面の釉は削り取られている。

87～89は碗である｡87は口径ll.9cmで比較的薄手の体部であるが，灰白色の生地に施釉してお

り，淡緑色をなす。88．89は分厚い削り出し高台片で，畳付外縁を面取りし，施釉もこの部位ま

でである。88は高台径5.Ocmで高台の削り出しがやや浅い。生地が灰褐色，施釉部分は暗灰緑色

である。89は高台径4.5cmでやや高台の削り出しが88に較べて深い。内底面の中央に「正」字を
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陽刻している。体部外面には浅い片刃彫りによる蓮弁文が施されている。明灰色の生地に施釉し

ており，暗灰緑色を呈する。88．89ともに龍泉窯系と考えられる。92は鳳凰の印花文を配する合

子蓋と考えられるもので，内面の中央に一定方向のナデを，その周囲に回転ナデが施されている。

胎土白色，施釉部分はごく薄い淡灰緑色で， 白磁あるいは青白磁の可能性もある。

ロ．青白磁96は底径6.6cmの皿と考えられるもので， ごく薄い底部の内面に印花文が表されて

いる。施釉部分は淡青色の部分と白色の部分がある。

ハ． 白磁皿（95） と碗（93．94）がある。95は口径12.8cm,器高2.4cmの皿で，内底面に陰刻

文が施されている。平底から水平に近く外方に延び，途中で強く屈曲して斜めに立ち上がり，緩

やかに外反させた口縁の端部を丸く納めている。外底面露胎，ほかは薄く施釉している。内底面

の周縁には浅い削り込みによる円圏がある。93は口径14.6cmの碗で，短く外反し水平に延びた口

縁直下に浅い段がつく。94も短く外反するが，上端面は丸味を帯びる。いずれも灰白色の生地に

透明釉を施す。

e.土製品管状土錘2点(720･723)がある。720は小型紡錘形のもので，長さ3.7cm,径0.55

~1.lcm,孔径0.4cmである。色調は暗褐色～赤褐色で，焼成は良好である。723は筒形の大型品の

小片である。色調は淡黄褐色で，復元径4.4cmである。

f.瓦軒平瓦(736) ・丸瓦(738) ･平瓦(748)各1点がある。

736は唐草文を瓦当に配する軒平瓦で，瓦当部の縦幅約4cm,厚さl.4～2.5cm,瓦当面の内区幅

2.6cm,外縁幅0.6～0.8cm,高さ0.3cmである。胎士はl～2mの砂粒を多く含み，焼成は良好で，

灰色を呈する。凹面布目痕，瓦当の裏面は指頭による調整，凸面には指頭押圧がみられる。738

は端部付近の破片だが，瓦以外の可能性がある｡748は側端面を部分的に残す平瓦片で，凹面に

は横方向のへラ調整が認められる。また，側端面には縦方向の深い擦痕がみられる。

g.鉄製品刀子状鉄製品(758) ･釘(778)各1点がある。

758は刀子の刃部の末端から茎部にかけての破片とみられるもので，茎部端を若干折り曲げて

いる。現存長7.lcm,幅l.0～l.3cm,厚さ0.4cmである。778は現存長4.5cmの釘片で，頭部を失って

いる。断面方形で，幅3～6nun,厚さ4～5nmである。

②SE1 (第26図，図版14･ 15)

SXlのなかで検出した縦板組隅柱横桟型の木組井戸である。廃絶後埋め戻されたのち，地山

土に酷似した土によって被覆され，南北2.7m×東西2.9m,高さ0.45～0.59mの方形の高まりを形

成していた。掘方は不明確だが，土層断面の観察によれば井戸縦板の背後30cm余りに土層の違い

がみられ，一辺2m程度の掘方が存在した可能性がある。

井戸の規模は，平面が横桟の内側で一辺1.0m,縦板の内側で一辺1.2mの正方形をなし，深さ

(縦板上端から石敷きの上面まで）は2.4mである（石敷き上面の標高4.5m)｡

構造的には，隅柱を長辺が東西方向を指すように立て，隅柱の二側面に4段分穿たれた衲穴に

横桟を渡して井戸の木組みとする。木組みの外側に縦板・添板を立てる。縦板は井戸の東西辺は
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大型の縦板2枚と小型の縦板1枚を並べて立て，隙間の背後には2枚の添板を立てる。南北辺は

大型の縦板2枚を並べて立て，隙間を添板1枚で塞ぐ。即ち, SElは隅柱4,横桟16,縦板

(大） 8，同（小） 2，添板6で構成されていた。東西辺の縦板は西辺が北から大・大・小と並

ぶのに対し，東辺は逆に南から大・大・小と並ぶ。隅柱と横桟の組み方は，隅柱の広い方の側面

の奥側に寄せて縦16cm,横9cm,奥行5cmの長方形の衲穴を掘り込み， この衲穴に隅相欠き衲

の裏面が井戸の内側になるように差し込み，隅柱の狭い方の側面の手前に寄せて縦12cm,横8cm,

奥行5cmの長方形の衲穴を掘り込み，横桟を同じように差し込む。特に西辺と東辺では横桟の側

面が縦板とぴったり合うように横桟を渡している。各部材の大きさは，縦板（大）が長さ240cm,

幅55cm,厚さ6cm,縦板（小） と添板が長さ240cm,幅30cm,厚さ4cm,隅柱が長さ240cm,幅20

Cm,厚さ10cmである。横桟は長短があり，東辺・西辺が長さ109cm,北辺・南辺が長さ92cmで，

高さ・奥行は上からl～3段目は断面ほぼ正方形を呈し，高さ10Cm,奥行9cmであるが，最下段

の横桟は断面が高さ14cm,奥行7cmの長方形の板状を呈する。なお，横桟の両端の衲については，

3段目まではいずれも隅相欠き衲であるが，最下段のものは西辺と北辺の両小口及び東辺の南小

口が平衲,東辺北小口は留形相欠き衲，南辺は両小口ともに二重衲で，不統一である。

これらSElの井戸材には手斧等によると思われるハツリ痕が部分的にみられるが，大半は打

ち割りによるもので，木口部分には鋸による切断痕跡が明瞭にみられる。また，井戸の西辺を除

く三辺の4段目の横桟には衲穴がl～2か所みられ，鉄釘が打ち込まれた横桟（北辺最下段・東

辺3段目） もある。これらは井戸材として誹えられたものではなく，比較的大規模な建物などか

らの転用材と考えられる。井戸の底面には上面を揃えて30～40cm大，厚さ数cmの板石10枚程度が

敷かれていた。敷石の下は砂層で湧水が顕著であった。なお，井戸底から1.2m上方には厚さ10

Cm程度の木の葉・草・竹などの堆積がみられた。また，その20cm上には30～40cm大の角礫10個程

度が投げ込まれていた。

今回検出したものは井戸の本体である井側であるが，井筒は存在しない。井桁についても明確

ではない。ただ，井側最上層で検出した各辺l～2本ずつの長さ90cm,幅10cm,厚さ2～10cmの

板材や角材が井桁状のものを構成していた可能性がある。

出土遺物（第27図97～112,図版19)

井戸内部からはそれほど多くの遺物が出土したわけではない。覆土上層で土器片が一定度出土

したが，下層では出土点数も少ない。しかし，底面及び底面近くで数は少ないものの，完形に近

いものがややまとまって出土している (97･101～105･107)｡98～100･106･108～112は覆土上

層（中位の角礫層まで）からの出土である。土師質土器・小皿4点（97～100),杯6点(101~

106),皿5点(108～112),椀1点(107)がある。これらはほかの土師質土器と較べて，顕著な

違いがみられる。全体に焼成が非常に良好な点が特徴で，胎土は非常に精良なものとそうでない

ものとがあるものの， これらの土師質土器は全体に硬質で，本遺跡のほかの土師質土器とは異質

である。これらを，焼成・色調・胎土などの点で大きく3つに分けると，

（1）胎土は精良ではなく，焼成のみ非常に良好で，色調は様々なもの（97～100･ 102･
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103． 107)

（2）胎土が精良で，焼成も非常に良好。色調は淡褐色。 (101･ 104～106)

（3）胎土が精良で，焼成も非常に良好。色調は白褐色｡ (108～112)

特にこの（3）については，いわゆる白色土器系とみられる。

97～100は小皿で，口径7.4～8.5cm,器高1.0～l.8cmである。97は直線的に延びる短い口縁, 98

は若干内湾気味に外上方に延びる短い口縁99． 100は器高がやや高<,内湾気味に立ち上がっ

た体部中位で緩やかに外反して口縁に繋がる。いずれも底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナ

デである。内底面は99が一定方向のナデつけ， 97．98は未調整である。99の外面体部下半にも未

調整部分がある。 101～106は杯で, 103～105が口径ll.0～ll.3cm,器高3.9cm, 106が口径14.3cm,

器高4.2cmである。 106は大型でやや皿状だが, 103～105は平底から外上方に直線的に立ち上がる

器形である。いずれも底部回転糸切り離しで，体部内外面回転ナデである。 101･102･103は内

底面(103は内面口縁付近まで）及び外面体部下端に未調整部分がある。

108～lllは白色土器系の皿で， 口径10.9～11.lcm,器高2.75～3.5cmである。平底の底部から外

上方に直線的に立ち上がる。底部切り離しは明確な糸切り離しはなく， 109は回転へラ切り後板

目痕を, 110も明確ではないが回転へラ切りの可能性がある。 108は筵目状板目痕の周縁をナデ調

整し, 111は外底面全体に粗くナデ調整しているためにいずれも底部切り離しについては不明で

ある。体部内外面回転ナデで, 109以外は内底面に一定方向のナデつけを行っている。 109の外面

体部下端に未調整部分がある。 108がやや褐色味が強いが，色調は白褐色である。 112は白色土器

系の大型の皿である。口径15.2cm,器高4.lcmで，丸味の強い底部は体部との境が不明瞭である。

底部から弱く屈曲して外上方に直線的に延びた口縁の端部をごく僅かに直立させる。器壁が全体

的にやや薄いが，体部は比較的厚い。内底面は縦方向の細かいナデ，体部内面から口縁部外面に

かけて回転ナデ，外面体部から外底面は指頭による比較的丁寧なナデ調整を施す。外底面はかな

り丁寧だが，体部は比較的粗く未調整気味である。ほかの白色土器系のものよりも白味が強い。

107は断面逆台形の比較的しっかりした貼付輪状高台をもつ，口径lO.5cm,器高3.65cmの椀であ

る。胎土は比較的精良だがl～3nn大の粗砂粒を含む。口縁端部を面取り状にし，内面全体に丁

寧なナデ調整を施す。外面は，高台周辺を回転ナデしている以外は指頭によるナデ調整である。

色調は淡灰色を呈する。

｜
I

’

’

（5）士坑

B区では3基の土坑を検出した。 SKlはB区北半中央, SK2は北半東端SK3は西半中

央に存在する｡ SKlからはややまとまって近世陶磁器・瓦が出土している。 SK2は墓坑状，

SKl ・ SK3は井戸状を呈する。

①SK1 (第28図，図版13)

B区北半中央に掘り込まれた大型土坑で, SB6西半やSD5と重複する。 SB6との新旧は

－46－



97

-i｡,

で=司舂二才

鵯齢'9＄
口

も 一
F 0

吋：

クノ

､~－－－ﾄーグシ 3

101 号7一107

ユ5
薑
、

一
一
一
一
一
一
一
一

〃

ヒニニブ《 2
蕊

蕊曾識
0

=ﾉ毎109 訓108 ー‐

竜聯．

2

1 0 10cm
－－

第27図B区SEl出土土器実測図(1 :3)

不明だが, SD5に後出する。西側ではSD4と繋がるが，その先後関係は不明である。平面形

態は東西に長い不整楕円形で，長径3.8m×短径2.2m,深さ0.47mのやや浅い士坑の東側に偏し

て，平面不整円形，長径l.6m×短径l.2m,深さ0.63mの深い土坑を掘っている。底面はほぼ平

坦である。東側の上段土坑の底面から下段土坑の上層にかけて10～40cm大の角礫数個と瓦片3個

体分，近世陶器・皿が下段土坑に落ち込むようにして出土している。瓦片や近世陶磁器片は下段

士坑内部からも出土している。

SKlの性格については明確にはしがたいが, SD4との関連性やその形態などから集水施設
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あるいは井戸的なものを考えることができよう。

出土遺物（第29図・第30図113～123,図版25)

近世陶器・皿5点(113～ll7),近世磁器・碗2点(118． 119),軒丸瓦2点(120･ 121),平

瓦1点(122),用途不明の鉄製品1点(123)が出土した。

113～117は陶器・皿で, 113～116は溝縁皿である。 113･ 114, 115． 116はそれぞれ類似した器

形・法量・色調のものである。前者は口径ll.9～12.lcm,器高2.9～3.2cmで， ごく浅い削り出し高

台をもつ。色調は露胎部分が暗灰色，施釉部分が灰緑色である。後者は口径13.05cm,器高3.0cm

とやや径の大きなもので，高台の削り出しもやや深い。色調は露胎部分が濃茶褐色～暗褐色，施

釉部分は暗灰緑色・濃緑色である。 115･ 116の体部外面下半に回転へラケズリがみられる。 115

の畳付を中心に3か所に砂目が付着する。 116の高台内には「中」と思われる墨書がおこなわれ

ている。 ll7は内外面ほぼ全面に白化粧土を塗った上に施釉している。ひび割れ状の貫入が著し

い。やや深い削り出し高台の畳付部分は露胎である。口径12.lcm,器高3.8cmである。 118． ll9は

磁器・碗である。ほぼ同形態・同法量のもので， 口径10.4～10.8cm,器高7.0cmである。直立する

深い体部をもつ。 118は白色胎士に透明釉を施すもので，体部外面の上に2条，下に1条の淡青

色の圏線間に同じ色調の竹の文様が描かれている。 119は直立する高台をもち，灰白色・榿色の

胎土の上に白化粧士を塗り，その上に透明釉を施している。畳付は露胎である。体部外面の上方

に1条の<すんだ青灰色の圏線を描き，その下方には同じ色の草花文を描く。

120～122は瓦である。表面黒色，胎土暗灰色で, 120は軒丸瓦の瓦当部分が外れ， また玉縁部

分も失っている。よって，凹面側の小口における面取りの有無やその角度及び玉縁の取り付き角

度については明確にし得ないが，凹面の両側端面には深い角度で広い面取りが行われている。筒

部後端からl/3程度(10cm)瓦当側に寄った辺りの中央にl.6cm×l.8cmの方形の孔（釘穴）が穿た

れている。凹面中央には長く垂らされた状態の吊り紐の痕跡が縄目も明らかに残されている。調

整は，凹面が縦方向の藁状のものを編んだものの痕跡及び瓦当側からl/3のあたりに5cm間隔で

ヂグ
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’

の
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第29図B区SKl出土土器実測図(1 :3)
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2条と1条のこれに直交する沈線状の調整がなされている。凸面は全体に光沢があり，縦方向の

ナデ調整が行われている。現存長33.3cm,丸瓦部幅16.3～16.7cm,同高さ8.2～9.3cm,厚さ2.4～

3.2cmである。 121は軒丸瓦の瓦当片で，巴文を配す。周縁は殆ど失い，珠文帯は1/2程度残存，

巴部分は一部の尾を失うがほぼ原状を留める。巴は右三巴で頭部の丸味は弱く尾との区別は明確

ではない。 3つの頭部の先端がごく部分的に結合している。尾は1/2回転以上， 2/3回転程度であ

る。珠文は径7～8nun,高さ2nn程度のやや扁円形のもので, 16～17個程度配されていたものと

推定される。珠文帯内側の圏線は認められる。周縁幅約1.2cm,同高さ0.6cmである。なお，完存

するひとつの巴ともうひとつの巴が細い線で繋がっており，萢型の傷と思われる。また，上端の

’
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第31図B区SK2･SK3実測図(1 :30)
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瓦当面から2cm程度のところに比較的大きな穿孔の痕跡が認められる。復元径約ll.0cmである。

122は平瓦で，部分的な欠失はみられるが，ほぼ原形を留めている。長さ28.35cm,狭端面幅23.2

cm,広端面幅25.55cm,高さ5.4cm,厚さl.8～2.5cmである。凹面側端面に浅く狭い面取りが行われ

ている。調整は，凹面がやや斜位気味のナデ調整，凸面は斜め方向のヘラケズリが看取される。

なお，広端面は瓦当が剥がれたような痕跡が窺え，軒平瓦の可能性がある。

123は，現存長5.3cm,幅2.2cm,厚さ0.7cmの長方形の頭部に幅l.4～l.7cm,厚さ0.6～l.0cm,現

存長7.7cmの断面長方形の柄を付けた形態の用途不明の鉄製品である。柄の下端は欠失している

が，柄の断面形や大きさが120の釘穴のそれに近く，瓦を留める鉄釘の可能性が考えられる。

②SK2 (第31図図版13)

B区東端中央のSD5内部にある平面不整隅丸長方形の土坑で，主軸はほぼ東北東-西南西を

指し (N60｡E), SD5やSA5の主軸方位とほぼ一致する。長さ1.73m, 150.42～0.78m,深

さ （最大) 0.55mの規模をもち，内部には10～30cm大の角礫数個が落ち込んでいた。底面はほぼ

水平で，墓坑の可能性がある。 SD5との新旧は明確ではないが，同時存在か先行する。出土遺

物はない。

③SK3 (第31図，図版13)

B区西半中央のSXl南東に隣接して存在する土坑で，平面形やや南北方向に長い不整円形で，

規模は長径l.62m×短径l.50m,深さ （最大) 0.67mである。覆土上面からSB7P5が掘り込

まれ，南東方向に流出するSD8の起点となっている。底面は北東側の壁面が乱れており，その

機能等については明確にしえない。出土遺物はない。

（6）溝状遺構（第13図，図版13)

B区では溝状遺構を7条検出した。北辺の調査区際を走るSD3, このSD3と北西隅で合流

する可能性のあるSD2, B区中央を東西方向に走るSD4･SD5,同じ<B区中央を南北に

走るSD6～8がある。遺構の詳細については，建物との関連性が明確でないので触れないが，

出土遺物について以下に述べたい。

①SD2出土遺物（第65図722.733)

土製品・管状土錘（722） と棒状土錘（733）があり，いずれも破片である。722は縦に半裁さ

れた状態のもので，長さ5.65cm,復元径3.5cm,孔径約lcmである。733は径l.45～l.75cmで，上端

に穿孔がみられる。断面形は穿孔部分が扁円形で，そのほかは正円形である。

②SD4出土遺物（第22図57)

土師質土器・小皿（57）で，口径7.7cm,器高l.65cmである。口縁部外面に回転ナデがみられる
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が，そのほかの調整は不明である。平底の底部から外上方に内湾気味に延びて途中で屈曲し，や

や開き気味に直立する形態である。

③SD5出土遺物（第22図58･59,第67図755,図版26)

土師質土器・杯2点（58．59）がある。口径に差がみられるが，いずれも平底の底部から外上

方に若干内湾気味に立ち上がる器形である。口径は58が8.7cm,59が10.6cm,器高は3.0～3.05cmで

ある。調整は，底部が回転糸切り離し，体部内外面は回転ナデである｡59の口縁端部には条線の

細かい横ナデが施されている。

755は現存規模が5.9cm×5.4cm×5.3cmのほぼ方形の砥石片で, 4面に擦痕が認められる。下面

には自然面が残る。石材は不明であるが，暗白色を呈する。

④SD6出土遺物（第22図60･61)

土師質土器・小皿(60) と杯(61)がある。60は口径7.5cm,器高1.45cmで，平底の底部から外

上方に直線的に短く延びる口縁の端部をやや尖り気味に納める。調整は，底部回転糸切り離し，

体部内外面回転ナデである。61は平底の底部から内湾気味に外上方に延びる体部をもつ。口径

12.9cm,器高3.6cmである。調整は，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデである。

⑤SD8出土遺物（第65図721,図版24)

士製品・管状土錘(721)で，下半を失っている。現存長6.2cm,径3.8cm,孔径1.6cmである。

3． C区の遺構（第32図，図版16)

C区はB区の南西隅から続く調査区である。南北16m,東西6.8～10.5mの，南北に長い長方形

をなし，今回の調査区のなかでは最も面積が小さい。北，東，南には民家が隣接し，西にはみた

ち古墳群が存在する丘陵裾が迫る。調査前の状況は，北にある民家への進入路が調査区の中央を

走り，その両側に畑3枚が存在する状況であった。現地表面（標高8.2～9.Om)から遺構面まで

の深さは0.6～l.4mで，北に浅く南東端が深くなる。

基本層序は，①耕作土，②床土（暗黄褐色粗砂質土)，③褐色粘質土，④灰褐色粗砂質土（包

含層）を経て，遺構面（淡榿褐色～暗黄灰色砂質土層上面）に続く。③層と包含層はC区全体に

は存在せず，北西部と南東部を中心にみられる。層厚は場所によって大きく違う。北側（特に北

西部）では，①＠が20～30cmの厚さで，南側（特に南東部）ではともに厚さ50cm程度と厚い。遺

構は西半に集中してみられ，溝状遺構を挟んで東側及びB区南西端にかけて遺構面の形成は脆弱

で砂層が露出しており，明確な遺構はみられない。

検出した遺構は，掘立柱建物跡2棟(SBll・ 12),単独柱穴5基(C･Pl～5),土坑1基

(SK4),溝状遺構2条(SD9 ･ 10)である。掘立柱建物跡は北半と南半に各1棟存在する。

SK4はC区西半中央に位置する墓坑とみられるものである。
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(1)掘立柱建物跡

2棟(SBll ･ SB12)を検出した。建物の主軸はいずれもほぼ東西方向を指す。

①SB11 (第33図，図版16)

C区北半に存在する建物跡で，桁行2間（北辺Pl-P2-P3,南辺P6-O-P5),梁行2間

(西辺Pl-P7-P6,東辺P3-P4-P5)の規模である。建物の主軸はほぼ東北東-西南西方向

を指す(N61｡E)｡建物面積は，桁行方向3.lm,梁行方向2.5mの約7.8㎡である。各柱間距離は，

桁行方向北辺のPl-P2間がl.5m, P2-P3間がl.6m,南辺のP6-O-P5間が3.1m(1間あ
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第32図C区遺構配置図(1 : 100) (アミ目は根石をもつ柱穴を示す｡）
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たりl.55m),梁行方向西辺のPl-P7間がl.1m, P7-P6間がl.4m,東辺のP3-P4間が1.2

m, P4-P5間がl.4mである。桁行方向はl間がl.5～l.6m,梁行方向は北半がl.l～1.2m,南

半がl.4mと，桁行方向の柱間は広くほぼ均一的であるのに対して，梁行方向の柱間は不統一で

南半は広いが，北半は狭い。

各柱穴の規模は, Plが長径36cm×短径33cm,深さ32cm, P2が長径38cm×短径34cm,深さ53

cm, P3が長径28cm×短径26cm,深さ52cm, P4が長径27cm×短径24cm,深さ71cm, P5が長径

44cm×短径37cm,深さ36cm, P6が長径30cm×短径27cm,深さ20cm, P7が長径37cm×短径34cm,

深さ19cmである。径24～44cm,深さ19～71cmで，主体は径30cm台，深さ （平均)40cmである。径

はそれほど大きくないが，深い柱穴が目立つ。標高の高い梁行西辺の柱穴(Pl ・P7･P6)

が深さ19～32cmと浅く，標高の低い東半のP2･P3 ・P4が52～71cmと深い。標高の低い側の

柱穴が深く掘られているのは，遺構面が脆弱であることと関わりがあろう。

根石・出土遺物はない。

②SB12 (第33図，図版16)

C区南半に位置する建物跡で，西端が調査区外に延びる。東辺と南辺では柱間距離が一定せず，

柱穴の径は小さいが深い。建物としてはやや小規模で仮設的なものであろう。桁行方向（現存部

分） 2間，梁行方向（東辺） 2間程度の規模をもつ。建物の主軸は，ほぼ北東-南西方向を指す

(N56｡E)｡建物面積（現存部分）は，桁行方向3.3～4m,梁行方向2.9mの約10㎡である。各柱

間距離は，桁行方向北辺のPl-P2W･P2-P3間が各2.0m,南辺のP8-P7間が2.4m, P

7-P6間が0.9m,梁行方向東辺のP3-P4間が2.0m, P4-P5-P6間が0.9mである。桁行方

向北辺と梁行方向東辺の北半が2.Omと一定だが，桁行方向南辺の「2間」分及び梁行方向東辺

の南半は0.9m, 2.4mと一定でない。

各柱穴の規模は, Plが長径30cm×短径26cm,深さ10cm, P2が長径29cm×短径26cm,深さ37

cm, P3が長径39cm×短径36cm,深さ25cm, P4が長径24cm×短径21cm,深さ36cm, P5が径21

Cm,深さ43cm, P6が長径22cm×短径19cm,深さ26cm, P7が径22cm,深さ29cm, P8が径36cm,

深さ37cmである。径19～39cm,深さ10～43cmで，主体は径20～30cm,深さ25～40cmと比較的小規

模である。

出土遺物（第36図124～126) 北東隅のP3から土師質土器・小皿(124) と瓦器・椀(125)

が，南辺のP7から土師質土器・杯(126)が出土した。

124は口径7.75cm,器高l.2cmで，調整は底部回転糸切り離し，体部外面回転ナデである｡ l26は

口径10．3cm,器高3.8cmの比較的小型の杯で，調整は底部回転糸切り離し，体部外面は回転ナデ

で下端に未調整部分を残す。

125は口径15.7cmの瓦器・椀で，体部内面及び外面上半は回転ナデ（内面上半は粗い),外面下

半は未調整である。
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（2）単独柱穴（第34図，図版16)

土層観察により柱痕跡が看取された柱穴4基(C･Pl～4),根石を検出した柱穴1基

(C・P5)の計5基がある。C･Pl～4はいずれもC区北西部に集中しており，径9～13cm

(主体はllcm)の柱の存在が推定される。柱穴の大きさは径30～35cm,深さ22～28cmとほぼ同一

である。遺物の出土はない。

唯一根石が出土したC･P5はC区西辺際の中央やや南寄りのところにあり，長径31cm×短径

29cm,深さ14cmの柱穴のなかに28cm×22cm,厚さ5cmの平面不整円形の板石を真ん中で割って使

用している。石材は圧砕黒雲母花崗岩である。

（3）士坑（第35図，図版16･17)

SK4はC区西辺ほぼ中央で検出した土坑で，墓坑と考えられる。長軸はほぼ北北東-南南西

を指す(N20｡E)。平面形は丸味の強い不整長方形で，長さ2.42m,幅l.1～l.25m,深さ8～22

cmである。幅が広く底面がやや高い南小口側が頭位と考えられる。北半の西側辺寄りで土師質土

器4点（小皿l ･杯l･n2)が出土した。北から，小皿(127),m(132),皿(131),杯

(130） と並び，小皿と杯は仰向けに，皿はいずれも伏せて置かれていた。なお，東側辺際ほぼ中

央の底面ではSBll南西隅のP6を検出しており, SK4に先行する。

出土遺物（第36図127～132,図版19) 土師質土器・小皿3点(127～129),杯1点(130),

皿2点(131. 132)が出土した。

127～129は小Ⅲで, 127は口径6.4cm,器高l.3cmのやや小型のもので，器壁も薄い。外底面中央

がやや凹む平底の底部から外上方に直線的に延びた口縁端部は比較的鋭い。底部は回転へラ切り

ののち筵目状の板目痕が残る。体部内外面は回転ナデを施す。 128･129は器高は2.0cm, 1.6cmと

差があるが， 口径はいずれも7.6cmである。いずれも器壁は127に較べると厚く，平底の底部から

外上方に直線的に延びた口縁の端部を丸く納める。調整は，底部回転糸切り離し， 128の体部内

外面は回転ナデ，内底面には一定方向のナデつけを施している。 130は口径11.8cm,器高3.9cmの

杯で，平底の底部から外上方に直線的に延びる体部からやや外反気味に延びた口縁の端部を尖り
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第34図C区単独柱穴実測図(1 :30, 1 :60) (アミ目は柱痕跡を示す｡）
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気味に納める。調整は，底部回転糸切り離し，体部内外面及び内底面は回転ナデである。内底面

は中央が強く凹み，体部外面下端には未調整部分がみられる。

131 ･ 132は皿で, 131が口径12.2cm,器高2.6cm, 132は口径15.lcm,器高2.55cmであるo 131は器

壁が薄く，平底の底部から外上方に直線的に延びた口縁の端部を丸く納める。底部は板目痕で覆

われ，縁辺には丁寧なナデが施されている。内底面には一定方向のナデつけが行われ，体部内外

面は回転ナデを施している。 132はやや分厚い平底の底部から外上方に外反気味に延びた口縁の

端部を丸く納める。底面に板目痕がみられるが，残りは良くない。体部内外面は回転ナデである。

131 ． 132は低平でやや外反気味の体部をもち，本集落跡に通有な皿と一線を画し，時期的に後出

的と考えられる。

（4）溝状遺構（第32図，図版16)

C区中央を北から南に流れる2条の溝状遺構がある (SD9 ･SD10)。両者はC区北半で交

わり, SD9は途中で大きく膨らんで南東隅に消え, SD10は北側調査区外に延びる。

①SD9

SD10の中央付近で交差してその西側を流れ，やがて大きく膨らみながら南へ流下する。底面

は凹凸が著しい。現存規模は，長さllm,幅0.5～2.0m,深さ20～30cmである。

出土遺物（第36図・第37図133～151,第68図776･783,図版19) 土師質土器・小皿7点

(133～140),杯2点(141 ･ 142),皿8点(143～150),瓦器・椀1点(151),鉄製品・釘2点
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第35図C区SK4実測図(1 :30)
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(776.783）が出土した。

133～140は土師質土器・小皿である。口径7.2～8.65cm,器高l.2～l.8cmで，①口径7.2～7.8cm,

器高l.2～l.3cm (133～135) ②口径8.1～8.2cm,器高l.45～l.8cm (136･137･139･140) ③口

径8.65cm,器高l.7cm (138)の3つのグループに分けることができる。形態的には，平底の底部

から外上方に若干内湾気味に立ち上がり，端部をやや尖り気味に納めるものが主体を占める。こ

れも細分すれば， ほぼ直線的に短く延びるもの(134･135･137) とやや内湾して体部外面がい

くらか丸味をもつもの(133･ 136･ 138) とに分かれる。 139は底部から直線的に， また140はや

や外反して外上方に延びる。調整面では，底部は133に回転へラ切りの可能性があるが，ほかは

いずれも回転糸切り離しで, 140にはそのあと筵目状の板目痕が残る。大半が器壁の磨耗が激し

く体部の調整については不明な点が多い。 134･135･137･140では回転ナデが看取され, 134･

137の内底面には一定方向のナデつけが, 135の内底面は未調整である。

141 ･ 142は杯で， 口径11.8～ll.85cm,器高3.1～3.3cmとほぼ同規模である。形態的には低平で

ある点以外は異なり, 141は平底の底部から外上方にほぼ直線的に立ち上がり， 口縁部をやや外

反させる。 142は底部から一旦直線的に延びて体部中位でやや強く屈曲し，それから直線的に外

上方に延びて端部を尖り気味に納める。調整は，いずれも底部回転糸切り離しで, 142では板目

痕が認められる｡ 141は体部内面の中位よりやや上方まで未調整部分がみられるが, 142は内底面

のみが未調整である。体部のほかの部分は回転ナデを施している。 141は焼成が非常によく，内

面燈褐色，外面淡黄褐色である。

143～150は皿で， 口径ll.3～14.25cm,器高2.85～3.25cmである。形態的には平底の底部から外

上方にやや内湾しながら開き気味に延びるもの(144･146･148･149) とやや直立気味に延びる

もの(143･ 145･147･150) とに分かれる。後者は本遺跡で通有の形態のもので，前者がやや特

徴的である。前者のなかには焼成が非常に良好なものが存在する (144･ 149)。後者は比較的直

線的に体部が延びるが， 143は途中でやや強く内方に屈曲して直立に近く立ち上がる。 147は若干

外反気味である。調整は，底部回転糸切り離しで板目痕が残るものもある (143･144･146･

147． 149)。体部内外面は基本的に回転ナデを行うが, 143･ 147． 150では外面下半に未調整部分

がある。また，内底面に一定方向のナデつけを行うもの(143． 144･149)がある。 147の内底面

中央には内面側→外面側に穿孔された径4～5nmの円孔が存在する。なお, 149の体部外面中央

付近には沈線1条がみられる。

151は瓦器・椀で，口径15.0cm,器高3.65cmである。底部から若干内湾気味ながらほぼ直線的に

外上方に延びる体部をもつ。底部には断面台形の粗雑な輪状高台を貼付けている。調整は，口縁

部内外面が回転ナデ，体部から底部にかけての内面には横方向主体の暗文を施し，部分的に一定

方向のナデ調整を行っている。体部から底部にかけての外面には指頭によるナデ調整を施してい

る。776．783は鉄製品・釘で，いずれも頭部を欠失している｡776の断面は方形だが, 784は円形

をしており，別の用途をもった鉄製品の破片である可能性もある。
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②SD10

SD10は現存長6.5m, IIR15～30cm,深さ1～9cmと狭く浅い溝状遺構である。南端で1.28mX

1.6m,深さ25cm程の楕円形の落ち込みに流れ込む。

出土遺物（第37図152．153，図版19) 瓦器・椀(153),青磁・碗(152)各1点が出土した。

153は口径13.9cm,器高3.4cmの瓦器・椀で，ごく低い断面三角形の輪状高台の底部からやや内

湾気味に外上方に延びる体部をもつ。内底面を中心に直線状の暗文がみられ，体部内面から外面

SB11 SK4
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第36図C区遺術出土土器実測図(1) (1 : 3)

－60－



の上半にかけて回転ナデ，体部外面下半から高台部にかけて指頭によるナデ調整が行われている。

152は龍泉窯系の青磁・碗である。口径945cmとやや小型で，体部外面には片刃彫りによる丸味

の強い蓮弁文が施されている。内面の口縁直下には1条の沈線が巡り，その下には片刃彫りによ

る花文様のものを施す。外面の口縁直下には蓮弁文の尖端を浅く削った緩い段が付く。施釉部分

の色調は淡灰緑色で，胎土は灰白色である。

4. D区の遺構（第38図，図版17)

最東端にある調査区で，道路を挟んで西側にはB区が存在する。東西方向20.4m,南北方向

17.2mの南東部が凹むL字形の平面形をしている。B区に次いで調査面積が多い調査区である。

調査区東端から24mで丘陵裾に至り，北側を民家に，南側も畑地を介して民家に隣接する。現況

は北側には庭木が植えられ，南半は畑地である。現地表面（標高8‘4～9.0m)はほぼ水平で，遺

構面までの深さは0.7～lm程度とほぼB区と同じである。

基本層序は，①耕作土（厚さ40cm),②床士（暗黄褐色粘質士，厚さ12～25cln),③暗灰色砂質

士（厚さ20～35cm)を経て，遺構面（暗褐色砂質土層上面）に至る。湧水点は遺構面下20～65

豆ニコニジ壱821
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第37図C区遺構出土土器実測図（2） （1：3）
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cmのあたりにあり，遺構面が湧水によって覆われるようなことはないが，降雨時には最も標高の

低い南辺付近が冠水することはある。遺構面の高低差は45cmで北が高く南が低いものの，ほぼ平

坦である。遺構面は北側1/3程度に主に形成され，南側あるいは西側，東側に向かって脆弱にな

り，消失する。北半の遺構集中部，つまりSX2周辺とSB13周辺に主な遺構面の形成があり，

両者の間はごく浅く谷状を呈する。D区南半及び西端(SD13が屈曲するあたり）やSB13の東

側では砂層が露出しており，遺構の存在は殆ど認められない。西縁における遺構面の消失はB区

東端の遺構面の脆弱さと繋がるもので, B区とD区の間（現道路部分）に比較的広い谷筋が存在

することを示唆している。

検出した遺構は，掘立柱建物跡1棟(SB13),柵列跡2条(SA8･ 9),単独柱穴1基

(D･P1),鍛冶遺構1基(SX2),溝状遺構4条(SDll～14),性格不明の遺構1基(SX

3）である。掘立柱建物跡は東半に存在する大型の総柱建物である。柵列跡はT字形のものとL

字形のものがある。鍛冶遺構は鍛冶炉と炭の集中部からなる。

(1)掘立柱建物跡（第39図，図版17)

1棟(SB13)を検出した。 SB13はD区東半で検出した大型の総柱建物跡で，北側調査区外

に延びる可能性がある。現状は，桁行4間十α （東辺Pl-P2-P3-P4-P5,中央P13-P14-

○-P15-P6,西辺P12-P11-P10-P9-P8),梁行2間（南辺P5-P6-P8)の身舎に桁行4

間+q (P16-Pl7-P18-P19-P20),梁行l間（南辺P5-P20)の東面庇が付く。建物の主軸は

ほぼ北北西-南南東を指す(N23｡W)。建物面積（現存規模）は，桁行方向8.8m,梁行方向4.9m

の約43㎡である。建物の身舎部分の面積は桁行方向8.8m,梁行方向3.9mで34㎡，庇部分は桁行

方向8.8m,梁行0.9～l.0mの約8㎡である。各柱間距離は，身舎の桁行方向は2.1～2.2mと均一

的だが，梁行方向は西側のl間が2.3～2.5mであるのに対して，東側はl.4～l.6mとlm近くも狭

くなっている。東面庇の梁行方向は0.9～l.0mで身舎の梁行方向東側の柱間距離と較べて50～60

cm狭い。桁行方向は南端のP19-P20間のみl.9mとやや狭いものの，ほかは2.1mと身舎の桁行と

同じである。柱穴の並びや深さなどは比較的揃っているが，身舎・東面庇南辺の梁行方向の柱穴

がほかのものと較べてやや浅い。

身舎の柱穴の規模は, P1が長径38cm×短径36cm,深さ27cm, P2が長径26cm×短径24cm,深

さ35cm, P3が径43cm,深さ35cm, P4が長径41cm×短径36cm,深さ35cm, P5が長径40cm×短

径38cm,深さ18cm, P6が径30cm,深さ25cm, P7が径24cm,深さ13cm, P8が長径31cm×短径

26cm,深さ29cm, P9が長径36cm×短径34cm,深さ26cm, P10が推定径30cm,深さ28cm, Pllが

長径40cm×短径37cm,深さ35cm, P12が長径50cm×短径40cm,深さ35cm, P13が径36cm,深さ40

cm, P14が長径39cm×短径36cm,深さ52cm, P15が長径36cm×短径32cm,深さ36cmである。径24

~50cm,深さ13～52cmで，主体は径30～40cm,深さ25～40cmである。

東面庇の柱穴の規模は, P16が径41cm,深さ28cm, P17が径48cm,深さ35cm, P18が径31cm,

深さ60cm, P19が長径42cm×短径40cm,深さ61cm, P20が長径32cm×短径30cm,深さllcmである。
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径24～50cm,深さll～61cmで，主体は径30～40cm,深さ25～40cmである。径30～48cm,深さll~

61cmで，主体は径30～40cm,深さは30cm台と60cm前後に分かれる。

根石の検出はみられなかった。

出土遺物（第42図154･ 155) 身舎の桁行方向西辺のPllから，土師質土器・小皿2点

(154･ 155)が出土した。

両者は法量・形態的にかなり異なる。 154は比較的分厚い器壁をもち，平底の底部から外上方

に短く直線的に延びる。体部の調整は不明だが，底部は回転糸切り離しである。口縁端部を失っ

ており，推定値で口径7.6cm,器高l.4cm程度である｡ l55は薄い器壁をもち，平底の底部から外上

方に直線的に延びた口縁部の端部を丸く納める。調整は，底部回転糸切り離し，体部内外面回転

ナデである。体部外面下端には未調整部分が残る。口径9.7cm,器高l.8cmである。

（2）柵列跡

2条の柵列跡を検出した｡T字形のもの(SA8) とL字形のもの(SA9)で，

西部, SA9は南西部に存在する。いずれも掘立柱建物跡を形成する可能性もある。

軸はほかの建物跡のそれに比較的合い, SA9の主軸はSB13のそれに近い。

SA8は北

SA8の主

①SA8 (第40図，図版17)

現状で東西方向3間+q (Pl-P2-P3-P5),南北方向2間+Q(P4-P5-P6)の柵列跡

で, P5で交差する。規模は現状で，東西6.2m,南北3.9mである。 SA8西半では柱穴が比較

的多くあり， また北調査区外への遺構の広がりを考えれば，建物跡を構成する可能性もある。東

西方向のラインを主軸とすると, SA8はほぼ北東-南西方向を指す(N55｡E)｡各柱間距離は，

東西方向のPl-P2間が2.1m, P2-P3間が2.2m, P3-P5間が1.9m,南北方向のP4-P5

間が2.1m, P5-P6間が1.8mである。 1.8～2.2mで，主体は2.1mである。各柱穴の規模は, P

1が径30cm,深さ67cm, P2が長径42cm×短径37cm,深さ48cm, P3が径44cm,深さ47cm, P4

が長径37cm×短径34cm,深さ21cm, P5が長径30cm×短径28cm,P6が径35cm,深さ19cmである。

径28～44cm,深さ19～67cmで，主体は径30～40cm程度だが，深さは東西方向の柱穴(Pl～P3)

が47～67cmと全体に深いものの，南北方向の柱穴(P4～P6)は19～23cmと浅い。

出土遺物（第42図156,図版19) 東西方向の柱穴列と南北方向の柱穴列が交差するP5から

土師質土器・杯1点(156)が出土した。

156は上げ底気味の底部から直線的に開き気味に立ち上がる。調整は，底部回転糸切り離し，

体部内外面は回転ナデである。

②SA9 (第40図，図版17)

D区南西部に存在するL字形の柵列跡で，東西方向4間(P8-P7-P6-P5-P3),南北方

向3間(Pl-O-P2-P3)である。現存規模は，東西4.6m,南北4mで，西側は調査区外に
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延びる。東西方向の軸を主軸とすれば，ほぼ東北東-西南西を指す(N66｡E)。各柱間距離は，

東西方向のP8-P7間が1.4m, P7-P6間がl.5m, P6-P5 ･P5-P3間が0.9mで，南北方

向のPl-O-P2間が3.2m(1間あたりl.6m), P2-P3間が0.9mである。南東隅に小規模な

柱穴が0.9mの柱間距離で並んでいるが，そのほかはほぼ1.4～l.6mの柱間距離である。

各柱穴の規模は, P1が径28cm,深さ30cm, P2が長径20cm×短径17cm,深さ14cm, P3が径

17cm,深さ30cm, P4が径39cm,深さ31cm, P5が推定径28cm,深さ27cm, P6が径23cm,深さ

21cm, P7が径36cm,深さ42cm, P8が長径34cm×短径31cm,深さ40cmである。径17～39cm,深

さ14～42cmで，径20～30cm,深さ30cm程度が主体である。遺物の出土はない。

（3）単独柱穴（第40図，図版17)

根石を検出した柱穴1基(D･P1)がある。D区北西隅付近のSD12が屈曲する部分の南岸

に掘り込まれている。長径35cm×短径33cm,深さ29cmの柱穴の底に22cm×24cm,厚さ9cmの方形

の板石を置いている。石材は細粒黒雲母花崗岩である。

（4）鍛冶遺構(SX2) (第41図）

D区北西部に存在する炉穴と炭が充満する溝状遺構からなる。D区北辺から西辺際にかけて流

れるSDllが屈曲する部分の南岸に位置する。炉穴は径32cm,深さ9cmの浅い円形ピットで，内

部には黒っぽい焼土が充満していた。この炉穴の西0.9mにある南北方向の短い溝状遺構は北端

がSDllの覆土を掘り込んでおり, SDllに後出することが分かる。現存長1.06m,幅26cm,深

さ4cmとごく浅い。炉穴とこの溝状遺構が一体のものかどうかは明確ではないが，距離的にも近

く，何らかの関連性はあると考えられる。なお，炉穴北側付近のSDll覆土から鉄津数点と糒羽

口（第65図734)，鉄製品・斧（第68図757）が出土しており，何らかの関連性が考えられる。

（5）溝状遺構（第38図，図版17）

計4条の溝状遺構(SD11～14)を検出した。最も大きなSDllはD区の北辺から西辺にかけ

て流れるもので，区画的な機能が考えられる。そのほかの溝状遺構としては，北西隅にあるSD

12, SDllに後出し南北方向に流れるSD13, SD11に先行し南北方向に流れるSD14がある。

ここでは, SDllについてのみ触れる。

SDllはD区北辺から西辺にかけて流れる溝状遺構で，調査区で最大規模である。北東部から

南西隅に流下し，長さ （総延長) 26.6m,幅35～106cm,深さ7～40cmの現存規模をもつ。北辺

西半が幅106cm,深さ40cmと最も深さ・幅が大きく， この部分と溝が南へ屈曲する箇所が土師質

土器・杯を主とした遺物の集中出土箇所である。特に前者の出土量が多く，土器類のほかに鉄津，

糒羽口片や鉄斧が出土しており，南側に近接して存在する鍛冶遺構SX2との関連が窺われる。

出土遺物（第42～44図157～209,第65図724･734,第68図757･765･769～772･781,図版

19．20．24．26） 北辺西半中央付近(SD13との交差箇所付近）及び南へ直角に近く屈曲する
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部分の覆土内を中心に多くの遺物が出土した。内訳は，土師質土器・小皿5点(157･ 158･169

～171)，杯35点（159～166.172～190･ 199～206),椀13点(167･ 168． 191～198･207～209),

土製品・有溝士錘1点（724)，輔羽口1点（734)，鉄製品・斧1点（757)，釘5点（769～772.

781)，用途不明品1点（765）である。

a.土師質土器小皿・杯・椀がある。皿はない。

157．158． 169～171は小皿である。口径7.4～8.3cm,器高1.6～2.0cmで，形態的には平底の底部

からほぼ直線的に外上方に延びる体部をもつ157,平底の底部からやや内湾気味に外上方に延び

体部中位で直線的かやや外反気味に延びる158･ 169,内底面中央が強く凹み，平底の底部から直

線的に延びる体部に尖り気味の口縁が付く170･171がある。調整は, 171以外はいずれも底部回

転糸切り離し，体部内外面回転ナデで，内底面には一定方向のナデつけを行う。

159～166.172～190･ 199～206は杯である。口径10.4～ll.7cm,器高3.3～4.1cnlで，主体は口径

10.9～11.4cm,器高3.6～3.9cmである。形態的には均一的で，平底の底部から直線的に外上方に延

びる体部をもつものが大半である。ただ，やや細かくみると，底部から明確に屈曲して体部が直

線的に延びるものと，底部から休部に丸味をもって曲るものとがある(160 ･ 161 ． 165･ 176･

178･ 180･ 181 ．183 ･ 184･ 186･201 ･202．203･205など)。また，内底面中央及び内面の体部

下半が強く凹むものがある（内底面が凹むもの; 166･ 177･179･ 184･ 186･ 189．200･203．体

部下半が凹むもの;161･ 163･ 164･ 166･ 172～174･ 176･177． 179･ 181･182･ 188･ 189 ･
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199･200･202･203･205)｡調整は，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデが主である。板

目痕はあまり認められず, 160で筵目状の板目痕が, 206で板目痕がみられるほかは, 180･ 190で

板目痕の可能性が考えられる程度である。また，内底面への調整では， 159． 160で一定方向のナ

デつけがみられ， 163．173． 174． 181･184･186･ 187は未調整である。また, 165･ 178･ 180･

181．185． 186･ 188･201～203の体部外面下端は未調整である。なお，焼成が非常によく硬質な

ものが比較的目立つ（159．163． 173．174． 183．186．201．202)。

167． 168． 191～198.207～209は低平な体部に粗雑な輪状高台を貼り付けた椀である。口径

965～10.5cm,器高2.5～4.0cmで，主体は口径10.1～10.4cm,器高2.9～3.3cmである。形態的には，

SD11
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第42図D区遺構出土土器実測図（1）
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浅いボウル状をなし，丸底に径数m程度のごく細い粘土紐を雑に貼り付けて径3.0～4.6cmの輪状

高台としている。高台の断面形は三角形・逆台形である。調整は，体部内面はほぼ全面的にミガ

キ状の丁寧なナデを，体部外面上半に回転ナデ，体部下半から外底面にかけては未調整のもの

(167･168･191． 194" 196) と指頭によるナデ調整を施すもの(193･197･ 198)がある。高台

内部に回転ナデを施すもの(168),ややミガキ状の調整を施すもの(191),やや丁寧なナデがみ

られるもの(198)がある。なお, 192は分厚い器壁で，体部内面は粗い横ナデ，体部外面から外

底面にかけては指頭によるナデ調整を施しており，凹凸が著しい。また, 195の口縁部内面は横

ナデ, 197の口縁部内面は粗い横ナデをそれぞれ施している。これらの椀はその多くが色調・胎

士が同一であり，搬入品と思われる。色調は黄白色，胎士はl～2nn大の砂粒を比較的多く含む。

ただ, 167･168･193の胎土はこれらと異なり，精良ながらもほかの杯などと|司じ淡黄褐色の胎

士であり，搬入品を模倣した在地産と考えられる。

b・土製品有溝土錘（724） と糒羽口（734）がある。

724は長さ7.5cm,幅（最大) 3.7cm,厚さ （最大) 3.2cm,溝の深さl.0～l.2cmの有溝土錘である。

734は輪羽口片で，復元径7.6cm,復元孔径l.5cmである。

C.鉄製品斧(757),釘(769～772.781),用途不明品(765)がある。

757は全長6.lcm,幅2.6cm,厚さl.3cmの斧である。横断面形は長方形である。下端に鈍い刃部

をもつ。769～772･781は鉄釘で, 769～772の頭部はごく小さな折頭形である。いずれも尖端部

を失っており，現存長3.l～4.5cm,幅0.35～0.6cm,厚さ0.45～0.7cmである。身部の断面形は方形

である｡781は頭部側を欠失した尖端部の破片である。断面は方形である。

765は長さ5.9cm,幅0.9～l.5cm,厚さ0.8～0.95cmの用途不明の鉄製品である。断面は丸味を帯

びた長方形である。

I

’

（6）性格不明の遺構（第38図，図版17)

SX3はD区東半で検出した溝状の遺構で，現存長2.6m,最大幅42cm,深さ16～24cmである。

出土遺物（第65図726） 覆土中から有溝土錘1点（726）が出土した。

726は表裏面に深さ0.8～l.4cmの溝を入れたもので, 1/2を失っている。現存規模は長さ7.6cm,

幅（最大) 2.lcm,厚さ （最大) 3.2cmである。
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5．包含層出土の遺物

(1)A区包含層出土遺物（第45～52図210～426,第66図739．740･746,第67図754,第68図

767．768，第69図787,図版20～23．25．26）

A区北西隅を中心に堆積する包含層出土の遺物群で，内訳は土師質土器・小皿87点(210～296),

杯78点（298～375)，皿26点（376～401),椀12点(297･402～412),鍋1点(414),須恵質土

器・鍋1点(415),瓦質土器・鍋1点(413),青磁・皿1点(422),碗7点(416～421･425),

香炉片？1点(423), 白磁・碗1点(424),灰釉陶器・椀1点(426),平瓦3点(739･740･

746)，石製硯1点（754)，鉄釘2点（767.768)，古銭1点（787）である。

①土器類

a.土師質土器(210～412.414) 計204点で，小皿・杯・皿・椀・鍋があるが，小皿・杯が8

割以上を占める。

210～296は小皿である （総点数87点)｡口径6.1～8.8cm,器高1.15～3.lcmで，主体は口径6.5~

8.0cm,器高l.3～2.2cmである。低平度0.14～0.47で, 0.18～0.32に中心がある。つまり，口径が器

高の2～7倍で， 3～5.6倍程度のものが主体をなすことを示している。形態的には体部の形状

が中,L,で, A;直線的に延びるもの, B;外反気味に延びるもの, C;内湾気味に延びるもの，

D;内湾気味に外上方に延びた後に体部中位付近で外反あるいは直線的に延びるもの，の4つの

タイプがみられる。次いで，体部の傾きで, a ;45｡<らいを中心とする通常の傾きのもの，

b ;直立気味のもの, c ;水平に近く開くもの，がある。そして，最後に，低平度すなわち器

高／口径値で, I ;低平度0.23～0.33で一般的な低平度のもの， Ⅱ；低平度0.34以上で器高が高

い感じを与えるもの， Ⅲ；低平度0.22以下で低平なもの，がある。以上， 3つの形態的要素を組

み合わせることで各個体の形態的特徴を抽出し，類型化した。

体部の形状ではA(56点/87点･64.4%)が最も多<, C (19点・21.8%), D(9点), B

(3点） となる。低平度ではI (46点/87点･52.9%)が最も多<, m (32点・36.8%), n (9

点） となる。体部の傾きではa (73点/87点・83.9%)が最も多く, c (9点), b (5点） と

なる。総合的には, Aal (29点/87,#･33.3%)が最も多く , Aam(13点・ 14.9%), Cam

(9点･ 10.3%), Cal (7点), Acm･Aan ･Dal (各5点） となる。その他, Ab

I･Abn･Bal･Bcm･CcⅢ．Dan･DaⅢ．Dbl (各l～3点）が見られる。斜

め上方に直線的に延びる通有の形態のものが最も多く，同形態で低平なものも比較的存在する。

口縁が内湾気味のものが低平な器形を含めて19点とやや目立つ。内湾→外反とS字状の体部・口

縁のものは9点とそれほど多くはない。低平度が高いもの（Ⅱ）は9点と少なく，低平度が低い

もの（Ⅲ）32点に遠く及ばない。

調整面ではそれほど違いはなく，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデが基本である。260

は回転へラ切りで，板目痕がみられる。胎土は比較的精良で，色調も白っぽい淡黄褐色である。

245.250はほぼ同一タイプの小皿で，底部へラ切りとみられる。外底面の周縁に強く丁寧なナデ

-71-



調整を行っている。

板目痕は18点（20.7％）に認められ， 252．273は筵目状の板目痕である。これを上記の形態別

にみてみると，体部の形状の点ではC (7点/19点･36.8%) ･D(4点/9点･44.4%)で頻

度が高く, A(6点/56点･ 10.7%)では低い。体部の傾きの点では, aではある程度みられる

が(13点/73点･ 17.8%), b ・ cでは各1点と皆無に近い。低平度ではⅢ (13点/32点･40.6%)

で頻度が高<, I (4点） ． Ⅱ (l点）はあまりみられない。つまり, A区包含層出土の土師質

土器・小皿における外底面の板目痕は，体部の形状の面ではC・D,すなわち内湾するものや内

湾→外反のものに多くみられ，低平度の点ではⅢ，即ち低平な感じを与えるものに多くみられる。

そして, AやIなど大勢を占めるタイプでは板目痕は殆ど認められないことがわかる。総合的に

は, Acm(3点/5点) ･Cam(5点/9点) ･Dal～Ⅲ (4点/8点）の形状のものに

板目痕が多くみられるようである。

内底面中央には一定方向のナデつけや未調整部分がみられるものがある。未調整部分は体部外

面下端にもみられることがある。未調整部分が内底面中央と体部外面下端の両方に見られるもの

や，内底面には一定方向のナデつけ，体部外面下端には未調整部分が見られるものもあり，大き

く5つのタイプがみられる。即ち，

①内底面のみに未調整部分があるもの＝15点(Aal ． 7点ほか）

②外面体部下端のみ未調整部分があるもの＝3点(Aal･2点ほか）

③内底面・外面体部下端の両方に未調整部分があるもの=11点(Aal･6点ほか）

④内底面に一定方向のナデつけを施すもの=15点(Cam･4点ほか）

⑤④＋②＝6点(Dal･2点ほか）

①～③を未調整，㈹を一定方向のナデつけとすれば，体部の形状ではAが未調整の頻度が高

〈 （未調整19点・一定方向ナデつけ6点), Dは一定方向のナデつけの頻度が高い（未調整2

点・一定方向のナデつけ6点)。そして, Cは未調整(7点),一定方向ナデつけ(8点）いずれ

の頻度も高いといえる。低平度の点では, Iが未調整の頻度が高く （未調整22点・一定方向のナ

デつけ7点)， Ⅲが一定方向のナデつけの頻度が高い（未調整6点・一定方向のナデつけ12点）

といえる。総合的には, Aalが圧倒的に未調整の頻度が高い(15点/29点）が，一定方向のナ

デつけは特定の類型への偏りはあまりみられない。

225の体部内面は丁寧なナデ調整を行っている｡211.280の内面を中心にスス状の付着がみられ，

293の内底面を中心に暗褐色の付着物がみられる。一定の割合で非常に焼成が良好で硬質のもの

がみられる（214．219．243．248．273．275)。色調は淡黄褐色・淡榿褐色・淡榿色などが多い。

298～375は杯である （総点数78点)。口径9.8～12.0cm,器高2.9～4.3cmで，主体は口径10.5~

10.7cm, 11.2～1l.6cm,器高3.1～4.0cmである。低平度0.25～0.40で, 0.30～0.33及び0.35に集中す

る。即ち, A区包含層出土の杯は口径が器高の2.5～4倍の大きさで，口径が器高の3倍程度の

ものが主体であることを示している。
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形態的には，体部が直線的に延びるAが最も多いが（37点／78点・39.7％)，内湾からやがて

外反するD (22点･28.2%),体部が外反するB (15点･ 19.2%),内湾するC (10点･ 12.8%)

も比較的みられ，各類が比較的拮抗する。B･Dは見分けの付きにくいものもある。体部の傾き

では大半がaで（73点／78点・93.6％)，体部が内湾気味のCに直立気味のbがやや目立つ（5

点）程度で，水平に近く開くcは皆無である。低平度では， 0.37以上を高い感じ (n), 0.31~

0.36を通常(I), 0.30以下を低い感じ（Ⅲ） と捉えた。 I (44点/78点･56.4%)が最も多<,

Ⅲ（26点・33.3％)， Ⅱ （8点） と続く。総合的にはAal (16点/78点･20.5%)が多いが，そ

れほど優勢ではない。次いで, Dal (ll点･ 14.1%),AaⅢ．Dam (10点･ 12.8%), Ba

I (9点・ ll.5%) となる。その他, Aan･Abm･Ban･Bam･Cal・CaⅢ．Cbl・D

aⅡ （各l～4点）がある。体部が直線的に延びる通常の傾きで通有の低平度のものが比較的優

勢だが，体部の形状の面ではB～D, さらには低平な器形も比較的見られ，形態的に多様である。

調整面では，基本的には底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデで，後者は内底面にまで及

ぶものが多々ある。回転へラ切りは皆無で，板目痕の頻度も低い（7点)。板目痕はDal (3

点), Aam･Bal (各2点）にのみ見られ，形態的にやや偏っている。

未調整部分が残るものについては，

①未調整部分が内底面のみに残るもの＝8点(Balほか）

②未調整部分が体部外面下端のみに残るもの＝9点(Aal･Dalほか）

③内底面と体部外面下端の両方に未調整部分が残るもの＝5点(Cal･Cblほか）

となる。内底面のみ未調整のものは特定の形態とは結びつかない。体部外面下端のみ未調整のも

のはAalに多いがほかは散在的である。内底面と体部外面下端の両方に未調整部分がみられる

ものはAには皆無で, Cに集中している。つまり，②は体部が直線的に延びる器形と結びつき，

③は内湾気味に体部が立ち上がる器形と結びつくといえよう。

次に，内底面に一定方向のナデつけを行うものは，

①内底面に一定方向のナデつけを施すのみのもの＝9点(Aam･Dalほか）

②内底面に一定方向のナデつけ＋体部外面下端未調整＝5点(DaⅢほか）

となる。これは特定の形態との結びつきが強いように思われる。一定方向のナデつけを施すもの

はAam･Dal･DaⅢの3形態のものにしかみられない。①は3形態，②はDaⅢのほぼl

形態のみにみられる。内底面に一定方向のナデつけのみを行うものは直線的な体部をもつ器形の

うちの低平なもの及び内湾→直線・外反の器形との結びつきが強く （20～40％の出現頻度;Aa

m=4/10, Dal=3/11, Dam=2/10),一定方向のナデつけ＋体部外面下端の未調整部分が両

方みられるものはほぼ内湾→直線・外反の低平な器形とのみ結びつく (Dam=4/10)。

316では内底面に丁寧なナデ調整を行っている。345では内底面・体部内面全体に丁寧なナデ，

体部外面に回転ナデを施すが，体部外面下端には未調整部分が残る。

焼成が非常に良好なものが21点存在する。形態的には, Aal (7点), Dam(4点）が多

い。色調は，淡黄褐色（34点・43.6％） ・淡榿色（29点・37.2％）が大勢を占める。

－75－



310の体部外面から口縁部内面にかけてススの付着が， 369では口縁部内外面に淡褐色のスス状

の付着物がみられる。

376～401は皿である （計26点)。口径10.5～13.2cm,器高2.35～3.6cmで，主体は口径12.2～12.7

cm,器高2.8～3.2cmである。低平度は0.19～0.29で, 0.24と0.27～0.29に中心がある。即ち， 口径

が器高の3～5倍の大きさで， 3～4倍程度のものが主体を占める。

体部の形状の面では内湾気味のC (19点/26点･73.1%)が大半を占め，直線的なAは7点・

26.9％に止まる。体部の傾きの点では，直立気味のbはみられず，通有のa (19点/26点・

73.1%)が多<, c (7点） もいくらかみられる。低平度については, 0.19～0.25を低平度が低

い器形（Ⅲ)， 0.26～0.29を低平度が普通の器形(I) とし，両者が各13点と半々を占めた。総合

的には，内湾気味に延びる通有の傾きと低平度のCal (8点/26点･30.8%)が最も多いが，

Cam (6点･23.l%), Aal ･Ccm (5点） と比較的拮抗する。

調整の点では，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデが基本である。板目痕は10点

(38.5％） と比較的多くみられる。筵目状の板目痕は2点みられる。

未調整部分については，

①内底面のみに未調整部分を残すもの＝4点(Cal･CaⅢほか）

②体部外面下端のみに未調整部分を残すもの＝2点(Ccm)

③内底面と体部外面下端の両方に未調整部分を残すもの=1点(Cal)

で, Cのみにみられる。一定方向のナデつけについては，

①内底面のみに一定方向のナデつけを行うもの＝5点(Cal･CaⅢほか）

②内底面に一定方向のナデつけ，体部外面下端に未調整部分を残すもの=1点(Ccm)

同じくCのみである。

焼成が非常に良好な個体は9点ある。Cal･Cam･CcⅢ各3点で, Aはみられない。こ

のように，板目痕をはじめ，内底面及び体部外面下端の未調整部分の残存，内底面への一定方向

のナデつけといった細部の調整については, Cの器形についてはかなりの頻度でみられるものの，

Aの器形では皆無に近いことが分かる。

392は胎土が精良で，色調も白っぽい淡黄褐色を呈し， ほかの個体と明確な違いがみられる。

底部を失っているので明確でないが，体部内面に横方向・斜め方向のナデ調整が加えられている。

386は外底面から体部外面下半にかけて黒褐色のスス状の付着がみられる。

皿については，低平度を除けば杯との形態的な差違が見出だしにくい。ただ，上記の分析の如

く，内湾気味の体部をもつ器形を本遺跡の皿のひとつの特徴とみることができよう。ただ， この

器形は低平度を除けば杯の内湾気味で低平な体部をもつ器形の中に類似するものが存在し (C=

317･330･333･334･347．354･362･363･368), これらとの区別あるいは関連性を含めた検討

が必要であろう。
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297．402～412は椀である（計12点)｡407．410･412は輪状高台をもつが，そのほかは基本的

には無高台のものとみられる。口径8.5～10.lcm,器高2.4～3.45cmで，主体は口径9.1～10.0cm,器

高2.6～2.95cmである。低平度は0.27～0.35で，主体は0.29～0.32である。高台はいずれも雑なもの

で，幅8nun,厚さ1～2nnの細く扁平な粘土紐を輪状にして外底面に貼付している。412は粘土

紐の端部が離れて「の」字状をしている。高台の径は3.8～4.lcm,高さl～3nnで，断面は三角

形ないしは逆台形である。体部との接合面は概して体部側はナデ消しているが，高台内側は未調

整で接合面が明瞭である。

形態的には，内湾気味に外上方に延びる浅い器形が中心で，底部は概して丸味を帯びるものの

ごく狭い平坦面がみられる（402では外底面がやや凹み気味)。外面の体部中位あたりに緩やかな

稜が存在する。これは体部外面上半に施される回転ナデに伴うもので， ナデ調整が施された部分

は緩やかに凹むものの，不明瞭な場合も多い。412はほかのものとやや異なり，器高が高く，底

面がややいびつである。

調整面では，特に体部外面の調整が器壁の損耗のため不明確なことが多いが，基本的には内面

が横方向主体の丁寧なナデ，体部外面上半が回転ナデ，稜を介して下半が未調整あるいは指頭に

よるナデ調整である。405の体部下半は横方向主体の雑な条線が多くみられ，何らかの硬質なも

のによるナデと考えられる。402の内底面には一定方向のナデつけが施されている。412の口縁の

内外面には黒褐色のススが付着している。406の内面は赤褐色を呈しており，顔料などの使用が

考えられる。

焼成は概して良好で，非常に良好なものも多い（6点)。色調は淡黄褐色のもの（7点， 406～

412)のほかに黄白色のものがやや目立つ(5点, 297･402～405)。

414は端部が平坦な口縁部直下に断面三角形の貼付凸帯が巡る鍋で，凸帯下にはススが分厚く

付着している。体部は直線的に外上方に延びるもので，内面下半に横方向の細かいハケ目，口縁

部内外面には丁寧な横ナデが施されている。

b.須恵質土器(415) 鍋1点が出土している。

415は直線的に外上方に延び，端面が平坦な口縁部直下に断面方形の貼付凸帯が付く。調整は，

内面横方向のハケ目，口縁部端面から外面にかけて横ナデ，外面体部下半に粗い横ナデを施して

いる。外面暗灰色，内面淡灰色を呈す。

c・瓦質土器（413） 鍋1点が出土している。

413は口径28.2cmで，外面口縁部直下に断面三角形の貼付凸帯が巡る。口縁部内面が僅かに凹

み，端面は平坦である。調整は，内面は横方向の浅いハケ目を，口縁端面から外面凸帯にかけて

横ナデ，凸帯下の体部外面には上下2か所に2段を単位とする指頭押圧が行われ，部分的にスス

が付着している。外面灰黒色，内面・胎土灰色～黄灰色を呈する。
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d.輸入磁器青磁・白磁がある。

イ．青磁皿1点（422)，碗7点(416～421･425),香炉？1点(423)がある。

皿（422） 422は皿の底部片で，見込み及び外面の稜付近から上方に施釉し，外底面及びその周

囲は露胎である。外底面は回転へラケズリを行い，中央に向かって緩やかに凹む。施釉部分は淡

灰緑色，露胎部分は灰色である。

碗(416～421･425) 416は口径17.4cmの龍泉窯系の碗で，体部下半を失っている。内外面に施

釉し，内面には2条の沈線で画された中に片刃彫りによる蓮花折枝文を描く。口縁内面は沈線の

ためやや先細り，端部は丸い。口縁部外面には片刃彫りで浅く段を削り出している。施釉部分は

暗灰緑色，胎士灰色を呈する。417は断面台形の削り出し高台で，外縁を面取りした高台畳付に

部分的に施釉が及ぶ。見込みの外縁には片刃彫りにより円圏が施される。施釉は厚く，貫入が顕

著である。施釉部分は灰緑色，胎土暗灰色を呈す｡418は外面に鎬蓮弁文を描く龍泉窯系の碗で

ある。施釉部分暗灰青色，胎土暗灰色である｡419は断面台形の削り出し高台片で，底部は分厚

い。施釉は高台畳付の外縁まで及び，施釉部分灰緑色，露胎部分・胎土淡榿色～灰色である。平

坦な見込みの中央には2～3重の渦巻き （あるいは同心円） 2個とその間に樹木状のものを置い

てl単位としたものを四方に配し， 中央には「吉」字をいずれも陰刻で描いている。420は薄く

先細りの器壁をもつ浅い小碗で， 口縁に刻みを入れて輪花としている。外面口縁部には釉溜まり

がみられる。施釉は厚く，色調は施釉部分淡灰青色，胎土灰色である。口径ll.0cmである｡421

は内湾気味に延びて直立する丸味の強い小碗で， 口径8.2cmである。尖り気味に納める口縁端部

の釉を削り取って口禿としている。口禿の部分は淡褐色・褐色を呈し，顔料の塗布の可能性があ

る。施釉は厚く，色調は施釉部分が淡灰青色，胎土灰色である｡425は内湾気味に外上方に延び

る体部から短く外反する口縁部のいわゆる曲口碗で，口径16.4cmである。灰白色～灰色の素地に

白化粧土を塗り，その上に淡青色の釉薬を施したもので，貫入が著しい。

香炉？ （423） 香炉の可能性があるもので，やや内湾気味に外上方に立ち上がり，口縁端部を

やや内方に肥厚させている。施釉は口縁部内面から体部外面にかけて比較的厚く行われているc

体部内面は露胎である。若干中央が凹む口縁端面における施釉は厚く，丸味の強い口縁端部とな

っている。外面口縁直下には段が形成されている。色調は，施釉部分灰緑色，胎土・露胎部分灰

白色である。口径17.05cmである。

ロ． 白磁碗1点（424）が出土した。内湾気味に外上方に延びた体部から短く外反する口縁部

の端部を尖り気味に納める。ごく薄く透明釉を施すが，外面下端は露胎である。色調は灰白色を

呈する。

e.灰釉陶器小型の椀1点(426)が出土した。

426は口径9.65cm,器高3.7cmである。厚い平底から斜め上方にほぼ直線的に延びた体部に若干

端部を内側に肥厚させて丸く納めた口縁が付く。内面及び外面体部下端まで薄い透明釉を施す。

調整は，底部回転糸切り離し，体部外面は回転ナデである。施釉部分は淡灰緑色，露胎部分・胎
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土は淡黄褐色を呈する。古瀬戸中Ⅳ期の平底末広椀である。

②瓦

平瓦3点（739．740．746）が出土した。739は狭端部と側端部を残し，凹面に布目痕，凸面に

斜格子目叩きが見られる。狭端面には直線状の刻線が認められる。740は恐らく側端面を残す。

断面形が直線的であることや側端面が表裏面に対して斜交すること，側端面付近の表裏面が若干

肥厚することなどから面戸瓦の可能性も考えられる。表面には径4cmほどの巴文のスタンプが3

つ縦方向に並べて押されている。上2つは明瞭だが，下端のものは削り取られたものか，不明確

である。巴文は尾が長くl/2回転以上し，頭部は丸味が強く尾部との境界が明瞭である。三つの

巴の頭部はほぼ接しているが繋がらず境は明確である。巴の外側に圏線が2重に巡り，その外側

に珠文帯（珠文28個)，圏線lを挟み，最も外側には剣先を外側に向けた幅広の剣頭文24個が配

されている。裏面には縦方向のヘラミガキが密に施されている。746は側端面を残す小破片で，

凹面に布目痕がみられる。

③石製品

硯1点（754）がある。754は長さ9.2cm,最大幅6.8cm,高さ0.65cm～0.8cmで，平面楕円形の硯

である。陸部は中央やや下寄りにあり，上方にはやや狭い海部がある。陸部の左右・下には断面

V字の浅い溝が巡る。上及び右側の縁が大きく欠損している。側面・裏面とも平滑に仕上げられ

ている。石材は黒色の粘板岩である。

④鉄製品

釘2点（767.768）がある。767は折頭形の， 768は正面観の両端が広がる頭巻形の頭部をもつ

もので，いずれも尖端を失っている。現存長は4.8～5.5cmで，断面形はいずれも方形である。

⑤古銭

中国・北宋の紹聖元(1094)年初鋳の紹聖元寶1点(787)が出土した。

(2) C区包含層出土遺物（第53～55図427～483,第68図764･779,図版23･26)

C区北西隅・同南東隅を中心に堆積する包含層出土の遺物群で，内訳は土師質土器・小皿14点

(427～440)，杯31点(441～471),皿1点(472),椀10点(473～482),青磁・碗1点(483),鉄

製品・釘1点（779)，用途不明品1点（764）である。

①土器類

a.土師質土器(427～482) 計56点で，小皿・杯・皿・椀がある。皿は1点と少なく，杯31点

(55.4％）を中心に小皿14点(25.0%),椀10点(17.9%)である。
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427～440は小皿である。口径6.5～8.lcm,器高1.3～2.0cmである。低平度は0.20～0.29で，主体

は0.20～0.25である (0.22以下をⅢ, 0.23以上をIとする)。形態的には，底部から直線的か内湾

気味に外上方に延びる体部をもつもののみで，体部の傾きがやや開き気味のものがみられる。体

部が内湾するものも430.434を除けば直線的に近い。つまり，形態差は法量の差も含めてあまり

大きなものではない。総合的には, Aal (5点), Cal (3点）などがやや多い。

調整面では，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデが主である｡432で筵目状の板目痕が

みられるが，ほかに板目痕が観察される個体はない。内底面に一定方向のナデつけを行うものが

9点と多い。434の焼成はかなり良好だがほかは普通である。色調は，淡黄褐色が主体である。

427～429･431の4点は底部が丸味をもつ器形で法量的にも他のものに較べて小さい（口径6.5~

7.Ocm,器高1.3～l.75cm)。いずれも底部へラ切り後周縁をナデ調整している。直立気味の体部は

内外面とも回転ナデで，一定方向のナデつけや未調整部分などはみられない。色調は淡榿色．榿

褐色が主である。

441～471は杯である（総点数31点)。口径10.4～13.7cm,器高3.25～4.lcmで，主体は口径10.4~

10．6cm, 10.9～ll.8cm,器高3.45～4.lcmである。低平度は0.28～0.38で, 0.30･0.33～0.34･0.37に

集中する（特に， 0.33～0.34)｡口径が器高の3倍程度のものが主体であることを示している。

形態的には，底部から内湾気味に立ち上がり，体部中位辺りから直線的或いは外反気味に外上

方に延びるD(11点/31点=35.5%)が最も多く，内湾気味のC (9点･29.0%),直線的に延び

るA(8点・25.8%) と続き，外反気味のB (3点）は少ない。ただ, D･Cは内湾の度合いは

それほど大きくなく, Aとの区別はややつきにくい。Bの外反の度合いもそれほど大きくはない。

体部の傾きはやはり通常のaが大半を占め（26点/31点=83.9%),直立気味のb (4点),開き

気味のc (1点）はあまりみられない。低平度は通有のI (0.31～0.36)が最も多く (21点/31

点＝67.7％)，低平なⅢ （0.30以下， 7点・22.6％)，高い感じのⅡ （0.37以上， 3点） となる。総

合的には，内湾→直線・外反の体部をもつ通有な低平度のDal (8点/31点=25.8%)をはじ

め，やや内湾気味の体部や直線的な体部で通有な低平度のCal (6点) ･Aal (4点）が主

体を占める。その他に, Aam･Abn･Acm･Bal ・Bam･Bbl･Can･Cam･

Dam･Dbl･Dbn (各1～2点）がある。

調整面では，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデが主体で，ヘラ切りや板目痕は全くみ

られない。体部外面下半のみに未調整部分がみられるものが7点とやや多く，内底面のみに未調

整部分を残すもの（1点）や内底面十体部外面下半に未調整部分を残すもの（2点）は殆どみら

れない。内底面に一定方向のナデつけのみを行うものはなく，体部外面下半に未調整部分を併せ

持つものが1点存在する。このほか，内面に丁寧なナデ調整，外面体部下半未調整のものが1点

ある。

内底面の中央が強く凹むものが13点と多くみられる。類型別では, Dal (4点） ・Aal

(3点）などに多くみられる。
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焼成が非常に良好なものは1点と少ない。色調は淡黄褐色(14点･45.2%),黄褐色(9点

29.0％)，淡榿色（8点・25.8％）がある。

472は皿である。口径12.lcm,器高2.7cm,低平度0.22で，類型はAaⅢである。口径は平均的

だが，器高が低い器形である。調整は，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデで，内底面と

体部外面下端に未調整部分が残る。色調は淡黄褐色である。

473～482は椀で，いずれも輪状高台をもつものである（総点数10点)。口径10.0～12.3cm,器高

2.9～3.8cm,低平度0.26～0.36である。平底の底部から内湾気味に外上方に立ち上がり，口縁端部

を丸く納める。底部には幅4.5～12m,厚さl～4nmの細く扁平な粘土紐を貼り付けて粗雑な輪

状高台としている。高台の高さは2～5nnで，断面形は外面が直立気味の三角形あるいは逆台形

である。

形態的には低平な椀形で，外面の口縁部直下に強い回転ナデによる緩やかな稜がつくり出され

ている。473～479は口径10.0～10.7cm,器高2.9～3.8cmとやや小型で，淡黄褐色の478を除いて黄

白色の色調と良好な焼成のもので，搬入品と考えられる。これらに較べて， 480～482は口径11.7

~12.3cm,器高3.3～3.8cmと大型で，形態的にも体部の湾曲が強<,外面の稜が体部のかなり低

い位置にあるなど差異が顕著である。これら4点は色調（淡黄褐色） ・胎土・焼成や高台・体部

の形態など様々な点で酷似しており， 478を含めて搬入品を模倣した在地産の可能性が考えられ

る。

調整面では，内面はいずれも丁寧なナデ，外面口縁部回転ナデで，外面体部下半（稜より下位）

は明確ではないが指頭によるナデ調整が主体と考えられる。高台周辺には横ナデが施され，高台

の接合面は基本的に外側は丁寧にナデ消され，内側はナデ消されることなく接合面が露呈する例

が多い。ただ, C区包含層出土例はほかのものに較べて内・外側とも丁寧にナデ消されている。
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476は外面口縁直下の稜がみられず，底部近くまで硬質の工具によると思われる回転ナデが施

され，底部近くのごく緩やかな稜を介して体部下端から外底面にかけて，硬質な工具による比較

的丁寧なナデつけが行われている｡478は内面全体及び外面口縁部に赤色顔料状の塗布がみられる。

b.輸入磁器青磁・碗(483)がある。

483は口径17.3cmの大型で重量感のある碗である。底部から湾曲して外上方に直線的に立ち上

がり，若干開き気味の口縁端部を丸く納める。内面の口縁直下に細い沈線1条を施し，内底面の

外縁に浅く片刃彫りによる円圏を作り出している。薄く施釉しており，施釉部分が暗灰緑色，素

地が暗灰色である。

②鉄製品釘1点（779） と用途不明品1点（764）がある。

779は釘の身部片で，頭部側と尖端部を失っている。断面は丸味をもつ方形である。現存長3.7

cmである。764は用途不明品で上端を失っている。断面不整隅丸方形で，現存長5.9cmである。
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6．③層出土の遺物

床士層と包含層或いは遺構面との間に介在する③層（主として暗灰色砂質土層）からはA区を

始め, C･D区からもまとまった量の遺物が出土している。

(1) A区③層出士遺物（第56～59図484～611,第65図725,第66図735･743･744･749～751,

第67図756，第68図761 ．762．773．775，図版24．26）

A区の③層（暗灰色～暗黄灰色砂質土）は厚さ40～75cmと厚く, A区全体に安定して存在する。

出土遺物の総点数は140点とA区包含層に次ぐ多さである。その内訳は，土師質土器・小皿75点

(484～558)，杯28点（559～586)，皿7点（587～593)，椀13点（594～606)，鍋1点（607)，播

鉢1点（608)，須恵質土器・播鉢1点（609)，青磁・碗1点（610)，青白磁・瓶？1点(611)，

有溝土錘1点（725)，瓦玉1点（735)，平瓦5点（743．744．749～751),石製品・用途不明品

1点（756)，鉄製品・用途不明品2点（761 .762)，釘2点（773.775）である。

①土器類

a.土師質土器(484～608) 計125点で，小皿・杯・皿・椀・鍋・播鉢がある。小皿が6割を

占め，杯が2割強，椀が1割を占める。

484～558は小皿で，計75点ある。口径5.8～8.8cm,器高0.9～2.8cmで，主体は口径6.5～8.0cm,

器高l.4～2.3cmである。低平度は0.13～0.37で, 0.18～0.32に主体がある。形態的には，体部の形

状は直線的に外上方に延びるA(34点/75点=45.3%) と内湾気味に立ち上がるC (25点/75

点＝33.3％）が多く，外反気味の体部をもつB (7点）や体部が内湾気味に立ち上がり中位から

外反あるいは直線的に延びるD(9点）は少ない。体部の傾きの点では，一般的に45.を中心と

した通常の傾きのa (57点/75点=76.0%)が圧倒的に多く，直立気味のb (4点）や水平気味

のc (14点）は少ない。低平度(0.22以下をⅢ, 0.23～0.33をI, 0．34以上をⅡとする）の点では，

通有のIが最も多く （44点／75点＝58.7％)，低平なⅢ （25点・33.3％） も比較的多い。高い感じ

のⅡ （6点）は少ない。類型別では, Aal (15点･20.0%),Cal (11点・ 14.7%),Aa

m･Dal (各8点･ 10.7%)をはじめ, Acm(6点), Bal ･CaⅢ．Ccm (各5点),

Aan (3点）などが比較的多く，その他にAbn･Acl･Bam･BbI･CaⅡ ．Cb

I･Cbn･Ccl ・Dcl (各1点）がある。

調整面では，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデのものが大半である。488 (Ac

Ⅲ) ･499 (Acl)はへう切りと思われる。外底面の周縁を強くナデており，そのために外底

面は丸味を帯びる。 524は静止糸切り離しと考えられる。板目痕が残るものは11点で, 2点が筵

目状の板目痕である。類型的には, AcⅢが板目痕の出現頻度が高い(5点/6点=83.3%)。

体部の形状の面ではA(6点/34点=17.6%)における頻度がいくらか高く, C (3点) ･D

（2点） となり, Bは皆無である。体部の傾きの点ではc (7点/14点=50.0%)での頻度が高

く, a (4点） もみられるが, bは存在しない。低平度の点ではⅢ (8点/25点=32.0%)で多

くみられ, I (3点） もみられるが， Ⅱではみられない。基本的に，開き気味で浅い器形に板目
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痕の出現頻度が高く， また, C ･Ⅲのような優勢でない形態的特徴をもつ器形に板目痕が比較的

よくみられる。

内底面・体部外面下端にみられる未調整部分や内底面にみられる一定方向のナデつけについて

は，前者が25点／75点＝33.3％，後者が10点／75点=13.3%と比較的頻度が高い。未調整部分に

ついては，

①内底面のみに未調整部分がみられるもの＝8点(Bal･Calほか）

②外面体部下端のみに未調整部分がみられるもの＝8点(Aal･Calほか）

③内底面及び外面体部下端の両方に未調整部分がみられるもの＝9点(Dalほか）

類型別では，①はBal,②はAal･Cal,③はDalで各々出現頻度が高い。形態的に

は，体部の形状の面でC (9点), A(8点), D(5点), B (3点） と分散するが，体部の傾

きの面ではa (22点/57点=38.6%)に，低平度の点ではI (20点/44点=45.5%) と各々出土

点数が最も多いa･ Iに集中している。一定方向のナデつけについては，

①内底面に一定方向のナデつけのみを行うもの＝7点(Acm･Calほか）

②内底面の一定方向のナデつけと外面体部下端に未調整部分がみられるもの＝3点(AaⅢほか）

点数的に少なく，特定の傾向を抽出することは難しいが，体部の形状では内湾的なC･D,低

平度の点では低平なⅢとの関連性がみられる。

色調は，淡黄褐色（33点・44.0％)，淡榿色（22点・29.3％）が主体で，ほかに榿色（9点)，

燈褐色・淡褐色（各3点）などがある。焼成が特に良好なものが12点あるが，特定の色調とは結

びつかない。ただ，黄白色のもの2点(494･548=Aam)はいずれも焼成が非常に良好である。

550の外面体部には暗褐色部分があり， ススの可能性がある。

559～586は杯である。計28点で， 口径9.8～12.6cm,器高2.9～4.4cmである。主体は口径lO.7~

11.3cm,器高3.2～3.8cmである。低平度は0.27～0.40で, 0.27～0.36にやや集中する。口径が器高

の2.5～4倍の大きさであることを示す。

形態的には，底部からやや分厚く内湾気味に外上方に立ち上がり，体部中位付近から緩やかに

外反ないしは直線的に延びるD (13点/28点=46.4%)が最も多く，次いで比較的薄手の器壁が

外反気味に外上方に延びるB (9点・32.1%)で, A･C (各3点）は少ない。体部の傾きの点

ではcが1点存在する以外はaである。低平度では，通有な低平度0.31～0.36のI (16点/28

点=57.1%)が多いが，低平な低平度0.30以下のⅢ (ll点･39.3%) も比較的多<,高い感じが

する低平度0.37以上のⅡは1点と皆無に近い。通有なあるいは低平で外反気味の器形が主体を占

め，直線的な体部や内湾気味の体部をもつ器形は少ない。類型的には, Bal (9点･32．l%),

Dam (7点･25.0%)が多く，その他にAal･Aam･Cal ・Cam･Dan･Dcm

(各l～4点）がある。

調整面では，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデが主体である。回転へラ切りは皆無で，

板目痕は4点でみられる。類型的には，内湾→外反・直線の体部を持ち，低平なDaⅢに集中し
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ている。

未調整部分（8点／28点＝28.6％）については，内底面のみに未調整部分を残すもの(1点）

や内底面・体部外面下半の両方に未調整部分を残すもの（2点）は少なく，体部外面下半のみに

未調整部分を残すもの（5点）が比較的多い。類型的には分散的だが, D類や1 ．Ⅲ類への集中

傾向がみられる。一定方向のナデつけを残すもの（9点／28点=32.1%)については，内底面に

ナデつけのみを行うもの（5点） とナデつけに体部外面下端の未調整が加わるもの（4点）があ

るが，類型的にはほぼD類で占められている。即ち, DaⅢが各3点と大勢を占め，残る2点も

Dalである。未調整・一定方向のナデつけともにD類での出現頻度が高い点が注意される。

色調は淡黄褐色(14点･500%),淡榿色(9点･32．1%)が主で，ほかに榿色・榿褐色・淡褐

色があるが，黄白色のものはみられない。類型的には，淡黄褐色がD類（9点）に集中する一方

で，淡榿色のものがBal (4点）に比較的集中する傾向がある。焼成が非常に良好な575 (D

am) ･581 (Dal)はいずれも淡黄褐色である。

587～593は皿で，計7点である。口径10.2～13.4cm,器高2.45～3.lcmで， 口径にかなりのばら

つきがある。低平度は0.23～0.28とほぼ一定の範囲に集まるが， 0.25以下をⅢ（低い感じ)， 0．26

以上をI (通有） とした。器高・低平度をほぼ同じくし，口径が10cm台, llcm台, 13cm台のもの

が存在する。体部の形状では直線的なA,内湾気味のC,内湾→外反のDが同程度存在する。B

はない｡Cはやや小さな底部から水平気味の体部が内湾しながら外上方に延びる特徴的な器形で，

Dは内湾気味に底部から立ち上がった体部中位で屈曲気味に変化して外反気味に延びる器形で，

体部中位に稜ができる。

調整面では，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデが主体で，へラ切りはみられない。板

目痕は4点である。未調整部分と一定方向のナデつけについては，内底面．体部外面下半が未調

整のもの1点と内底面に一定方向のナデつけ＋体部外面下半の未調整のもの3点がみられる。

焼成が非常に良好なもの2点（592.593）で，色調は淡黄褐色．黄褐色．淡榿色．榿褐色．黄

白色・淡褐色がある。焼成が非常に良い592は淡榿色， 593は黄白色である。

594～606は椀である（計13点)。口径9.4～1l.45cm,器高2.80～4.00cmで， 口径9.9～10.9cm,器

高3.4～3.7cmが主体である。低平度は0.26～0.38で，主体は0.30～0.35で, A区包含層出土椀に較

べてやや高い感じがあり, C区包含層出土椀の低平度の傾向に近い。いずれも輪状高台を持つと

考えられる。高台はいずれも幅5～9HIn,厚さl～3nmの細く扁平な粘土紐を輪状にして貼り付

けている。断面は三角形を主体に台形・長方形などがある。高台の高さは1.5～4nmと低く，多

くの場合丸味を帯びた外底面の中央が接地する。高台の貼付は全体に粗雑で，その平面形は整美

な円形を描かず，楕円形や不整円形を描くものや粘土紐の両端が離れて「の」字状をなすものな

どがある。接合面の外側は丁寧にナデ消しているが，内面側の接合面は未調整か雑な調整を加え

ているに止まり，多くの場合接合面を露呈している。
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形態は浅い椀形を呈するが，一部を除いて体部は湾曲の度合いは小さく，ほぼ直線的に外上方

に延びる。口縁部外面は回転ナデにより凹み’体部中位に緩い稜が形成される。594．604ではこ

の稜が比較的明瞭で，複合口縁状をなしている。

調整面では，内面は横方向主体の丁寧なナデ，体部外面上半が回転ナデ，稜を介して体部下半

は不明瞭であることが多いが，指頭によるナデ調整が主体と考えられる。一部にはへうなど硬質

の工具によると思われる場合がある｡595の体部外面にはかなり明確に縦方向の鞁状の稜がみら

れ，成形時の縦方向の強いナデ調整にともなうものかと考えられる｡602では体部の内外面に部

分的に赤色顔料状の付着がみられる。

色調は黄白色（7点） ・淡黄褐色（5点） ．黄褐色(1点）がある。淡黄褐色．黄褐色のもの

は胎土や色調が杯や小皿などと同じであり，黄白色のものは焼成が後者に較べて良く， また全体

にやや軽い。

607は鍋で，口径37.4cmである。底部から水平気味に外方に延び，体部中位付近で屈曲してや

や開き気味に直立する体部に緩く外反し端部を平坦に納める口縁部が付く。外面全体に分厚く黒

色のススが付着する。調整は，内面の体部下半が横方向主体のやや雑なハケ目，体部上半が横方

向の比較的整然としたハケ目，口縁部が横ナデで，外面は口縁部から体部上端にかけて指頭によ

るナデ調整状，体部中位から下半にかけて左上がりのやや強い斜位ハケ目を施している。色調は，

外面が暗褐色,内面及び胎土が淡茶褐色を呈す｡608は口径34.8cmの播鉢で，浅い片口を作り出

している。底部からやや内湾気味に外上方に立ち上がり， 口縁端部を平坦に納める。調整は，内

面が全体的に横方向の密で浅いハケ目，体部下半に縦方向の4～6本を単位とする揺り目がみら

れる。外面は指頭押圧かと思われるが不明確である。色調は，器表が淡黄褐色，胎土が灰黒色で

ある。

b.須恵質土器(609) 播鉢1点がある。口径23.4cmで，底部から直線的に延びた体部に，短

く直立し端部を尖り気味に納める玉縁状の口縁部が付く。調整は，内面の体部下半が斜位ナデ，

体部上端から口縁部にかけて横ナデ， 口縁部の外面には部分的に浅い横ナデ，体部外面は縦方向

のナデののち横ナデを施すが，凹凸が顕著である。色調は灰色である。

c・輸入磁器(610.611) 青磁・碗(610),青白磁・瓶？ （611）各1点がある。

610は龍泉窯系の碗で，やや内湾気味に立ち上がる外面に片刃彫りによる蓮弁を配す。施釉は

厚く，素地は暗灰色，施釉部分は暗灰青色を呈す。611は内面に横方向の凹凸の顕著な削り，外

面には渦巻文を陰刻して青灰色とし，全体的には透明釉を施す。素地は灰白色である。瓶の可能

性がある。

②土製品（725）
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725は有溝土錘である。 l/2を失っており，現存規模は長さ6.65cm,幅3.2cm,厚さ2.9cmで，溝

の深さは5.5mである。

③瓦

a.瓦玉(735) 瓦を打ち欠いて円盤状にしたものである｡4.2cm×4.5cm,厚さl.7～1.8cmで，

左側に側端面，表面に凸面，裏面に凹面を残している。

b.平瓦(743･744．749～751) いずれも小破片で，計5点が出土している。743･744は凹面

布目痕，凸面格子目叩きが残る。750は凹面縦方向のヘラケズリ，凸面縦方向の縄目痕で側端面

に3条程度の擦痕がみられる。751は凹面の側端面寄りに部分的にナデ調整がみられる。

749は須恵質のもので，転用品の可能性がある。明灰色の色調で，厚さも1.35cmと他のものに

較べてやや薄い。凹面は布目痕の後に縦方向のヘラケズリで，その大半を削り取っている。凸面

も縦方向の縄目痕の大半を横方向の板ナデで消している。

④石製品（756） 石鍋を転用した用途不明品1点がある。上半が折れており，現存規模は8.0

cm×6.5cm,厚さ （最大) 0.9cmで，不整円形の薄い板状をしている。下縁は丸く整った曲線を描

き，縁辺部は表裏とも面取りを行っている。表裏面とも縦方向主体の擦痕が多くみられる。折断

〆

nZ｡亀皇
0 10cm

倍咋トー一

第59図A区③層出土土器実測図(4) (1 :3)
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面の左半には穿孔の痕跡がある。石材は灰白色の滑石である。

⑤鉄製品釘2点（773.775） と用途不明品2点(761･762)がある。

773．775は正面観が方形，側面観が背面側に下傾する矩形の頭部をもつもので，尖端を失って

いる。現存長は， 773が5.lcm, 774が5.0cmである。断面は773がほぼ正方形, 774が横長の長方形

である。 761は鉤形の板状品で，長さ5.lcm,幅0.5～l.45cm,厚さ0.4～0.6cmである。断面は横長

の長方形である。762は三角形の用途不明品で，現存規模は2.7cm×2.0cm,厚さ0.2cmである。

(2) B区③層出土遺物（第60図612～615,第65図732,図版24)

B区の③層（暗灰色砂質土）は厚さ40～50cmと安定しているが，遺物の出土量は多くない。図

示したものは5点で，土師質土器・小皿(612),皿(613),青磁・碗(614),灰釉陶器・椀

(615),棒状土錘(732)各1点である。

612･613は土師質土器で, 612は小皿である。口径7.9cm,器高1.4cmで，低平度は0.18と低い。

やや内湾気味に延びる体部で，類型はCcⅢである。調整は，底部回転糸切り離し，体部内外面

回転ナデで，内底面には一定方向のナデつけ，外底面には板目痕が顕著に残る。色調は淡黄褐色

で，焼成は非常に良好である。613は口径13.0cm,器高3.lcm,低平度0.24の皿である。底部から

直線的に外上方に延びて口縁部で短く外反する。類型はDaⅢで，色調は淡黄褐色を呈する。調

整は，底部回転糸切り離し痕の上に顕著な板目痕が残る。体部内外面はやや粗い回転ナデを，内

底面には一定方向のナデつけを施す。

614は青磁・碗の小破片である。口径16.5cmで，体部外面に片刃彫りによる鎬蓮弁文を配す。

体部は直線的に延び，口縁端部を尖り気味に納める。素地灰白色，施釉部分淡青色である。

615は灰釉陶器・椀である。口径14.0cm,器高6.55cm,高台径6.4cmの平椀で，低い貼付高台を

もつ。高台の断面は横長の長方形で，高台及び接合部周辺を横ナデしている。体部は底部からや

や内湾気味に外上方に延び，尖り気味に口縁端部を納める。高台内中央には糸切り離し痕（静止

か）が残る。内面全体と体部外面上位2/3が施釉され，体部外面下位1/3から高台にかけては露胎

である。色調は施釉部分が灰緑色，素地が暗灰白色である。古瀬戸後期I期と思われる。

732は1/2程度が残存する棒状土錘で，現存規模は長さ4.3cm, 152.0～2.2cm,厚さ1.5～1.7cmであ

る。下端の表面を少し凹ませた部分に径6～7nmの円孔を穿つ（上→下)。横断面は横長の扁円

形である。色調は淡黄褐色～淡灰黒色である。

(3) C区③層出士遺物（第60･61図616～637,第68図782,第69図786,図版24)

C区の③層は褐色粘質士（厚さ20cm)で，土師質土器・小皿7点(616～622),杯7点(623~

629)，Ⅱ4点（630～633)，椀4点（634～637)，鉄製品・釘1点（782)，嘉定通寶1点（786）

の計24点が出土している。
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a・土師質土器(616～637) 小皿・杯・皿・椀がある。

616～622は小皿である（計7点)。口径7.3～8.3cm,器高l.35～2.15cmである。低平度は0.17~

0.27で，通有な0.26～0.27 (I) と低平な0.17～0.21 (m)に分かれる。形態的には，直線的な体

部のA(3点),内湾気味の体部のC (3点),内湾→直線的に延びる体部のD(1点）がある。

体部の傾きは，直立気味のbが1点存在するが，基本的には通常のa (3点） と水平気味のc

(3点）が主体である。低平度の点では高い感じのものは皆無で，通有なIは2点に止まり，低

い感じのⅢ（5点）が多い。類型別では分散的で，特定の類型には集中しない。

調整面では，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデが基本で，板目痕を残すものが4点存

在する。内底面に一定方向のナデつけを行うものが5点／7点＝71.4％と多く，内底面に一定方

向のナデつけ＋体部外面下半に未調整部分を残すものは1点に止まる。色調は淡黄褐色（5点）

が主体で，他に黄褐色・淡榿色のものが各1点ある。620は焼成が非常に良好である。

623～629は杯である（計7点)｡口径10.5～11.8cm,器高3.3～3.9cmで，口径10.5～10.9cm,器高

3.5～3.7cmが中心である。低平度は0.31～0.36で，いずれも通有な’であるc体部の形状としては，

直線的なA(5点，いずれもAal) と内湾→外反のD(2点，いずれもDal)のみで，外反

するB類や内湾気味のC類は皆無である。A類のものは内面体部中位に稜をもち， この部分から

窄まり口縁端部を尖り気味に納め，外面が直線的になるものが目立つ（4点)。

調整の点では，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデが基本である。内底面全体に回転ナ

デを行う例が多く， 629のみ内底面中央に一定方向のナデつけを行っている。A類の中には内底

面中央が強く凹むもの2点がみられる。板目痕が残るものは2点存在する。色調は淡黄褐色（3

点） ・淡榿色（2点）のほかに榿色・暗榿色がある。624．629の2点は焼成が非常に良好である。

630～633は皿である（計4点)｡口径11.8～12.6cm,器高2.9～3.2cmで，低平度は0.23～0.26であ

る。形態的には，体部中位で屈曲気味に内湾して直線的に延びるC類（2点，いずれもCcm)

と同じく内湾気味に屈曲した後外反気味に延びるD類（2点, Dcl･Dcm)のみで，直線的

なA類や外反するB類は皆無である。全体にやや低平な器形である。C･D類とも体部下半は良

く似た器形で, 631～633の底部はやや総高台状に突出気味である。

調整は，基本的には底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデである。632は内面全体に丁寧

なナデを行う。633の内底面の中央には一定方向のナデつけがみられる。板目痕が3点でみられ

る。631の内底面には黒褐色の付着物がこびり着いていた。色調はすべて淡黄褐色である。

634～637は椀である（計4点)｡口径10.2～12.0cm,器高3.2～4.0cmである。低平度は0.31～0.33

である。いずれも高台をもつ浅い椀形の器形で，体部外面中位付近に比較的明瞭な稜をもつ。平

坦な底部に幅7～12m,厚さl.5～3.5nnの細く扁平な粘土紐を貼り付けて輪状高台を作り出して

いる。高台径4.1～4.2cm,高さ3～5mnと低<,断面は三角形ないしは逆台形状を呈する。634は
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高台が剥がれた痕跡が明瞭で， 635はかなり雑なつくりの高台である。636．637は比較的丁寧に

高台を貼り付けている。高台の表面及び外側の接合面は丁寧にナデ調整しているが，内面側の接

合面は637に顕著なように殆ど調整は加えておらず，明瞭に接合面が窺える。634～636は比較的

平坦な外底面に高台を貼り付けているが， 637は丸味の強い外底面に高台を貼り付けており，外

底面中央が接地する。体部外面上半は強い横ナデにより凹み，体部中位に稜を形成するが，

634.635の稜はあまり明瞭ではない。636．637はこの稜より上方の器壁が薄くなっている。

調整は，内面が全体に丁寧なナデ，外面の上半は横ナデ，稜より下方は指頭によるナデ調整で

ある。636の外底面には一定方向のナデつけが， また637の外底面中央にはへう切り状の痕跡と板

目痕が看取される。色調は淡黄褐色が主体で，焼成が非常に良好な635は淡榿色～淡黄褐色であ

る。634．636は体部下半の胎土が灰黒色で，焼成がやや不良である。胎士は全体に他の器種に近

く，いずれも在地産と考えられる。

b・鉄製品（782） 釘1点がある。

782は上半と尖端部を失った釘片で，現存長2.5cm,幅・厚さ0.4cmである。断面は方形である。

C.古銭(786) 嘉定通寶1点がある。

嘉定通寶は中国・南宋の嘉定元（1208）年初鋳で，銭径2.4cmである。背面上方には「元」銘

がみられる。

(4) D区③層出土遺物（第61図638～649,第66図737･741･742,第68図785)

D区の③層は暗灰色砂質土（厚さ20～35cm)で，土師質土器・小皿1点(638),杯10点(639

~648),m1点(649),丸瓦1点(737),平瓦2点(741･742),鉄製品・釘1点(785)の計16

点が出土している。

a土師質土器（638～649） 小皿・杯・皿が出土している。椀はない。

638は唯一の小皿である。口径7.7cm,器高1.6cm,低平度0.21で，類型はDcⅢである。中央が

やや強く凹む比較的分厚い底部から緩やかに屈曲して外上方に延び短く外反する薄手の体部であ

る｡調整は，底部回転糸切り離し後，筵目状の板目痕を残す。内底面中央に一定方向のナデつけ，

体部内外面回転ナデ，外面体部下端に未調整部分が残る。色調は黄褐色である。

639～648は杯である（計10点)。口径10.55～1l.15cm,器高3.45～3.85cm,低平度0.31～0.35であ

る。体部の形状では，内湾→外反のD類が半数を占め，直線的な体部のA類が3点，内湾気味の

体部をもつC類が2点で，外反気味の体部をもつB類は皆無である。体部の傾きでは通常のaが

9点と大半を占める。低平度はすべて通有のI類である。類型的には, Aal (3点）をはじめ，

CaI･Cbl･Dal各1点がある。

調整面では，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデで，板目痕を残すものはない。内底面
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のみ未調整のものが4点で，類型別ではDal (3点）の頻度が高い。内底面及び外面体部下端

が未調整のものは2点である。640は内底面に一定方向のナデつけを行っている。色調は，淡榿

色（7点, Dal･4点ほか）が大半を占め，その多くは焼成が非常に良好なものである (643

～647, 646のみ榿色)。

649は口径12.5cm,器高3.1cm,低平度0.25の皿である。平底の底部から内湾気味に外上方に延

びるCaⅢの類型で，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデである。内底面は未調整である。

淡榿色を呈し，焼成は非常に良好である。

b.瓦(737.741.742) 丸瓦1点(737) と平瓦2点(741･742)がある。

737は丸瓦の筒部から玉縁にかけての小破片である。側端面を残し，凹面には布目状の痕跡が

みられる。741 ･742は平瓦の小破片である。いずれも側端面を残し，凹面に布目痕，凸面に斜格

子目の叩きを行う。742は端面に向かって薄くなり，凹面・凸面が曲線を描かず直線的であり，

平瓦以外の可能性もある。

C.鉄製品(785) 釘1点がある。

785は現存長3.85cmの釘で，断面方形である。上半と尖端部を失っている。
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7．調査区出土の遺物（第62～64図650～719,第65図727･728･731,第66図745･747,第68図

759．760．763，第70図788～790,図版24．26）

ここでは遺構・包含層．③層以外の調査区内から出土した遺物及び出土遺構や出土位置・地点

を特定できない遺物を一括して記述する。

総点数81点で，その内訳は，土師質土器・小皿25点(650～674),杯15点(675～689),皿6点

(691～696),椀1点(690),青磁・皿1点(711),碗5点(712～716), 白磁・碗1点(717),

近世陶器・皿1点（718)，椀1点(719),土師器・甕2点(697･698),須恵器・杯蓋2点

(699.700)，杯身1点(701),杯5点(702～705･707),椀1点(706),皿2点(709･710),

高杯1点（708)，棒状土錘3点（727．728･731),平瓦2点(745･747),鉄製品・刀子1点

(759)，用途不明品2点（760.763)，円板状木製品1点（788)，羽子板状木製品1点（789)，柄

1点（790）である。

①土器類

a・土師質土器（650～696） 計47点で，小Ⅱ・杯・皿・椀がある。小皿と杯が中心で，全体の

8割以上を占める。

650～674は小Ⅲである （計25点)｡口径6.3～8.7cm,器高1.1～2.4cmで， 口径7.0～7.8cmに比較的

集まる。器高は散在的で, 1.9～2.0cmが比較的多い。低平度は0.13～0.37で, 0.16～0.26に比較的

集中する。形態的には，体部の形状では内湾気味のC類(14点）が過半数を占め，外反気味のB

類（5点)，直線的なA類（4点)，内湾→外反のD類（2点） となる。体部の傾きでは通常のa

(13点）や開き気味のc (9点）が多く，直立気味のbは3点と少ない。低平度では通有なI

(0.23～0.33) と低平なⅢ (0.22以下）が各12点と大半を占め，高い感じのⅡ (1点）は殆どみら

れない。類型別では, Cal (5点） ・Ccm (4点）が比較的多く，内湾気味で低平度が通有

か低平な器形が主体を占める。

調整面では，基本的には底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデである。底部へラ切りのも

のが3点（664．667．674）存在する。類型的にはBal ・Bam･BcⅢといずれも外反気味

の体部をもつB類である。板目痕は11点でみられ，筵目状の板目痕がCcⅢの2点でみられる。

板目痕はCal (3点/5点), Ccm (3点/4点）で点数・頻度ともに高い。未調整部分を

残すもの（7点／25点＝28.0％）は，①内底面のみに未調整部分が残るもの＝3点，②体部外面

下半のみに未調整部分を残すもの＝3点，③両方に未調整部分を残すもの=1点である。類型的

には分散的である。内底面に一定方向のナデつけを行うもの(13点/25点=52.0%)は出現頻度

が高い。①内底面に一定方向のナデつけのみを行うもの＝6点(AcⅢ．Calほか),②内底

面の一定方向のナデつけ＋体部外面下半の未調整＝7点(CcⅢほか）で，①がA類との結びつ

きが強く，②ではCc･Ca類との関わりがみられる。

色調は淡黄褐色(18点）が大半を占め，ほかに燈褐色・黄褐色・榿色・黄白色のものがみられ

る。一部を除いて特定の類型と色調の関わりがみられる。即ち, Aal ・Acm･Bal･Bc

-105-



m･CaⅢ．Ccl･Ccm･Dalはいずれも淡黄褐色,AaⅢは榿色, BaⅢが黄白色, B

bⅡが横褐色, Cblが黄褐色・燈褐色である。653．655･657．661の4点は焼成が非常に良好

である。

675～689は杯である（計15点)。口径10.2～12.lcm,器高3.15～4.2cmで，主体は口径10.8～ll.3

Cm,器高3.6～3.8cmである。低平度は0.28～0.39で, 0.30～0.35に中心がある。形態的には，体部

の形状は体部が直線的に延びるA類(ll点）が多く，ほかに内湾→外反のD類(4点）がある。

A類の多くは体部内面の中位付近に稜をもち，それより下位の器壁が直立気味で，そこからすぼ

まりながら口縁に移行し，口縁端部をやや尖り気味に納める器形である。体部内面の同様な特徴

はD類でもみられる。体部の傾きでは通常のa (11点）が大半で, c (3点), b (1点） と続

く。低平度(I ;0.31～0.36, n ;0.37以上, m;0.30以下）では，通有なI (ll点）が多<, m

(3点)， Ⅱ （1点） と続く。類型別では, Aal (7点/15点=46.7%)が多く， ほかもA･D

類に限られる。

調整面では，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデが基本である。底部へラ切りはみられ

ない。板目痕はAalの2点にみられる。未調整・一定方向のナデつけは，内底面のみに未調整

部分が残るものが5点存在する。内底面と体部外面下半に未調整部分が残るものと内底面に一定

方向のナデつけを行うものは各1点（いずれもAal)存在する。

色調は淡黄褐色のものが5点(Aal･4点ほか） と多いが，黄褐色(3点),淡榿色(3点),

淡榿褐色（2点)，榿色・淡褐色各1点と全体的にばらつきが大きい。焼成が非常に良好なもの

が1点存在する（684)。

691～696は皿である（計6点)。口径12.3～20.5cm,器高2.8～3.5cm,低平度0.21～0.27である。

691～694と695･696の間には差異がみられる。前者は本遺跡に通有なもので，口径12.3～13.3cm,

器高2.8～3.5cmである。形態的には，体部が直線的に延びる692 (Aam) ･693 (Acl),内湾

気味に延びる694 (Ccm),内湾→外反気味の691 (Dam)がある。調整は，いずれも底部回

転糸切り離し，体部内外面回転ナデで， 693．694は底部切り離し後に板目痕を残している。691

は内底面と体部外面下半に未調整部分を残し， 694は内底面に一定方向のナデつけを行っている。

色調は, 691が淡黄褐色, 692が黄褐色～燈褐色, 693が燈褐色, 694が淡榿色である。

695．696はこれらと形態的に異なり，丸味を帯びた底部から外上方に立ち上がり，口縁近くで

緩く外反して，水平に近く窄まりながら延びて口縁端部をやや尖り気味に納める。696は内面口

縁端部直下が緩く凹む。いずれも小破片で，法量の復元値には誤差が考えられるが， 695が口径

17.lcm, 696は口径20.5cmである。調整面では，体部内面から外面上半にかけて細かい横ナデ，体

部外面下半には指頭によるナデを行う。胎土はいずれも比較的精良，色調淡黄褐色で， 696の内

面下半は大きく灰黒色を呈している。この695.696は京都系の白色土器皿の大型品と考えられる。

696の内面にはごく部分的に暗赤褐色の部分があり，赤色顔料を塗布したものかと思われる。
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690は口径9.2cm,器高2.5cmの無高台の椀である。底部を失っているので明確ではないが，底部

は比較的平坦ではないかと考えられる。体部は底部から内湾気味に外上方に立ち上がる。低平度

は0.27と低平である。調整は，内面の口縁部はやや雑な横方向のナデ，体部は丁寧なナデで，外

面の体部上半がナデ，下半が指頭によるナデと思われる。色調は黄褐色である。

b.土師器(697･698) 甕片2点がある。

697は口径13.65cmの蕊で，緩くすぼまる頸部で強く水平に近く屈曲し，外上方に短く延びた口

縁部の端部を上方に僅かに拡張している。調整は，内面の体部が横方向及び斜め方向の板ナデ状，

口縁部～頚部は横ナデ，口縁部端面に2条の細い凹線，外面の口縁部は横ナデ，体部は器壁の剥

落が著しいが，縦位のハケ目 （幅広と幅狭のものの2単位あり）を施している。色調は，内面黒

褐色，外面・胎士は暗赤褐色である。698は口径17.8cmで，緩く締まった頚部から外上方にやや

すぼまりながら延びて端部を平坦に納める。調整は，内面の体部が縦位へラケズリ，頚部は斜位

ハケ目 （4条/cm程度),口縁部は横位ハケ目 (6条/cm程度),口縁部端面には凹線1条を，外

面の口縁部は未調整，体部は縦位ハケ目 （5条/cm程度）をそれぞれ施している。色調は，内面

暗赤褐色，外面・胎土は暗茶褐色である。

C.須恵器(699～710) 計12点で，杯蓋・杯身・杯・椀・高杯・皿がある。

699．700は杯蓋である。699は口径10.2cmの丸味の強い杯蓋で，受部をもつ。内面から受部外

面にかけて回転ナデ，体部外面は未調整かと考えられる。700は口径17.8cmの杯蓋で，平坦な天

井部から幾分外反気味に外下方に下る体部の端部をほぼ直角に屈曲させてごく短い口縁を垂下さ

せる。口縁の外面は垂直な面を形成し，端部は丸く納める。調整は，天井部は不明だが，他は内

外面ともに回転ナデである。701は受部をもつ杯身で，口径10.25cm,器高2.95cmである。ほぼ平

坦な底部から内湾気味に外上方に立ち上がり，やや外反させて水平気味の受部のやや内側に内傾

する断面三角形の立ち上がり部を形成する。外底面は回転へラ切り，口縁部・受部の周辺のみ回

転ナデを施し，そのほかは未調整である。立ち上がり部の内面側体部との接合部は明瞭である。

702.703は平坦な底部から外上方に直線的に延びた端部を若干内方に屈曲させて丸く納める同形

態の杯で，口径13.15～13.7cm,器高2.9～3.1cmである。底部回転へラ切りで, 703は雑なナデを施

す。体部内外面は回転ナデである。704も杯だが，体部がより直立気味で，口縁端部は外反せず，

尖り気味に丸く納める。底部は回転へラ切り未調整，体部内外面回転ナデで，内底面中央に不定

方向のナデを行う。705は輪状高台をもつ杯で，外底面の縁のやや内側に断面方形で直立する高

台を貼り付けている。高台の端面の内方には浅い凹線を施す。体部はやや外反しながら開き気味

に直立するが， 口縁部を失っている。調整は，外底面は回転へラ切り，体部内外面は回転ナデ，

内底面は未調整である。706は平底の小さな底部から強く内湾しながら外上方に立ち上がる椀で，

口縁部を失っている。調整は，底部回転へラ切り後ナデつけ，体部内外面は回転ナデを施す。

707は口径7.7cm,器高3.85cmの小型の杯で，平底の底部から外上方に体部が直線的に延び，口縁

-107-



端部を丸く納める。調整は，底部回転へラ切り，体部内外面は回転ナデである。708は高杯の杯

部で，丸味の強い体部が直立し， 口縁端部を丸く納める。口径14.2cmで， 口縁外面は強い回転ナ

デで凹む。外面下端が回転ナデ，その上位に幅狭の回転へラケズリ，そして体部内外面は全面的

に回転ナデを施している｡709･710は皿で, 709は口径9.0cm,器高2.0cmである。丸味を帯びた底

部から開き気味に外上方に延び，端部を丸く納める。口縁部内外面は回転ナデ，体部内面は横方

向のナデ，体部外面は指頭によるナデ調整である。色調は器表が灰黒色，胎土は淡灰色で硬質の

瓦器状を呈している。710は口径12.0cmで，丸味の強い底部からやや内湾気味に外上方に延びて

口縁端部を丸く納める。調整は，内面はミガキ状の丁寧なナデ，口縁端部横ナデ，体部外面は未

調整，外底面は指頭によるナデ調整を行っている。色調は淡灰色～淡灰黄色である。

d.輸入磁器計7点で，青磁（皿・碗), 白磁（碗）がある。

711～716は青磁である。711は同安窯系の皿で，平底の底部から直線的に延びた体部中位で屈

曲して外反気味に立ち上がり口縁部に続く。底部回転へラ切り，外面の体部下端回転へラケズリ

で，体部内外面に薄く施釉している。外底面は無釉，見込みには片刃彫りによるS字文と周囲に

櫛歯状工具の刺突による横M形の雷光文を配している。色調は，素地が灰色，施釉部分は淡灰緑

色である。底径4.8cmである。712～716は龍泉窯系の碗である。712～715は体部外面に片刃彫り

による蓮弁文を配する｡715は畳付がやや内傾する断面方形の浅い削り出し高台を有する。高台

畳付の外縁は面取りされ，施釉はこの辺りまで行われている。712･714は浅い碗で, 713は深い。

716は体部内面に2重沈線による区画の中に飛雲文を配する劃花碗である。712～714.716の口径

は13.1～16.0cmである。色調は，施釉部分は712が淡青色, 713～715が暗灰緑色, 716が淡灰緑色

で，素地は712．714．716が灰白色, 713が暗灰色, 715が暗灰黄色である。

717は口縁が短く水平に屈曲する白磁・碗で，高台内の外底面に高台に寄せて墨書がなされて

いる。解読できないが， 「進」 「遠」など部首が「しんにゅう」のものかとみられる。直立する深

い削り出し高台をもち，内面には体部と丸味の強い内底面の境に削り出しによる円圏を設けてい

る。外面の体部下端には縦位のケズリが顕著に認められる。外面は体部の比較的上方まで露胎で，

内面にはごく薄く透明釉が施されている。高台径6.05cmである。色調は，素地が灰白色，施釉部

分が明灰白色である。

e.近世陶器皿(718) ･椀(719)各1点がある。

718は口径13.0cm,器高3.45cmの溝縁皿である。ごく浅い削り出し高台をもち，内底面には重ね

積みの痕跡がみられる。内面全体から口縁外面にかけて白色の長石釉が施されている。外面の体

部から高台にかけては露胎である。この露胎の外底面を中心に黒褐色のススが付着している。素

地の色調は淡黄褐色である。719は口径14.lcmの椀で，外上方にやや内湾気味に延びた口縁部の

外面を凹ませて端部を丸く納めている。内面から外面口縁部にかけて白化粧土を塗布した上から

淡緑色の釉薬を施している。外面体部下半の露胎部分には回転ナデ，その下位には回転へラケズ
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リが観察される。露胎部分の色調は淡黄褐色である。

②土製品（727．728．731） 棒状士錘3点がある。

727．728は棒状士錘の完形品である。細長い円柱状の両端をやや凹ませて円孔を穿ち，上端面

の中央に浅い溝状の凹みがみられる。穿孔部分の断面形は扁円形， ほかはほぼ正円形である。

727は長さ9.2cm,穿孔部分の径1.6×l.9cm,ほかの部分の径1.9～2.0cmで，孔径0.6～0.7cmである。
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第64図調査区内出土土器実測図(3) (1:3)
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色調は淡榿色である｡728は長さ8.8cm,穿孔部分の径1.35cm×l.9cm,ほかの部分の径l.6cm,孔径

0.6cmで, 727よりもやや小振りである。色調は淡黄褐色～榿色である。731はこれらと同一形態

の約1/2の破片で，現存長6.5cm,穿孔部分の径1.8cm×2.lcm,孔径0.5～0.7cmで，色調は淡榿色～

灰黒色を呈する。法量は727に近いが，全体に磨滅が著しい。

③瓦（745.747） 平瓦2点がある。

いずれも小破片で， 745は凹面布目痕，凸面格子目叩きで，側端面には横方向の擦痕がみられ

る。747は凹面布目痕，凸面は凹凸が顕著で手づくね調整かとみられる。

④鉄製品（759．760．763） 刀子状鉄製品1点と用途不明品2点がある。

759は刀子状のもので，現存長5.3cm,幅0.5～l.3cm,厚さ （背部) 0.3cmで，切先と茎部を失っ

ている。760は径4.7cm×4.8cm,厚さ0.2～0.3cmの円板状の用途不明品である。763は太い釘状のも

のが曲がったものかと考えられる。上がほぼ方形の頭部，下が丸味の強い尖端と思われる。現存

規模は，長さ4.lcm, 152.4cm,厚さ （最大) 1.45cmで，身部の断面はほぼ方形とみられる。

⑤木製品（788～790） 円板状木製品，羽子板状木製品，柄の3点がある。

788は23.45cm×11.0cm,厚さ0.8～0.9cmの半円形の板状製品で，径23～24cm程度の円板状品であ

ったと思われる。縁辺には表裏両面とも面取りがなされている。789は羽子板状製品で，現存規

模は長さ26.6cm,幅2.1～6.7cm,厚さ0.5cmで，左側辺下半の表裏両面には面取りがなされている。

上辺と下端に原状が窺われ， これらから少なくとも縁辺が曲線を描く板状品を転用したものとみ

られるものの，左側辺下半の面取りを除けば特に二次的な加工はみられない。左側辺上半と右側

辺は割れ面を残す。左側辺上半近くには桜のものと思われる樹皮による綴じがみられ， この製品

が元来は曲物の底板であったことを窺わせる。790は製品の柄の部分で本体部分は殆ど失われて

いる。現存規模は，全長17.lcm,柄の長さll.lcm,本体下端径3.4cm,柄根元径2.6cm,柄先端径

3.4cmである。いずれも横断面形は不整円形である。本体部分も柄も表面を縦方向に削り丸味を

もたせている。柄先端の端面は細かい面取りをしている。
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第3表遺物一覧表単位cm*@;○は「回転糸切I)｣,△は「回転へラ切り｣。*@;Oは通常の板目痕，△は筵目状の板目痕。
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遺物番号 器種① 器神(2) 器椒(3) 類剛 出-t泄柵 口径 器高 底律 低平底 底部*(1) 板目痕*②

1 土師質土器 小lIl ACⅢ SBlP2 8Ⅸ） 1.35 5.帥 0.17 ○ ○

2 土師質土器 小lI1 ACⅢ SBlP‘1 8．40 1.劇） 5.‘10 0．18
（
叩
ｆ
● ○

3 土師質土器 皿 Ccm SBlP5 12.75 2.帥 7.30 0.22 ○ 一

‘1 土師質土器 椀 SBlP7 8.60

5 土師質土器 杯 Cbm SB2Pl 11.95 3.Ⅸ） 8．10 0.3(）

6 t師質土器 椀 SB2Pl 10.65 3.駅） 4.55 0.34
再
〃
４ 土師質土器 椀 SB2Pl 5.Ⅸ）

ー

8 土師質土器 小lIIl Aaln SB3Pll 7.05 ､20
字
、 05 0.17 ○ △

9 土師質土器 小IHl Aam SB3P20 7．10 ､20 5 40 0.17 ○ △

0 土師質土器 小Ⅲ Aam SB3P20 7.65 ､4(） 6 10 0.18
９
．

1 土師質土器 小皿 Cam SB3P20 8.(X） ､20 6 10 0.15 ○

2 土師質土器 小Ⅲ1 Cbm SB3P 3 8.35 ､15
Ｐ
恥
》 ‘10 0.14 ○

3 土師質土器 杯 Aam SB3P 4 2．05 3.1(） 8.55 0.26

4 土師質t器 杯 CaⅢ SB3P ２ 2‘()5 3.30 8.70 0.27 ○

5 土師質土器 杯 AaⅢ SB3P 3 3.(、

6 土師質土器 Ⅲ AaIn SB3P 0 2．15 2.95 8.3(） 0.24 ○
【
』 t師質土器 Ⅲ Aam SB3P 1 2．40 3.10 7.印 0.25 ○ ○

8 瓦器 椀 SB3P ２ 4.55 3.4(） 3.25 0.23 ー

9 輸入磁器 汁磁 碗(脱） SB3P ２ ‘1.帥

20 輸入磁器 白磁 lⅢ SB3P
再
Ｊ
ｇ 4,45

21 須恵質．t器 椀 SA3I〕3 2,85

22 輸入磁器 汁磁 碗（雌） SA'1P3

23 土師質士
即
謡
卿

乢
〆
珈 小IⅢ ACⅢ A P2 8‘75 ､20 6.(X） 0.14

24 土師質二I 器 小IⅢ ccⅢ A P3 7,30 .'(） 5.20 0.15 ○ △

25 土師質音｛
聞
諄
叩

叱
戸
ね 小Ⅲ Acm A P3 7.40 ､30 5.40 0.18 ○ ○

26 土師質土器 小Ⅲ AclH A P3 8.10 ､10 6.(X） 0.14 ○ ○

27 土師質土器 小Ⅲ Ba、 A P8 7.45 .50 5.30 0.20 ○

28 土師質土器 小Ⅲ Dam A P 0
【
〃
８ 65 ､35 5.3(） 0．18 ○ ○

29 土師質土器 小M1 CcⅢ A P 0 8 10 15Ｊｊ■ 6.35 0．18 未調繁

30 土師質土器 小Ⅲ CcⅢ A P 0 9 25 ､15 8.3(） 0．12

31 土師薇土器 椀 A P 1 11 似）

32 土師質土器 '1 Ⅲ ACⅢ A P
、
〃
』

【
〃
ザ 35 0.95 4.95 0．13 ○ △

33 土師質土器 '1 lⅢ Dal A P 4 7.20 1.70 5.釦 0.241 ○

34 土師質二I
⑪
畢
凹

叱
〆
、 '1 Ⅲ Aam SB5P9 8.10 1.劇） 6.40 0．19 ○

35 土師質二I 器 '1 ⅢI Aam SB5Pl 8.帥 1.8(） 7.25 0.21 ○

36 土師質I 器 +1 Cam SB5P9 11.Ⅸ） 7．10

37 土師質」 器 椀 SB5P9 11.帥 3.30 ‘I 10 0.28 ○

38 土師質土器 小IⅢ Bcm SB7Pll 8．10 1.20 6 〔X） 0.15 ○

39 土師質土器 小皿 Cam SB7Pll 8，55 1.30 6 70 0.15 ○

40 輸入磁器 背磁 碗（鮒） SB7P4 ｡’ 劇）

41 上師質土器 小皿 AC、 SB9Pl 7.‘10 1.15 530 0.16 ○ ○

42 土師質土器 杯 BC I SA5P4 12 Ⅸ） 3.85 6.‘10 0.32 ○

‘13 土師質二'二器 椀 SA5P9 10 Ⅸ） 3.30 033

44 土師質土器 椀 SA5P4 10 Ⅸ） 5.釦

‘15 土師質k器 小皿 ACⅢ B P2 6 85 1.釦 4.75 Oe22 ○

46 土師質土器 小皿 Aam B P2
毎
Ｊ
■ 〔X） 1.20 4.Ⅸ） 0.17 ○ ○

47 土師質土器 小皿 Ccm B P2
『
ｊ
日 ‘10

418 土師質土器 小皿 ACⅢ B P2 8 10 1.75 5.卯 0．22 ○ △

49 土師質土器 皿 DC、 B P2 11.瓢） 2.05 7.85 0.18

釦 t師資t器 椀 B P2 9.‘1(）

51 瓦器 椀 B P2 5.()5

52 土師質二l器 小ml Aal B P‘I 7.15 1．65 4.40 0．23 ○

認 土師質土器 小皿 Aam B P7 9 05 1
~一

イ、 7．10 0．20 ○

51 土師質土器 Ⅲ Aam B P7 11 Ⅸ）
ワ
ー 帥 7.10 0．25 ○

一一

、｡ 瓦器 小皿 B P8
【
〃
日 Ⅸ） 1 110 6.副） ().18 桁

弱 土師質土器 杯 Aal B Pl2 10 70 3 75 6.帥 0．35 ○
ーー

ひイ 土師質土器 小ml Cam SD‘I
【
“
■
■ 70 1 65 5.帥 0．21

旬
〃
●

銘 土師質土器 杯 Cal SD5 8 70 3 05 6.10 0．35 ○

59 土師賢t器 杯 Cbm SD5 10 帥 3 Ⅸ） 8 Ⅸ） ().28 ○

帥 土師質土器 小ml Aam SD6
【
ｊ
■ 劇） 1 15 6 、 0．19 ○

61 土師質土器 杯 Cam SD6 12 ” 3.帥 8 卸 0 ○ ー

62 土師質土器 小IHl Aam SX
一
。 ‘10 ().85 4 40 0．16 ○

“ 土師質土器 小皿 Ccm SX
【
ｊ
Ｕ 20 ､35 5.30 0．19 ○ ○

創 土師質土器 小Ⅲ1 BaⅢ SX 7.20 ､3(） 5.帥 0．18 △

65 土師質t器 小皿 DCⅢ SX 7.‘10 ､20 5.3(） 0,16 ○ ○

“ 土師質土器 小皿 DCⅢ SX 8.帥 .40 6.(X） 0.18 ○ ○

67 土師質土器 小皿 ccⅢ SX 7.40 ､30 ‘1.Ⅸ） 0．18 ○

68 土師質土器 小皿 Ccm SX 7.割） 30 5.70 0.17 ○ ○

69 土師質土器 小皿 CcⅢ SX 7.駅） ､15 5馴） 0.15 ○

70 土師質土器 小皿 Dal SX 8.40 ､15 6.鋤 0.26 ○

1 土師質土器 小皿 Cal SX 7.” 85 ().23

2 土師質土器 小皿 cflm SX 8.釦 ､65 7.(X） 0.19 ○

3 土師質土器 杯 Ca l SX 0.20 3．55 5.80 0.35

4 土師質土器 杯 Aa l SX 1．20 3．75 6.帥 0.33 ○
Ｐ
『
》 土師質土器 杯 Cam SX 1.(、 3．20 6.70 0.29 ○

76 土師質土器 杯 Ccm SX 3．10 3.釦 7.70 0.27 ○ ○

弓
〃
０

戸
Ｊ
Ｏ 土師質土器 Ⅲ1 BAI SX 9.帥 2.60 7.30 0.27 ○ ○

78 t師質土器 皿 Cam SX l‘85 9.40

79 土師質土器 IⅢ Cam SX 1．70 2‘65 9.2(） 0．23 △



単位cm *@;○は「回転糸切り｣，△は「回転へラ切り｣。＊②；○は通常の板目痕，△は筵目状の板目痕。
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遺物番号 器種(1） 器祢② 器稚(3) 類珊 出土泄柵 口徒 器商 底徒 低平腱 底部*(1） 板目痕*(2)

帥 土師質土器 皿 Dal SX 12.‘10 3.20 8．80 0.26
〆、

Lノ ○

81 土師質土器 皿 cc、 SX 12.副） 2.55 8.‘15 0 ○

82 土師質土器 椀 SX 9‘80 3Ⅸ） ‘1.鋤 0.‘11

鰯 土師質土器 椀 SX 12．．15 ‘1.10 5.‘1(） 0.33

84 土師質土器 鍋 SX 33.20

85 瓦器 椀 SX 1.1.20

“ 須恵質土器 椀 SX M､20 5.帥 6.‘10 0.‘11 △

87 輸入磁器 青磁 碗（舵） SX 11.帆） 一

88 輸入磁器 宵磁 碗（龍） SX 5.(、

89 輸入磁器 青磁 碗〈猟） SX ー ‘1.劃）

” 輸入磁器 青磁 皿（龍） SX 9.70 2.jlO 3.40 0.25

91 輸入磁器 青磁 皿（同） SX 10.35 1.65 ､1.10 0，16
《
叩
伊
争

92 輸入磁器 青磁 合子韮 SX

93 輸入磁器 白磁 碗 SX l‘1.帥

鋼 輸入磁器 白磁 碗 SX

95 輸入磁器 白磁 ml ー SX 12.帥 2．‘10 5.80 0．19

96 輸入磁器 青白磁 ml SX 6.60

97 土師質土器 4 皿 Abm SE 7.‘10 1.3(） 6 70 0.18 ○

98 土師質土器 4 皿 Aam SE 7.70 l‘(X） 6 副） 0’13 ○

99 土師質土器 イ 1m DaI SE 7‘卵 1.帥 5 (剛 0.2‘1 ○

'㈹ 土師質土器 4 皿 Dam SE 8.劇） 1.7(） 6 60 0.20 ○

101 土師質土器 胴 SE 6 60 ○

l舵 土師質土器 鼎 SE 5.60 ○

l“ 土師質土器 御 AaI SE 11.Ⅸ） 3.Ⅸ） 7.20 0.35 ○ ー

l“ 土師質土器 判 Aal SE 11.3(） 3.甑） 7.05 0,35 ○

105 土師質土器 脚 Aal SE 11.10 3.甑） 7.20 0.35 ○

l(略 土師質土器 州 ACⅢ SE ''1.3(） 4.2(） 8‘50 (),29 ○

107 土師質二'二器 椀 SE 1().劇） 3.65 4.20 035

108 土師質土器 皿 Aal SE 11．1(） 3.1(） 6.90 0,28
（
叩
グ
ｒ
ｅ

l的 土師質土器 ml Aal SE 11.05 2 Ⅸ） 7.(X） ()‘26 △ ○

110 土師質土器 lHl Aam SE l().Ⅸ） 2
Ｐ
『
》

再
Ｊ
ｇ
ｇ 6.65 0．25

ｍ
〃
‘
●

111 土師質土器 ml CaII SE 11.1(） 3 副） 6.40 ().32

112 土師質土器 Ⅲ1 SE 15,2(） 4 l(） 830 0．27

113 丘世陶器 皿 SK 11.Ⅸ） ２ Ⅸ） 3.(X） O腸24

114 丘世陶器 Ⅲ ー SK 12.1(） 3.20 3 95 ().26

115 丘世陶器 Ⅲ1 SK 13.05 3.似） 4 (X） ()23

116 丘世陶器 皿 SK ‘1 70 ー 一

117 丘世陶器 皿 SK 12.1(） 3ぷ） 3 ()31

118 丘世磁器 碗 SK 10.8(）

119 近世磁器 碗 SK 10.‘l(） 7.(X） 小10 ()惨67

120 瓦 軒丸瓦 SK

121 瓦 軒丸瓦 SK

122 瓦 平瓦 SK

123 鉄製品 1M途不珊品 SK

124 土師質土器 小皿 Ccm SBllP3
~毎一

イ.J、 1.2(） 6・20 0.15 ○

125 瓦器 椀 SBllP3 15.7(）

126 土師質土器 鼎 DaII SBllP7 10．30 3.鋤 7.10 ().37 ○

127 土師質土器 '1 Ⅲ1 cc、 SK‘I 6.‘10 1.3(） ‘1.釦 ().20 △ △

128 土師質土器 イ 皿 Aal SK‘1 7.㈹ 2.頓） 5.30 ().26 ○

129 土師質土器 '1 皿 Aal SK4 7.劇） 1.帥 5.85 0.21 ○

130 土師質土器 冊 Aal SK4 11.獣） 3.帥 7.20 ().31 ○

131 土師質土器 皿 AC、 SK‘1 12.20 2.Ⅸ） 7.説） ().21 ワ
● ○

132 土師質土器 皿 Bcm SK‘1 】5.1(） 2.55 9．10 0.17
？
。 ○

1羽 土師質土器 小ml Cam SD9 7.20 1.2(） 6.㈹ 0．17 り
ゆ

1劃 土師質土器 小皿 cc、 SD9
ーーｰ

J，』｡ 1.瓢） 5.95 0．15 ○

135 土師質土器 小ml Ccm SD9 7.劇） 1.3(） 6.20 0．17 ○

136 土師質土器 小ml Cam SD9 8.1(） 1.駅） 6.‘15 0 ○
137 土師質土器 小ml Ccm SD9 8.2(） 1.‘15 6,20 0.18 ○

l銘 土師質土器 小皿 Cam SD9 8.65 1.70 6.帥 〔).20 ○ ー

139 土師質土器 小ml Aam SD9 8.20 1.75 6.10 0 ○
ﾙ10 土師質土器 小皿 Aam SD9 8.20 1．75 6.帥 ().21 ○ △

141 土師質土器 杯 Cam SD9 11.Ⅸ） 3.10 8.帥 0.26 ○
142 土師質土器 杯 Cam SD9 11.85 3.30 7.65 0 ○ ○
143 土師質土器 皿 Cal SD9 11．30 2.(殉 7.70 0．26

戸、
とノ ○

ルル1 土師質土器 Ⅲ Ccm SD9 13.帥 3 10 8.20 0.24 ○ ○
ﾙ15 土師質土器 皿 Ccm SD9 13帥 3 25 8(期 0.241

146 土師質土器 皿 Ccm SD9 12.帥 3 10 6.75 0.24 ○ ○
147 土師質土器 皿 Dam SD9 12.帥 3 25 9 鋤 0.25 ○

の
〃
●

148 土師質土器 皿 ACⅢ SD9 13.‘10
【
Ｊ
Ｕ 7(）

149 土師質土器 皿 Ccm SD9 12.70 2‘85
戸
ｊ
Ｕ 劇） 0 ○ ○

l釦 土師質土器 皿 Cam SD9 M､25 2.帥 10 10 0.20 ○
151 瓦器 椀 SD9 15.(X） 3.65

Ｆ
、
》 15 0

152 輸入磁器 青磁 碗（脳） SD 0 9.45

l認 瓦器 椀 SD 0 13.” 3，‘10 3．個） 0

I別 土師質土器 '』 1m Aam SB 3Pll 6.(X） ○
155 土師鷺土器 '1 Ⅲ1 ACⅢ SB 3Pll 9.70 1.8<） 5.30 0．19 ○
l弱 土師質土器 鼎 Cal SA ；P5 11.2(） 3.7(） 6‘3(） ().33 ○
157 土師質土器 '1 ml Aal SD 1 7.6(） 2.(、 5．10 026 ○
l器 土師質土器 '1 皿 Dam SD 1 8.3(） 1.85 5.卯 ().22 ○
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週物番号 器穐(1） 器棚(2) 器抑(3) 蕪剥 出士澱横 口径 器高 底径 低平度 腹部*(1) 板H痕*(2)
59 _I 師質:I 器 fl Aam SDll 10.” 3"30 7．15 0.瓢） ○

Ⅸ） 二I 師質1 器 fl Da SDll 11.㈹ 3.釦 7.劃） 0．32 ○ △

61 二I 師質1 器 11 Aa SDll 11.30 4.側 7.80 0．35 ○

62 I 師質 1 器 刑 Aa SDll 11.3(） 3.70 6.割） ().33 ○

63 二1 帥質I
哩
矛
凹

乢
〆
ロ 肘 Aa SDll 11．40 3.帥 6.70 0．31 ○

“ 二1 師質二I
叩
》
み
凹

皿
〆
画 11 Aa SDll 11.釦 3.妬 7.70 ().33 ○

65 I 帥質I 器 11 Da SDll 11.㈹ 3.帥 7.(X） 0．31 ○

“ 二1 師蘭 1
皿
》
Ｆ
Ｍ

乢
〆
画 H Dam SDll 11．70 3.罰） 7.10 0.3(） ○

67 二I 師質」 器 椀 SDll 9.65 2.鋤 3．鋤 ().26

錦 I 師侭I 器 椀 SDll 10.4(） 3.側 3.“ ().29

69 」 師質二I 器 '1 IⅢ Dam SDll 7.釦 1.帥 ‘1.甑） ().21 ○

70 I 師質I 器 '1 Ⅲ AC SDll 7.40 1．95 5.‘10 0．26 ○

71 I 師質I 器 'I Ⅲ Ac l ’ SDll 7.8(） 1.65 5.30 0．21

72 二1 師従I 器 刑 Aa SDll 10.釦 3.75 5.70 0．36 ○

73 二I 師間1 器 fl Aa SDll 10．60 4.収） 6 70 ().38 ○
４
処
・

毎
Ｊ
■
？ I 師閥I

帥
鯵
卿＃ fl Aa SDll 10.70 3.帥 6 ” ().36 ○

~戸

ノ、 二1 師質二I
伽
夢
叫

几
戸
別 fl Aal ’ SDll 10.90 3.30 7 〔、 0.3(） ○

76 I 帥質I 腓 肘 Da SDll 10.80 3.帥
【
ゴ
〃
ロ
■ 【X） ().33 ○

77 二I 師灘I
伽
娠
叩＃ +イ Da SDll 10．80 3.75 7.20 0．35 ○

78 二I 師髄I
叩
亡
昨

乢
〆
Ⅱ ｲイ Ca SDll 11.側 3 110 7.1(） 0.31 ○

79 I 帥質I
帥
振
Ｍ１ 肘 Da SDll 11.00 3 7(） 6.60 0.3‘1

80 二1 帥質二I
Ⅲ
夢
叩

乢
〆
、 ｲイ Ca SDll 11.㈹ 3 別） 630 0.34 ○ り

81 二1 師徽I
叩
哩
師＃ 11 Da SDll 11.2(） 3 帥 6.80 0.35 ○

こ’ 師質二I 器 判 Aa SDll 11.10 3
再一

/、 7.脚 ().3‘1 ○

83 I 肺間I
卯
準
”

叱
〆
、 '1 Ca SD11 11.10 3.帥 7.10 0.32 ○

別 」 師貿I
冊
夢
”： ﾄイ Ca SDll 11.20 3.75 7.20 ().33 ○

85 」 帥質I 器 11 Aa SDll 11.20 3.80 6.80 0.3.1
′、
聖ノ

」 師従i 器 H Ca SDll 11.20 3.70 7.帥 0.33 ○

87 1 帥質！
叩
世
町

呪
〆
、 |イ Aa SD11 11.30 3.Ⅸ） 7.410 0.35 ○

88 二1 師質！ 器 ↑イ Aa SDll 11.20 3.Ⅸ） 6.70 0.34 ○

89 二1 帥蘭！
肥
哩
汀＃ H Aa SDll 11.40 3.70 8.40 0.3： ○

似） 」 師溌＃ 器 fイ Aa SDll 11.40 3.Ⅸ）
毎
Ｊ
９ 0.32 ○ ？

●

91 1 帥簡 ！ 器 椀 SDll 1020 3.駅） 3.70 ().35

I 師闘！ 器 椀 SDll 10．10 3.30 4.帥 0.33

93 二1 師f龍 器 椀 SDll 10 2.95 ‘ I 0.29

91 』 師蘭 ！
Ｉ
ご
伊
０

口
９
＋
守
口＃ 椀 SDll 10.10 3 3.40 0.32

95 二！ 師質』 器 椀 SDll 10．30

艶 二1 帥質！
叩
浬
汀

岨
〆
即 椀 SDll 10.30 3.30 3.鋤 0.32

97 I 帥質｛ 器 椀 SDll 10 ､1.㈹ 4.20 0.39

98 二1
時
孔
時
世ｉｉｆ 器 椀 SDll 10.釦 3.35 4.側 0．

99 I 帥蘭一 器 ↑イ Da SDll 10.40 3.4(） 6.70 0.33
〆、

Lノ

(X） 二1 師質二 器 H Aa SDll 10.卯 3.70 6.劇） 0．31 C

01 I 帥質 勝 fイ Aa SDll 10.卯 3.70 6.‘10 0．31 (へ、ｰ

2()2 」 師質 器 fイ Da SDll 10．70 4.10 6.帥 0.38 C

203 I 師賀
岨
『
虚＃ ↑イ Da SDll 11.60 3.帥 6.20 0.33 C

2(川 二！ 師溌 器 ｷイ Ba SDll 11.側 3.駅） 7.‘10 0.35 rへ連ﾛゴ

205 I 師涜 器 N Ca SDll 1120 3.70 6.30 0.33 C

2(応 土師簡二 器 ｷイ Aa SDll 11.40 3.7〔） 6.” 0.32 C ○

207 土師蘭
叩
起
源： 椀 SDll 9.8(） 2.帥 3 鋤 0.30

208 l:師質
師
》
Ｆ： 椀 SDll 10.40 2.90 3 帥 0.28

2(吟 土師質 器 椀 SDll 10.30 3.30 3 10 0.32

2 0 土師賀 器 小1111 Ab A 包含層 6．10 1.5(） 6 側 0.25 C
り
】 1 土師髄

’
’
二
二

町
亡
町

呪
〆
叩 小IIIl Aa A 包含噺 6．15 1 45 4.30 0 2'1 ○

、
〃
』
ワ
ー I 師蘭

ｋ

幸
幸

脚
疹
“

ｍ
ア
閲 小1111 Ab A 包含屑 6.20 2 40 ‘I.(X） 0 39 ○

2 3 」 師鷺二
ｔ

一
一

器 小1111 Aa A 包含肘 6.40 2 Ⅸ） 5.側 0 31 ○
リ
】 ‘I 」 llli質 ｋ一

一

脚
緑
川

岨
〆
別 小Ⅲ Da A 包含府 6.45 2 ㈹ ‘1.3(） 0 31 ○

叩
〃
』 5 I II1j間

ｔ

一

凹
準
脚

皿
〆
胸 小IⅢ Aa A 包含牌 6.劇） 1 90 5.30 0 29 ○

2 6 」 師簡二I 器 小IⅢ Aa A 包含層 6.釦 1 帥 5.列） 0 29 ○
心
〆
』

【
〃
０ 土師灘I

師
〕
師

皿
〆
Ⅵ 小IⅢ 、a A 包含崎 6.劇） 1 70 4.70 0 26 ○

ワ
』 8 I 帥賀I

例
や
ｒ

几
〆
刑 小lⅢ Aa A 包含屑 6.別） 1 卯 ‘1.劇） 029 ○

2 9 二1 師賀二I 器 小Ⅲ Da A 包含層 6 釦 2．35 4.30 ().36 ○ ○

220 」 師間I 器 小1m Aa A 包含肘 6 副） 2．10 ‘1．Ⅸ） ().32 ○

221 」 帥質I
帥
峰
即

叱
〆
側 小lⅢ Aa A 包含屑 6 60 1.m 5.劇） 0．26 ○

ワワツ
ーーー 二I 師質I

的
矛
叩

叱
〆
凹 小ⅢI Aa A 包含肘 6 60 1.帥 4.鋤 ().29 ○

223 1 師賀1
川
添
如

凪
〆
、 小皿 Ab A 包含層 6 帥 3.1(） 3.帥 0.‘17 ○

1 師質I 器 小Ⅲ1 Aa A 包含層 6 70 1.“ 5.30 0.2‘1 ○

ワワ
ーー

Ｐ
、 I 師間I 器 小Ⅲ1 AaII A 包含判 6.70 2.釦 4.帥 0.37 ○

226 二1 帥蘭 I
、
琶
町

岨
狩
卵 小Ⅲ Aam A 包含厨 6.75 1.45 ‘1.‘10 0.21 ○

')･）
一一

【
ｊ
Ｕ 」 帥質I 器 小1111 Aa A 包含暦 6.帥 2.(、 ‘1.3〔） 0.29 ○

228 」 師質1
曲
げ

ぬ
〃
、 小皿 Aa A 包含屑 6.帥 1．70 5.20 0

ー

○ ー

229 」 師間1 器 小皿 Aa A 包含咄 6.帥 2.㈹ 5．10 0.29 ○

23(） 1 師質！ 器 小皿 Ca A 包含層 6.帥 1.帥 5.2(） 0 ○

231 1 師質二i
卿
哩
啄３ 小皿 Aa A 包含肘 6.鋤 1.帥 4．20 0.28 ○

232 」 師質i
里
ず

い
毎
口 小皿 Aa A 包含層 6 ” 2.95 ‘1.20 ().‘13 ○

233 I 師質1 器 小皿 Aa A 包含層 6 95 1．70 4．20 0.2.1 ○

231 土師質1 器 小ml Aa A 包含塒
【
ｊ
ｇ ㈹ 2.20 4．70 0.31 ○

235 土師灘I 器 '1,皿 Aa A 包含層
再
Ｊ
口
早 ㈹ 2:35 ‘1.帥 0.3.1 ○

236 l:師質二I
叩
埋
画

哩
〆
画 小ml Aa A 包含屑

面
』 伽 2.20 ‘1.‘10 0.31 ○

237 土師質I 器 小111 Ca A 包含層
再
″
８ ㈹ 2.05 5.20 0.29 ○
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慨物番号 器抑(1） 器穂② 器穐(3) 翻瑚 出土逝櫛 口径 器商 庇碓 低半畦 底部*(1) 板'二I痕*(2)
238 土師F 二i 器 小皿 Aal ’ A 包含増 7.帥 1.30 5.1(） 0.19 ー

239 二1 師f 器 小皿 Ca A 包含層 7.帥 1.85 5.(剛 0.26 ○

2‘10 号i 師拶 二1 器 小皿 Da A 包含闇 7.側 2．10
P

、 0●30 ○ ○

2‘11 」 師凶 」 器 小皿 Da A 包含増 7.㈹ 2.Ⅸ） ‘1.鋤 037 ○

242 」 師＃ 二1 器 小皿 Da A 包含層 7.10 1．Ⅸ） 5.(、 0今27 ○ ○

243 」 師鼠 土器 小皿 Ca A 包含届 7.10 2.3(｝ 5.側 032 ○ ○

2414 二1 師、 土器 小皿 Ca A 包含崎 7.10 2Ⅸ） ‘1.80 0.28 ○

245 」 師W 土器 小皿 Ac l ’ A 包含層 7.20 1.帥 6(、 0.22 △？

246 二1 師＄ 土器 小皿 Aa A 包含層 7.20 2.10 41.80 0.29 ○

247 二1 師P 土器 小皿 Aa A 包含屑 7 2.10 ‘1.10 0．29 ○

248 二1 師＃ 土器 小Ⅲ1 Aa A 包含層 7.30 2.15 ‘1.80 029 ○

249 」 師質土器 小皿 Aa A 包含届 7.30 2.30 ‘1.20 032 ○

2駒 」 師貿土器 小皿 Ccl ’ A 包含肘 7.30 1.55 ‘1.60 0．21 △？

251 土師閲土器 小Ⅲ1 Db A 包含屑 7.40 2．15 5.4(） 0.29 ○

252 土師質ﾆﾋ器 小Ⅲ1 Ac l ’ A 包含珊 7.卵 1.‘10 5.80 0.19 ○ △

2認 土師質土器 小皿 Aa A 包含屑 7.釦 2.側 5.70 0.27 ○

251 土師質土器 小皿 Aa A 包含聯 7.鋤 1.帥 ‘1.20 0.24 ○

255 土師質土器 小皿 AaⅡ A 包含層 7.釦 2.帥 ‘1.20 035 ○

2弱 土師質土器 小皿 Aan A 包含層 7.鋤 2.70 5.㈹ 0．36 ○

257 土師質土器 小皿 Aal A 包含肘
ー0■4■

イ.｡｡ 1 95 5.側 0．26 ○

2銘 土師質土器 小皿 Aal A 包含層
－－－

イ.｡｡ 2 10 4.45 0 ○

259 土師質土器 小皿 Cam A 包含脳 7.釦 I 70 5.卯 0.22 ○

2Ⅸ） 土師質土器 小皿 Aam A 包含層 7.“ 1 釦 5.70 020 △
戸、
墓ノ

261 土師質土器 小皿 Aal A 包含墹 7.“ 2.20 4.Ⅸ） 0.29 ○

262 土師質土器 小皿 Cal A 包含層
〔
ｊ
ｇ Ⅸ） 2．05 4.40 0

ー

263 土師賀土器 小皿 Aam A 包含暇
再
Ｊ
■ 70 ､30 6.(、 0.17 ○ ○

2“ 土師質土器 小Ⅲ1 Aam A 包含屑
『
Ｊ
■ 70 ､40 6.20 0．18 ○

265 土師間土器 小皿 AaⅢ A 包含肘
【
ｊ
日 70 ､60 5.釦 0.21 ○

266 二1 帥闘二I 器 小IⅢ Bal A 包含屑
【
Ｊ
ｑ 70 ､30 ‘1,85 ()30 ○

267 二1 師質」 器 小皿 Cam A 包含届
【
ｊ
０ 75 .6(） 6.帥 ().21 ○ ○

268 二1 師質昌I
凹
夢
凹

軋
〆
洞 小皿 Cam A 包含糊 7.80 ､40 5.70 0．18 ○ ○

269 」 師賀二i 器 小皿 Aam A 包含届 7.80 ､鋤 5‘鋤 ().19 ○

270 」 師質i 器 小皿 Aam A 包含肘 7.80 ､30 6.側 0．17 ○

271 土師質二I 器 小皿 Aam A 包含届 7.帥 ､60 5.Ⅸ） 0.21 ○

272 土師質二i 器 小皿 Dal A 包含肘 7.鋤 2．10 5.釦 0 ○

273 土師質二1 器 小皿 Dam A 包含層 7.” 2.20 5．10 0.28 ○ △

274 土師質二1 器 小皿 Aam A 包含届 7.” 1.‘15 5.Ⅸ） 0． 8

275 土師質二I 器 小皿 Ccm A 包含肘 7.卯 1.30 5.70 0． 6 ○

276 土師晩I 器 小皿 Aam A 包含塒 7.” 1.75 6.副） 0． 2 ○

277 土師間二I
口
悪
】

ぬ
〃
画 小皿 Bcm A 包含層 8.側 1.30 5.” 0． 6 ○

278 土師質皇！ 器 小皿 ACⅢ A 包含層 8.帥 1.15 6.1(） 0． 4 ○

279 土師質ごI
“
罪
酎

、
〆
、 小皿 Ba l A 包含肘 8㈹ 2.(、 4.85 0．

ｰ

、 ○

280 土師健i 器 小皿 Aa l A 包含層 8.帥 2．15 5.副） 0．
一
Ｊ ○

281 :I 師質晶！
仰
》
好

卯
夕
、 小l]1 Aa I A 包含塒 8.卯 2.40 5.収） 0.30 ○

282 」 師質二I
凹
蓉
師

岨
安
、 小皿 Czl l A 包含層 8.(、 2.20 5‘35 0.28 ○

283 二1 師降I
帥
》
啄

蛆
夕
、 小皿 CaⅢ A 包含増 8．05 1.60 6.15 0.20 ○ ○

2別 土師間二I 器 小皿 Cam A 包含層 8.20 1.80 5 7(） 0.22 ○

285 土師質』 器 小皿 Aam A 包含肘 8.20 1.劇） 6 10 0． 8 ○ ○

286 土師薇i 器 小皿 Cam A 包含肘 8.40 1.55 6 10 0． 8 ？
■ ○

287 二i 師質1 器 小皿 ACⅢ A 包含咄 830 1．30 6 〔剛 0． 6 ○ ○

2鯛 ゴ 師質」 器 小皿 Cam A 包含層 830 1.帥 5.Ⅸ） 0． 9 ○ ○
289 :1 師質:1 器 小皿 Aa l A 包含層 8.40 2-潟 5.(X） 0．

ー

イ ○
2” 」 師質二I 器 小皿 ACⅢ A 包含咽 8.釦 1．20 6.30 0． 4 ○ ○
291 」 師質二I 器 小皿 Ccm A 包含肘 8.釦 1.釦 5.‘1(） 0． 8 ○ ○
292 ＆1 師質二1 器 小皿 Cam A 包含層 8.釦 1.70 6 副） 0.20 ○
293 1 師質』 器 小1m Cam A 包含届 8.帥 1.70 6

ハ
叩
Ｕ

｛

ｄ

ｏ 0.20 ○
294 」 師質二I 器 小皿 Aal A 包含崎 8．60 1,95 6 〔X） 0.23 ○
295 」 師質」 器 小皿 AbI A 包含層 8.帥 2.30

写
〃
日 70 0.26 ○ ○

296 ごI 師隣I
叩
亡
町

岨
が
Ⅷ 小皿 Aam A 包含層 8．80 l‘65 6.Ⅸ） 0.19 ○

297 二I 帥間二I 器 椀 A 包含塒 8.80 ○
298 」 師質二I 器 刑 AaⅢ A 包含層 980 2.90 7.” 0.3(） ○
299 土師質二I 器 御 AaI A 包含塒 9.80 3 25 5.(X） 0.33 ○
3“ 土師簡二i

口
ご
虚

処
〆
ロ 桐 AaⅢ A 包含闇 9.帥 2 95 6,30 0.30 ○

301 土師質二I 器 柵 AaⅡ A 包含層 9.” 3 95 5.Ⅸ） 0.40 ○
302 土師質皇i 器 桐 Aa A 包含屑 10.㈹ 3 15 5.帥 0． ○
303 土師質二i 器 杓 Ba A 包含層 10．10 3 40 6.10 0.31 ○ ○
301 土師質二i 器 御 Ba A 包含糊 10．15 3.20 6.(町 ().32 ○
305 土師箕I 器 判 Ba I A 包含咄 10.40 3.10 6.‘10 0.30 ○
3“ 二1 師質1 器 村 Aa A 包含届 10．30 3.帥 6.側 0.35

へ

、ノ

307 」 師質土器 判 Aa A 包含届 10.‘10 3.85 6.60 037
/ヘ

ロ

3肥 」 師質土器 御 Aa A 包含糊 10.釦 3‘10 6．15 0.32
？
。

3側 」 師間土器 御 Aa A 包含届 10.釦 3.‘1(） 7.(、 0.32 ○
3 0 こ’ 師質土器 何 Aa A 包含畷 10.印 3.駁） 7.30 0.33 ○
3 1 」 師簡土器 判 Aa A 包含樹 10′釦 3.劇） 5.4(） 033 ○
3 2 二I 師質土器 椚 Aam A 包含糊 10.釦 3.10 6.30 0.30 ○ ○
3 3 二1 師質土器 禍 BaⅡ A 包肯届 10.釦 3‘卯 5.7(） 0.37 ○
3 4 二！ 肺間土器 柵 Aal A 包含層 1055 3.70 6.劇） 0．35 ○
3 ５ 」 師質土器 判 Dam A 包含肘 10．55 3.05 7.70 0.29 ○
3 6 1 師間土器 判 DalI A 包含層 10.帥 3.45 6.帥 ().37 ○ ○？
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週物稀号 器穂(1) 滞神(2) 器種③ 類 出土泄栂 口掻 器高 底荏 恢平'な 底部*① 板目痕*②
317 土師質I 器 州 Cb A・包含肘 10．60 3.帥 6.70 0.36 ○

318 土師質I 器 ｷイ Aa A・包含塒 10．60 3.75 6.(、 0．35 ○

319 土師質冒1 器 肘 Aa A・包含判 10．65 3 5Ⅸ） 031 ○ ー

320 土師箕！ 器 H Aal ’ A・包含糊 10.70 2帥 7.70 0．27 ○

321 土師賢I 器 H Da A・包含糊 10.70 3.釦 7.鉛 0．33 ○

322 土師質土器 肘 Da A・包含墹 10.7(） 3.75 6.1(） 0．35 ○ ー

323 土師 k器 門 Da A・包含糊 10．70 3.75 6副） 0 35 ○

324 土師 t器 肘 Ba A・包含糊 l().70 3.30 6.40 0 31 ○

325 土師 土器 11 Ba A・包含塒 10.70 3.”
Ｐ
、
》 10 036 C’ ー

326 土師
聞
哩
師

叱
〆
、ｉ 佃 AaⅡ A・包含塒 1075 3.95 5 鋤 0 37 ○

327 土師 土器 ｲイ DaⅢ A・包含照 10．75 3 25
【
ｊ
●
。 〕0 0 30 ○

328 ｛ 師？f1
側
》
庁

叱
〆
恂 門 Da A・包含咽 10.帥 3 95

【
ｊ
９ 卿 0 32 ○ ○

329 」 師 」 器 佃 Aa I A・包含脳 l().Ⅸ） 3 10
【
Ｊ
ｄ
ｇ I(） 0 28 ○

330 皇I 師；虻」 器 枡 Ca A・包含咽 10.” 3 50 7 X） 0 36 ○

331 土師 土器 N Ba A・包含肘 11.10 3 90 6.鋤 0 35 ○

332 土師fft器 冊 Da I A・包含墹 1095 3.30 7.両） 0 30 ○ 一

333 土師侭駐土器 、 御 Ca A・包含肘 11.側 3.60 6.甑） 0 33 ○

334 土師f罰土器 判 Cb A・包含糊 11.側 3.40 8.‘10 0 31 ○

335 土師『f土器 卿 BaⅡ A・包含塒 11.05 4.25 5.30 0.38 ○

336 土師 土器 判 Dam A・包含脳 11.05 3.25 7.25 0.29 ○

337 土師 t器 柵 Aal A・包含制 11.10 4.05 6.40 0.36 ○

338 土師 土器 H Aal A・包含肘 11.10 3.60 6.30 0.32 r，し ○？

339 土師 l:器 fl Dal A・包含柵 1120 3.45 7.” 0.31 ○ ○

310 土師鷺 土器 H Aam A・包含制 11．20 3.25 7.20 0.29 ○

3‘11 土師 土器 +1 AaI A・包含咽 1120 3.70 7.卯 0.33 ○

312 土師 土器 H AaⅡ A・包含噺 11.20 4.25 6.60 0.38 ○

劉3 土師質二t器 ｷイ Aam A・包含制 11.20 3.‘1(） 6.30 0.30 ○ ー

3‘11 土師質t器 何 Dam A‘包含肘 11.20 3.25 7.40 0.29 ○ ○？

345 土師質土器 ｲイ Ba A・包含塒 11.20 4.収） 6.65 0.36 ○ ○

346 土師蘭土器 朴 Aa A・包含塒 11.20 3.45 7.30 0.31 ○

347 土師質土器 村 Ca A・包含塒 11.20 3.6(） 6.95 0.32 ○ 一

318 土師質'二器 朴 Aa A・包含咄 11.30 3.帥 7.40 0.32 ○

319 土師質土器 ｷイ Ba A・包含塒 11.30 3.釦 5.帥 0．31 ○

3釦 土師質l器 H Ba A・包含塒 11.30 4.30 6.帥 0.38 ○

351 土師質土器 H Da A・包含肘 11.30 3.75 6.” 0.33 ○ ○？

352 土師質k器 何 Da A・包含脳 11.30 4.伽 7.” ().35 ○

3認 土師質土器 脚 Da A・包含柵 11.30 3.帥 6.” 0．31 ○

351 土師質土器 椚 Cb A・包含肘 11.30 3.55 8.20 0.31 ○

355 土師質k器 佃 Aam A・包含脳 11.35 3.40 8‘30 0.30 ○ ○

3記 土師質土器 11 Aam A・包含肘 11.35 3.30 6.05 ().29 ○

357 土師質上器 冊 Dal A・包含塒 11.35 3.釦 7.10 031 ○ ○

358 」 師質土器 N AaⅢ A・包含塒 11.‘10 3.10 8嵐） ().27 ○ ー

359 」 師質I 器 ﾄイ Dam A・包含別 11.卵 3.15 8.(X） 0‘27 ○

36(） 」 師質1 器 N BaI A・包含肘 11.40 4Ⅸ） 6 70 ().35 ○ ー

361 」 帥質I
巾
哩
師＃ 佃 Aam A・包含塒 11.40 3.40 7 40 ()‘3(） ○

362 」 師質二I 器 判 CaⅢ A・包含塒 11.40 3.'15 7 5(） ().3(） ○ ー

363 二1 師質I 器 桐 Cal A・包合肘 11.40 3.帥 6 9(） ()‘32 ○

364 土師質」 器 肘 Dam A・包肯肘 11.釦 3.40 7 Ⅸ） 0．30 ○

365 土師質二I 器 N Dam A・包含肘 11.罰） 3.卵 6.8(） ().30 ○

弱6 土師質」 器 門 Bal A・包合糊 11.釦 3.85 6.4(） 0.33 ○

367 土師賢1 器 肘 Dal A・包含糊 11.釦 4.側 7.20 ()35 ○

3銘 土師質』 器 刑 Cam A・包介糊 11.㈹ 3.側 7.Ⅸ） 0.26 ○

妬9 土師質二1 器 制 Dam A・包含咄 11.㈹ 320 82(） ().28 ○ ー

370 土師質I 器 刑 Cbl A・包含墹 11.帥 3.75 7.別） 0.32 ○

371 土師質土器 N BaⅢ A・包含糊 11.釦 3.釦 6 Ⅸ） 0 30 ○

372 土師質土器 門 Dal A・包含咄 11.70 3.鋤 6 副） (） 33 ○

373 土師質.t器 櫛 DaⅢ A・包含柵 11.帥 3.側 8 Ⅸ） 0 25 ○

374 土師質土勝 Iイ BaⅢ A・包念脳 12Ⅸ） 3.60 6 10 0 30 ○

375 土師賀I
Ｍ
準
叩＃ H Aal A・包含肘 12.側 3.卯 7‘3(） 0 33 ○

376 土師質ごf
口
悪
叩

蛆
〃
Ⅶ H1 Aa l A・包介塒 l().卵 2.80 7.’10 0 ○

377 土師質二I 器 Ⅲ Cal A・包含肘 l().卯 3.20 6‘9(） 0 29 ○

378 土師間！ 器 ml Aa I A・包含塒 11.頓） 3.05 7.(町 (】 28 ○ ○

379 土師質1
脚
》
廊

几
〆
胸 ml Cam A・包含咄 11.10 3.20 7翁(X） 0 29 ○

380 土師質二I 器 IⅢ CaI A・包含肘 11 3.20 8.30 0 29 ○

381 土師質1 器 皿 Aa A・包含肘 11.“ 280 8.2(） 02‘1 ○

382 上師質土器 Ⅲ Aa A・包含咄 11.鋤 3.20 8.10 ().27 ○

3縄 土師賢1 器 皿 Ccl ’ A・包含肘 11.” 2.70 7.70 0.23 ○ ー

381 土師質1 器 皿 Ca A・包含肘 12.20 3.25
~ーP

イ.jO 0.27 ○ ○

385 土師質」 器 皿 Ca A・包含糊 12.20 3.30 8Ⅸ） 0.27 ○

386 土師質二I 器 皿 Ca A・包含肘 12.20 3.20 8 0.26 ○

387 土師質土器 ⅢI AC、 A・包含崎 12.30 2.35 7.20 0.19 ○

388 上師質土器 Ⅲ Cam A・包含卿 12.30 3.1(） 9.10 0.25 ○ △

389 土師質ﾆﾋ器 1m Ccm A・包含咽 12.40 3.10 8.Ⅸ） 0.25 ○ ○

3帥 土師蘭土器 lⅢ CcⅢ A・包含糊 12.釦 3.Ⅸ） 7.90 0.2‘I ○ ○

391 土師質土器 Ⅲ Cal A・包含肘 12.釦 3.50 7.鋤 0.28 ○

392 土師質i:器 Ⅲ1 Aal A・包含脳 12.帥 8.40

393 ･12師賀土器 1m Cal A・包含肘 12.帥 3.60 9.(X） 0．29 ○ ○

391 土師質土器 皿 CaⅢ A・包念肘 12.70 2.95 8.20 0．23 ○ ○

395 土師質l:器 Ⅲ1 CaⅢ A・包含肘 12.70 3.側 920 0．24 ○
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遺物祷号 器械 器穐② 器種(3) 矧刷 出土通撫 口禄 器高 底維 低平畦 底部*(1) 板目痕*(2)
3妬 土師闘1 器 皿 CaⅢ A 包含届 12.70 3.側 9.60 0.24 ○

397 」 師質1 器 皿 Cam A 包含肘 12.” 3．10 830 0.24

398 二i 師質」 器 皿 cc、 A 包含塒 13.“ 2.甑） 870 0.22 ○ ○

3” 」 師質二i 器 皿 Ca l A 包含届 13.㈹ 3.劇） 8.帥 0.28 ○ △

4(、 土師質二I 器 皿 ACⅢ A 包含肘 13.10 3．Ⅸ） 8.70 0 ○

401 土師質二i 器 皿 Ccm A 包含届 13.20 2.85 6‘” 0.22 ○ ○

4蛇 土師質:i 器 椀 A 包含層 8.劃） 2.40 3‘75 0．28

4鯛 土師質｣ 器 椀 A 包含塒 9.側 2.80 310 0．31

401 土師質1 器 椀 A 包含塒 9 10 2.〔X） 3.(X） 032

405 土師隣I
⑩
》
面： 椀 A 包含層 9 10 2 60 3.帥 0.29 ー

4“ 土師間」
㈹
琶
吋

、
ア
開 椀 A 包含屑 9 20 2 95 ‘1.(X） ().32

407 土師質昌I 器 椀 A 包含肘 9 70 2 95 ‘1.2(） ()30

408 t師質二I 器 椀 A 包含層 9 40 2 70 2.Ⅸ） 0.29

4側 土師髄I 器 椀 A 包含恥 9 70
咽
〆
』 60 MO ().27

4 0 土師賢I 器 椀 A 包肯屑 10 ”
リ
》 馴） 3.80 0.29

4 1 土師質」 器 椀 A 包含塒 10 ” 3 ‘15 ‘1.20 0.35

4 ワー 土師側I 器 椀 A 包含厨 10 10 3 15 ‘1.1(） 0.31

4 3 凡質土器 鍋 A 包含増 ､20 一

4 4 土師質土器 鍋 A 包含増

｡’
《
③ 縦恩賞土器 鍋 A 包含届

4 6 輸入懲器 青磁 碗（肥） A 包含聯 17-40 一

4
【
〃
■ 輸入磁器 背磁 碗（龍） A 包含届 ‘1.75

4 8 輸入磁器 青磁 碗（砲） A 包含塒 6.帥 4.20

4 9 輸入磁器 背磁 碗（龍） A 包含層 ‘1.85

420 輸入磁器 青磁 碗（稜・剛） A 包含畷 11.㈹ 一

421 輸入磁器 i¥磁 碗（龍） A 包含局 8.20

422 輸入磁器 冴磁 Ⅲ（同） A 包含糊 ‘1.85

423 輸入磁器 1V磁 香炉？ A 包含層 17.05

424 輸入磁器 白磁 碗 A 包含咄 － ー

425 輸入磁器 肖磁 碗 A 包含屑 16.‘10

426 灰袖陶器 椀 A 包含層 9.65 3.70 ‘1.Ⅸ） 0．37

427 土師鷺土器 '1 皿 Aam C 包含榊 6.釦 1.30 5.叩 0.20 △ 雑なナデ？

‘128 1 帥質土器 '1 皿 cc、 C 包含層 6.劇） 1.‘10 ‘1.70 0 21 △ 脚緑ナデ？

‘129 二！ 師質二i 器 '1 1m Aa C 包含糊 6.” 1.75 6.Ⅸ） 0 25 △ 胤縁ナデ？

‘13(） 1 師質二i 器 4 皿 Ca C 包含職 7.(剛 2.㈹ 5.20 0 29 ○

431 二i 師質二！
咽
寿
哩

ｑ
Ｆ
ｐ '1 皿 Ab C 包含増 7.収） 1.Ⅸ） 6.30 0 23 △？ 肘誰ナデ？

‘132 二1 師擬！ 器 4 皿 Ca C 包含屑 【
ｆ 10 1.㈹ 5.20 023 ○ △

433 」 師質二I 器 '1 皿 Aa C 包含肘
【
ｊ
ｇ 40 1.8(） 6.(X） 0．24 ○

‘134 I 師質二I 器 4 皿 Ca C 包含届 【
』 釦 1.Ⅸ） 5.40 0.25 ○

435 」 師隣I 器 4 皿 Ac l I C 包含層
毎
Ｊ
。 70 1.70 6.釦 0.22 ○

436 二！ 師質;I 器 4 Ⅲ1 Aa C 包肴刷
【
ｊ
ｑ 70 2.Ⅸ） 5釧帥 ().26 ○

437 こ1 師儲I
ｍ
エ
叫

乢
〆
、 4 Ⅲ Aa C 包含肘 7.80 1.” 5.(X〕 0 ○

‘138 畠I 師質二I
脚
》
虎； 4 皿 Ac l I C 包含財 7.90 1.70 6‘(、 0.22 ○

439 皇I 師降I
岬
蓮
町＃ イ 皿 Aa C 包含肘 8.10 1.85 6.20 0．23 ○

‘1‘10 二1 師賀1 器 '1 Ⅲ Cc l I C 包含届 8.“ 1.60 5.60 0 ○

441 二1 師質1 器 ヤ Bb C 包含層 10.40 3.65 7.60 0.35 ○

‘1‘12 」 師慨I 器 ド Ca C 包含肘 10.40 3.80 6.70 ().37 ○

‘143 1 師質二I 器 ↑‘ Da C 包含層 10．40 3.70 6．70 ().36 ○

‘141‘I 」 師謎I 器 御 Aa C 包含糊 10.釦 3 15 6.30 0.33 ○

445 二1 師質二1 器 制 、a C 包含咽 10.㈹ 3 ” 6.帥 0.37 ○

446 」 師間二I 器 門 Ba C 包含増 10.㈹ 3 6(） 6 師 0．34 ○

447 二1 師質I
、
》
ｒ

ｎ
Ｐ
ｐ H Ab C 包含層 10.70 3 95

『
４
０ 30 ().37 ○

‘＃18 」 師質1 器 判 Ca C 包含層 10.帥 3 65
【
〃
日 l(） 0.33 ○

4‘19 二1 師質二1 器 何 Da C 包含制 10.卯 3 60 6 劇） 0．33 ○

‘1列 1 師擬I
”
》
毎
脚

皿
〆
旧 ｷイ Db C 包含層 10.卯 ‘1 10

『
‐
〃
■ Ⅸ） ().38 ○

451 」 師質冒I
閲
夢
凹

岨
歩
、 判 Aa C 包含屑 10.80 3 60 6 』10 0.33 ○

452 二1 師間こ’
閲
亡
町

皿
〆
恥 判 Aam C 包含層 11.(、 3 45 6 劇） ().31 ○

453 」 師質」
的
揺
卿

岨
〆
、 判 Aa l C 包含糊 11.10 3.80 6 ‘10 0．34 ○

4別 二1 師質二I
町
琶
町

蛆
〆
朋 御 Aa I C 包含層 11‘10 3.70 6 釦 0.33 ○

455 三I 帥蘭二I
、
蓮
町

皿
〆
、 枡 Ca l C 包含牌 11.頓） 3.7(） 7 劇） 0,34 ○

4弱 二I 師間」 器 脚 AじⅢ C 包含層 11．20 3.25 6 劇） ().29 ○？
457 二｛ 師質1

町
哩
町： 判 Ca l C 包含咽 11．20 3.55

『

〃

０ d10 0.32 ○
4銘 二1 師質二I 器 fl Ca l C 包含届 IMO 3 55

【

げ

〃 10 031 ○
4弱 吾I 師晩I

仰
せ
面： 肘 Da I C 包含塒 11.40 3

ーー

j○ 6.帥 0.33 ○
4帥 」 師質1 器 N Dam C 包含墹 11.40 3 ‘10 6.Ⅸ） 0.30 ○
‘161 」 師賢I 器 門 BaⅢ C 包含肘 11.㈹ 3 劇） 8.〔、 0．30 ○
‘162 二1 師質二I 器 刑 Cm C 包含肘 11.㈹ 4 〔X） 6．列 034 ○
4侭 1 師質二I 器 N An l I C 包含層 11.60 3 劇） 7.30 0．30 ○
‘1例 」 師質二I 器 脚 Ca C 包含肘 11.釦 ‘1 〔X）

【
が
り 20 ().31 ○

465
０
。
■
■ 師腿I 器 御 Da C 包含府 11.70 』1 l(）

【
〃
口
早 (X） 0.35 ○

‘166 1 師儲I 器 御 Da C 包含肘 11.40 3
八
叩
Ｕ

Ｐ

〃

０ 6” 0． ○
‘167 二f 師質二1

艸
夢
”

、
〆
、 判 Da C 何含届 11.80 3 Ⅸ）

『
ｊ
Ｕ (X） ().33 ○

‘168
、
●
Ⅱ
凸 師慨I 器 門 Da C 包含咄 11.帥 3 95

局
Ｊ
■ 10 0.33 ○

469 言I Ⅲii髄1 器 判 Db C 包含屑 11.80 3 Ⅸ） 8 〔X） 0.33 ○
‘170 」 MIiW=i

師
畢
即： 村 CaⅢ C 包含脳 12㈹ 3 65 8 10 0.30 ○

‘171 二1 &Ii賀二I 器 村 Cam C 包含卿 13.70 3 85 8 Ⅸ） 0．28 ○
4 I 肺閲-I

曲
拶
“

皿
夕
回 Ⅲ Aam C 包含崎 12.10

、
〃
』 7(） 8 ilO 0．22 ○

473 」 師質」 器 椀 C 包含層 10.(、 2 ” 3 110 0.29
4刺 21 師質｣ 器 椀 C 包含層 10．30 3 【X） 3.20 O‘：
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iIi物瀞号 器種(1） 器種② 器種③ 顛瑚 出士泄栂 口径 器高 底径 低平度 底部*(1) 板目痕*②

475 土師質土器 椀 C 包含咽 0.30 3.鋤 2.釦 0．31

‘176 t師質土器 椀 C 包含咄 0.30 3．40 3.釦 0.33

477 土師質土器 椀 C 包含層 0.30 3.“ 4.㈹ 0.35

478 土師質土器 椀 C 包含珊 0.釦 3.“ 4．10 0.34

‘179 土師質土器 椀 C 包含崎 0.70 3.帥 3.70 0.36

480 土師質土器 椀 C 包含肘 l‘70 3．10 4.釦 0.26

481 土師質土器 椀 C 包含墹 1．70 3.60 4.30 031

･182 土師質土器 椀 C 包含制 2.30 3.30 4.釦 0.27

483 輸入磁器 青磁 碗（龍） C 包含脳 7‘30
一

‘181 '二師質土器 小皿 Abn A ③咄 5.80 2.15 4.40 0.37 ○

485 土師質土器 小皿 Aa A ③職 6.25 1.鋤 4.95 0,24 ○

486 土師質土器 小皿 Ca A ③肘 6,30 1.85 3.70 0.29 ○ 一

487 土師質土器 小皿 Da A ③明 6.35 1.帥 4.10 0.28 ○ ー

488 土師質土器 小皿 AC ’ A (3)咽 6.副） 1.30 5.10 0.20 △？ ー

489 土師質土器 小皿 Ca A ③刑 6 5(） 2.10 4.20 0．32 ○

‘Mx） 土師闘士器 小ml Ba ’ A ③脳 6 帥 1.‘10 4.80 0.21
ワ
。

一

491 土師質土器 小皿 Ba A ③糊 6 ㈹ 1.帥 5.30 0,27 ○

492 土師賀土器 小Ⅲ1 Ca A ③肘 6 6(） 2．10 4.20 0.32 ○ ー

493 土師質土器 小皿 Aa A ③肘 6 70 1．95 4.釦 0，29 ○

491 土師質土器 小皿 Aal ’ A ③肘 6 75 0.卯 5.詞 0．13 ○ ○

4195 土師質土器 小皿 Cb A ③脳 6 70 2.15 5.40 032 ○

4蝿 土師蘭土器 小皿 Ba A ③咽 6 75 1．75 5.45 0.26 ○

‘197 土師質1 器 小皿 Aa A ③将 6.80 2Ⅸ） 4.㈹ 0.29 ○

‘198 土師質I 器 小皿 Cb A ③墹 6.80 2.35 4.70 0.35 ○

dl99 二I 師質二I 器 小皿 AC A ③脳 6.” 1.” 5.70 0.25 △？ 周縁ナデ

説剛 」 師質二1 器 小皿 Da 八 ③咄 6.帥 1.“ 5.㈹ 0.23 ○

副)I 」 師貸1 器 小皿 Ca A {3 肘 6.卯 1.70 5.卯 0.25 ○

釦2 」 師質土器 小皿 Ca A (3塒 6.卯 2.30 4.釦 0．33 ○

郡3 二1 師質土器 小皿 Aa A (3 肘 6.帥 2.30 4．35 0.33 ○

劇)1 1 師質土器 小皿 Ba A ③肘 7.(、 2．15 4.帥 0.31 ○

瓢)5 土師質土器 小皿 Aa A ③肘 7.㈹ 2.㈹ 4．70 029 ○

知 土師質土器 小皿 Ca A ⑧肘 7診側 2.20 4.65 0.31 ○

鼠)7 土師質土器 小皿 Ca A ③肘 7.似） 2.20 4．05 0.31 ○

” 土師擬t器 小Ⅲ1 Ca A ③咄 705 1.95 5.伽 0.28 ○

馴卿 土師質土器 小皿 Da A ③脳 7.10 1.65 5.㈹ 0.23 ○

5 0 土師質土器 小皿 Aa A ③肘 7.10 1，95 4.70 0.27 ○

5 1 土師質土器 小皿 Aa A ③肘 7.10 4.70 ○
戸
⑨
ワ
ー 土師質土器 小皿 Aa A ③崎 7.10 l､卯 4.Ⅸ） 027 ○

5 3 土師闘士器 小1m Aa A ③脳 7.10 1.帥 4.卯 0.27 ○
一
勅 4 土師蘭土器 小ml Aal ’ A ③咽 7.20 1.列 5.10 021 ○ 一

５ 5 土師質土器 小皿 Aa A ④肘 7.20 2.20 4.70 0．31 ○

５ 6 土師質土器 小Ⅲ1 Ba A ③肘 7.20 2.30 430 032 ○ 一

Ｐ
『
〕 7 土師質土器 小1m Aan A 肘 7.20 2‘45 4.10 0．34 ○
Ｆ
Ｏ 8 土師蘭土器 小Ⅲ1 Aal A ③脳 7.25 2.‘10 4.駒 033 ○ ー

5 9 1 師質土器 小皿 Acm A ③咄 7.30 1.45 5.30 0．20
一
血
石
ｒ
● ○

5 (） ごI 師質土器 小皿 Cam A ③塒 7.30 1.40 5.40 0．19 ○ 一

521 二I 師質土器 小IⅢ Ca A ③聯 7.30 1．65 5．10 0.23 ○

522 二1 師簡土器 小皿 Da A ③増 7.30 1.” 5.70 0.26 ○ 一

523 」 師質土器 小皿 Ba A 副珊 730
ワ
』 4.㈹ 0．30 ○

52‘1 土師質土器 小皿 Aa ’ A ③塒 7.30 2.帥 4.釦 0.36 ○肺止？ ー

525 土師質土器 小皿 Aa A (3淵 7.‘10 2.30 4.75 0.31 ○

526 土師質土器 小皿 Ac I A ⑧聯 ７ 鋤 1．： 5.70 0.17 ○

527 土師質土器 小皿 Da A ③肘
弓
８ 釦 4.鋤 0.23 ○

528 土師質i器 小皿 Ac ’ A 〔3 糊
【
Ｊ
９ 釦 1.45 5.40 0．19 ○ ○

529 上師質土器 小皿 Da A 3判
【
ｊ
日 釦 1.帥 4.釦 024 ○

530 土師質土器 小皿 Ba A (斑墹 7.劃） 2．10 4.30 028 ○

認1 土師質土器 小､1 Ca A ③肘 7.釦 2.帥 ‘1.別 0.35 ○

認2 上師質土器 小皿 Ca A ③肘 7.3(） 1.帥 5.㈹ 0.25 ○ ー

認3 土師質土器 小皿 AC、 A ③墹
【
ｊ
■
０ 帥 1．10 6.側 0． 4 ○

土師質土器 小1m AC、 A ③肘
【
ｊ
Ｕ 6(） 1．40 5.㈹ 0 8 ○ ○

駁
戸

、 土師質土器 小皿 CalⅡ A ③刺
【
ｊ
ｑ 60 1.70 5陰帥 0． 2 ○ ○

駁 6 土師質土器 小皿 Aam A ｜③糊
【
ｊ
ｇ 70 1．40 6.駒 0． 8 ○

5：
【
Ｊ
８ 土師間土器 小皿 Aam A ③聯 7 70 1.駒 5.㈹ 0． 9

ー

5： 8 土師賀土器 小Ⅲ ACⅢ A 珊 7 70 1.40 6.釦 0． 8 ○ ○

5： 9 ﾆﾋ師質二l器 小皿 CcⅡI A 11 7 70 1.65 5.40 0.21 ー

5 0 -l:師質土器 小皿 Aa l A ③肘 7 70 2.10 4.40 0.27 ○

5 1 土師鷺土器 小Ⅲ1 Dal A ⑥塒 7.瓢） 1.55 5.脚 0.20 ○
戸

ひ 2 土師質土器 小Ⅲ1 Cam A (3)肘 7.帥 l‘7(） 5.帥 0.22 ○

5 3 I 師髄土器 小皿 CcⅢ A ③肘 7.85 1.55 6.10 0.20 ○
』■

ひ

Ｆ
１
■
■
■
■
。

‘1 I 師蘭土器 小ml Ccm A ③肘 7.Ⅸ） 1.40 5.70 0.18 ○

Ｐ
。

■
■
■
■
卓
卓

5 1 師質二l器 小Ⅲ1 cc、 A ③刺 7.帥 1．45 6.釦 0．18 ○

5
■
■
凸
■
■
。

6 I 師蘭土器 小皿 Aal A ③糊 7.” 2.伽 535 0.25 ○

5
■
■
Ｇ
Ｐ
Ｐ

Ｐ

｛
ｊ
ｇ ごI 師問土器 小皿 AC、 A 肘 7.95 1.20 5.帥 0．15 ○ ○

5 ｌ
。
・

8 土師質上器 小皿 Aam A ③肘 8.(、 1．40 6.帥 0.18 ○

5 １
．
・

9 t師闘土器 小Ⅲ1 Ccm A 極制 8.側 1．70 5.釦 0.21 ○ ○

i〕
戸
『
‐
】
■

0 三！ 帥質上器 小皿 Aal A ⑧糊 8.収） 1.” 5.側 0.24 ｡》

551 ゞi 師間土器 小皿 Dal A (ﾕ 咄 8.Ⅸ） 2” 5.釦 0.25 ○ △

一一

｡｡
ウ
】 1 師質土器 小皿 Cam A 肘 8.05 1．65 5.“ 020 ○

553 I 師簡土器 小皿 Cam A 3脳 8．10 1.慨） 5.鋤 0.20 ○ 一
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週物帯号 器械(1) 器椰(2) 器械(3) 類靭 Ⅱ 土遺構 口径 器高 底徒 低平I更 底部*(1) 板目痕*(2）
551 土師質1 器 '1 1m Aan A ‘3層 8 2.80 5.‘10 0.03 ○
ーー一

k)ひ｡ 」 師驚I
胴
ご
呼

乢
〆
、 '1 肌 ACⅢ A 暫 8-20 1.釦 5.20 0.18 ○

5弱 二1 師質二i 器 '1 IⅢ DC A 旦層 8.45 2.(X） 5.駅） 0 ○ △
ｰｰ~

｡、イ 」 師賢I
刑
》
幸
暫

軋
〆
回 '1 皿 cc A 亙閣 8.釦 2.30 6.帥 0.27

「
）

／
’
１
、

5発 土師賢！
伽
哩
可

皿
戸
口 '1 IIll Ca A 型層 8.帥 2.側 6.‘10 0.23 ○ ○

559 I:師質二I 器 11 Ba A 3層 9.帥 3.‘15 5.(X） 0.35 ○

知 土師賀」 器 朴 Aa A 亙墹 10－20 3.70 6.帥 0.36 ○

弱1 _I 師質1 器 H Ba A J崎 10．40 3.劃） 6.‘15 0,:）I ○ ○
弱2 1 師簡二I 器 H Aam A 3層 10．55 3.20 7.20 0.30 ○

髄3 1 師質1 器 朴 Dam A 愈呵 10.70 3．05 8.10 0.製） ○

記4 土師碇I 器 朴 Bal A 靭勵 10.70 3.帥 6.帥 0.36 ○
郭5 土師賀土器 ｷイ Bal A 3層 10．80 3.7(） 6.20 0．31 ○

郡 土師質土器 Ⅱ Ba l A 璽崎 10.85 3.55 6 10 0.33 ○

567 上師簡土器 N Cal A 靭層 l().85 3.副） 6 60 0.32

5鈴 t師賀土器 1イ DaⅢ A ③咽 10.Ⅸ） 2.帥 8 10 0‘27 ○
／、
Lノ

569 上師質土器 H Dam A 団層 l().唄） 295
『
〃
■
。 90 0.27 〆、

星ノ

570 土師質上勝 fイ Dal A 戦墹 10.帥 3.410
【
ｊ
口 5(） ()‘31 ○

571 土師鷺土器 H Dal A ③屑 l()‘” 3.65 6 10 0.33 ○

572 土師闘二I:器 fイ DaU A ⑧層 l().帥 4.40 5 ‘15 0.’10
へ
叩
？
●

573 土師間土器 iイ Bal A ③墹 11.側 3.8(） 6 40 0.35 ○
。
“
。

【
。
Ｊ
■

戸
『
Ｍ I:帥質二i器 N DaⅢ A ③畷 11.10 3‘3(）

再
Ｊ
ｑ” 0.30 ○

575 土師質土器 +1 DaⅢ A ③牌 11.10 3.20 7.30 0‘29 ○
576 土師質土器 肘 Dal A ③層 11.10 355 8.30 0.32 ○
ザ■~再

Oイイ 土師＃ 』t器 N Bal A (3)糟 11,20 3.60 6.6(） ().32 ○

578 土RIIj i:器 N Dam A ③層 11.30 3.20 8.40 0.28 ○ △

579 土師＃i土器 冊 DCⅢ A ③増 11.30 3.40 6.1(） 0．30 ○

58(） t師？i土器 肘 Ba l A ③厨 11.30 3,65 6.80 ().32 ○
581 土師＃ t器 肘 Da l A ③噺 11.40 3.” 6.60 0.3d1 ○ ‘》

582 k帥 t器 肘 Bal A ③層 11.副） 3.65 6 60 0.32
／畠、

Lノ

銘3 土師 土器 11 Ca l A 肘 11.帥 3.65
毎
Ｊ
■ 7(） 0.31 r，ｰノ

認参1 t師協
佃
哩
口

、
が
ｎｔ 肘 Cam A (3洞 11.” 3.45

再
〃
０ Ⅸ） 0.2 ○

銘5 土師？ i:器 N Aam A 亙増 12.Ⅸ） 3.40
尋
〃
日 70 0.27 ○

銘6 土師 t器 N Dam A 3屑 12.帥 3.70 8 鋤 0‘ l9 ○
、
ノ
ー
》
〆
、

認7 土師r i:器 1m Dal A 遵堀 10 2.80
一
Ｊ
■ 側 0‘ 17 ○

銘8 土師質土器 Ⅲ Dam A ﾖ肘 10．30 2..15 6 Ⅸ） 0｡ 14
〆、

Lノ ○
錦9 I 師質土器 1m Aal A 『3届 10．40

ワ
］ 95

《
４
０ 15 0‘ 娼

、
卜
Ｉ
Ｊ

Ｆ
）

5” 二I 師質土器 皿 cc、 A 3』判 10．70
ワ
ー“ 5.95 0， !‘I ○

591 」 師質土器 1m Aam A 3層 11.劃）
ワ
』 70 7.70 ()‘ 好 ○ ○

釣2 土師質土器 IⅢ Ccm A 3増 11.70
ソ
』 95 7.30 0， 15 「、ｰ〆 ○

5” 土師質土器 1m Aam A 理屑 13.4(） 3 10 8.帥 0， 13 ○ ○
認I 土師質土器 椀 A 3蝿 9.40 2.8(） 3.帥 0.30

595 _I 師質土器 椀 A "3届 9.帥 3.‘10 .’ 0．31

5妬 」 師質土器 椀 八 亙吋 10．1(） 3.副） 3 65 0.35

597 I 師質土器 椀 A 3屑 10．65 3.Ⅸ） 3 帥 0.:）I

598 二I 師質土器 椀 A 3増 10．4(） 3.似） ‘I 25 0.35

5” 二I 師蘭二t器 椀 A 3鰯 10.帥

6頓） 土師質I:器 椀 A ､3畷 l().収） 4.(X） 3.30 0.38

601 1 師間土器 椀 A 3層 10ス） 3.鋤 3.80 0 33

602 1 師閲土器 椀 A 靭層 l().75 2.帥 0 26

6(喝 ｣ 師簡土器 椀 A 3崎 10.帥 3.(剛 6.45 0 28

601 二I 師質1 器 椀 A 屑 l().帥 3.‘10 4.10 0 31

605 二I 師質1 器 椀 A 靭咽 10.卯 3.70 3.‘15 0 3‘1

6帖 二f 師隣I
叩
聖
町＃ 椀 A 画墹 11.《15 3.55 4.(X） 0．31

607 I 帥貿二I
、
》
砺

山
〆
酌 鍋 A ③塒 37.40

6帖 二i 師質1
船
哩
呼

呪
〆
恥 片1 1拙鉢 A ③卿 31.帥

6(X） 蝋忠間二I
㈹
》
町

叱
彦
、 拙鉢 A (3層 23.4(）

6 0 輸入磁器 ff磁 碗（伽） A ③塒
6 1 輸入磁器 llfIgl磁 瓶？ A 照

6 2 I 肺間土器 小Ⅲ CcⅢ B ③屑 7.帥 1．40 5.50 0.18 ○ ○
6 3 二1 肺間土器 Ⅲi Dam B ⑳層 13.(、 3.10 30 0.2‘1 ○ ○
6 ‘1 、 人磁勝 ilf磁 碗〈雌） B ③肘 16.劃）

6
ー

、 Iｿ 袖陶器 椀 B ③層 ﾙ1.Ⅸ） 6.55 (MO 0．61 ○肺1k？
6 6 」 帥質二I

卿
鵡
叩

皿
〆
別 小1111 Cbl C 靭崎 7.30 ､90 6.2(） 0.26 戸、しノ

6
【
〃
日 二1 師質1 器 小1111 ACⅢ C 肘 7.40 ､40 5.35 0．19 ○ ○
6 8 皇I 師質」 器 '1,1111 Aam C 亙崎 7.70 ､俶） 5.(剛 0.21 ○
6 9 」 師賢I

咀
介

岨
〆
羽 小111 DCⅢ C 3層 7.80 .“ 5.20 0.21 ｡） ○

6 0 二1 師質1 器 小ml Aam C 旦層 8.伽 ､35 5.70 0．17
〆､

Lノ ○
621 :I 師質I 器 小1m Ca C 極埼 8.帥 .】う

戸
③ 0.27 ○

622 」 師質二I 器 小皿 Cc ’ C 亙屑 8.30 .‘10 5.8(） 0．17 ○ ○
623 1 師蘭二I 器 杯 Aa C a,暦 0.釦 3.Ⅸ） 7.側 0．31 ○
62』1 土師漣i 器 杯 Aa C 3糊 0.60 3.30 6.30 0.31 ○
625 上帥質二I 器 杯 Aa C ！亙層 0.80 3.劃） 7.収） 0.32 ○
626 土師質1 器 杯 Da C 3瑠 0.80 3.(殉 6.帥 0.36 ○
627 土師髄1 器 杯 Aa C Z層 0.甑） 3.“ 7.30 0.33 ○
628 I 師蘭」

岨
け

い
戸
、 杯 Aa C '3制 1.35 3．55 7.30 0.31 ○

629 1 師質1 器 杯 Da C 3層 1．80 3．70 6.劇） 0．31 ○ C）
630 1 師質二I 器 皿 Cc l ’ C 亙閣 1.帥 2.95 8.Ⅸ） 0.25 ○ ○
631 土師質I 器 Ⅲ! DC C 圃層 2.個） 3.10 7.30 0.26

〆へ
{ l

632 上師闘二f 器 Ⅲ Ccm C 塒 2.劇） 3.20 8.側 0.25 ○ ○
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遺物番号 器種① 器槻 器械(3) 類瑚 出土週撫 口径 器高 底径 低平度 底部*① 板目痕*②

侭3 土師質」 器 皿 DCⅢ C 亙屑 12.帥 2.” 7.40 0.23 ○ ○

634 土師質二I
伽
哩
廊

皿
ヂ
、 椀 C ‘璽咽 10.20 一

侭5 土師蘭二I 器 椀 C 明 10．40 3 4．10 0.31

6鍋 土師質I 器 椀 C (3喝 10.帥 3.40 4 0.31

“7 土師質I 器 椀 C 咽 12.帥 4 ㈹ ‘1.10 0.33 △？ ○

6銘 土師賢I 器 '1 皿 Dcm ， ，亙墹 7.70 1 帥 6．10 0.21 ○ ○

侭9 土師質二I 器 冊 Ca ， ③聡 lO55 3 帥 7.45 0.別 ○

610 土師質I
叩
夢
凹

皿
〆
閲 fl Aa ， ‘靭咽 10.卯 3 鋤 7.釦 0.32 ○

例1 土師質」 器 11 Aa ， ‘g堀 10.卯 3 70 6.70 0．31 ○

脚2 土師鴬I 器 N Da ， ③刷 10.卯 3.8(） 6.帥 0.35 ○

613 土師質I
叩
￥
一
哩

皿
〆
圃 11 Cb ， ③咽 10．95 3.75 7.70 0．31 ○

614 土師質二I
卯
苦
廊

皿
夛
、 N Da ， ③墹 11．Ⅸ） 3.80 7.伽 0.35 ○ 一

615 土師質」 器 H Aa ， ③層 11.10 3.45 7.10 0.31 ○

616 土師質-1
師
ぜ
ぽ

ｎ
戸
、 f1 Da ， ③噺 11.10 3.75 6.帥 0.別 ○

617 土師質二I 器 制 Da ， ③愚 11.15 3.60 6.55 0.32 ○

618 土師質1
関
渉
凹

皿
戸
口 H Da ， 層 11．15 3.85 6.40 0.35 ○

619 土師簡二I
“
夢
卿

哩
〆
画 Ⅲ Ca I ， ③層 12.鋤 3.10 8.釦 0.25 ○ 一

6釦 土師質二I 器 小IⅢ Cb 調壷区 6.30 2.Ⅸ） 4.釦 032 ○

651 .t師質I 器 小Ⅲ Cbl 渕企 6.60 2.剛） 4.帥 0.30 ○

652 土師質二I
師
夢
凹

皿
〆
、 小11]1 Bbll 調査区 6.釦 2.40 4.3(〕 0.37 ○

653 土師間二I
伽
鯵
脚

皿
〆
胸 小IⅢ Cam 調従区 7.(X） 1．15 5.40 0.16 ○

654 土師間」
即
諾
凹

皿
夕
胸 小IⅢ Cal 調在区 7.側 1.70 5.㈹ 0.2‘1 ○

655 土師間I 器 小IⅢ Cal 閥森区 7.25 2.30 4.85 0.32 ○ ○

6駁｝ 土師賀」 器 小IⅢ cc、 調盃 7.30 1.15 5.70 0.16 ○ ○

657 t師質_I
酬
藩
Ⅱ

乢
〆
刑 小IⅢ AaⅢ 糾流区 7.30 1.60 4.85 0.22 ○

658 土師質二I
伽
夢
凹

帆
歩
祠 小IⅢ Aal 調壷区 7.30 1.90 5.6(） 026 ○ ○

659 土師隣I
帥
智
汀

乢
〆
、 小IⅢ Dal 調査区 7.30 1.” 5.10 026 ○

卸 土師間」
“
鯵
卿２ 小1m cc、 調在区 7.40 1.40 5.40 0 19 ○ △

“1 土師質二I
師
浮
凹

乢
〆
恂 小皿 ACⅢ 調壷 7.釦 1.35 5.帥 0 18 ○ ○

“2 土師質I 器 小Ⅲ Cam 調炎区 7.別 1.45 5.80 0 19 ○ ○

“3 土師質二1 器 小皿 Da l 調在区 7.帥 2.(、 5.(X） 0 26 ○ ○

“1 土師質I 器 小IⅢ Bal 調従区 7.帥 1.80 5.70 02‘1 △

“5 土師質二I 器 小皿 cc、 調在区 7.70 1．55 6(X） 020 ○

“6 土師質1 器 小皿 Cal 凹壷区 7.師 1.75 5.70 0.22 ○ ○

“7 土師賢1 器 小皿 Bcm 測査区 7.帥 1.25 5.65 0.16 △

“8 土師焼1 器 小皿 ACⅢ 測盗区 7.” 1.40 5.駁） 0．18 ○

“9 土師質二1 器 小皿 Cal 阿査 7.70 2.Ⅸ） ‘1.蝋） 026 ○？

670 土師質1 器 小皿 CCI 剛従区 8.㈹ 1.95 5.釦 0.2‘I ○

671 土師質二I 器 小皿 cc、 調査
→

8.鋤 1.釦 5.釦 0.18 ○ △

672 土師質I 器 小皿 Bcm 到従区 8.35 1．10
←~ｰ

0.” 0．13 ○ ○

673 I 師質二1 器 小皿 Ca 詞盃区 8.40 1.85 5.劇） 0.22 ○ ○

674 」 師質I 器 小1m Bal I 禺査区 8.70 1.帥 6.40 0.18 △

675 I 師質」 器 Iｲも AC 調登区 10．20 3．15 5.劇） 0.31 ○

676 土師質土器 杯 Aa 調査区 10.帥 3.㈹ 6鋤 0．341 ○

677 土師質I 器 ﾄｲ： Aa 調壷区 10.帥 3.40 7.10 031 ○

678 土師質二I 器 杯 Da 剥査区 10．85 3.45 6副） 0.32 ○ ー

679 土師質1 器 杯 Aa 劉査区 10.85 3.80 6.脚 0.35 ○

侭0 ｣:師質土器 杯 Aa 調査区 10.帥 ‘1.20 6風） (） 39 ○ ○？

681 土師闘士器 杯 Aa 調先 10.95 3.75 5.85 0 31 ○

682 土師質土器 杯 AC I 調査区 11．05 330 6‘65 0 30 ○ 一

683 土師賀I
艸
竺
好

皿
〆
、 杯 Da 調炎区 11.20 3.卯 7.劃） 0 35 ○ ○

684 土師質」
卿
〉
呼

瓜
ア
、 杯 Aa 調売区 11．20 3.60 7.(期 0 32 ○

685 ﾆﾋ師質盲I 器 杯 Aa 捌従区 11.3(） 3.80 7.20 0 34 ○ ○

686 土師賀土器 杯 DC ’ 調査 11.30 3.20 5双） (） 28

687 土師鷺土器 杯 Aa 鋼従区 11.85 3.帥 7.15 0 32 ○

688 土師賀土器 杯 Db 調査区 10.” 3‘卵 7劇） 0 32 ○

689 土師質土器 杯 AaⅢ 捌査 12.10 3.60 7.8(） ()30 ○

6卯 土師鷺土器 椀 調在区 9.20 2.印 5‘Ⅸ） ().27 ｰ

691 土師質上器 IⅢ Daln 調壷 12.30 2.” 8.20 0.24 ○

692 土師蘭土器 1m Aam 調任区 12.70 2.95 8.2〔） 0.23 ○ ー

693 土師質土器 lⅢ Ac l 調盃 13.㈹ 3.劇） 8.側 0.27 ○ ○

691 土師質土器 Ⅲ CcⅢ 調在区 13.30 2.80 7.85 0.21 ○ ○

695 t師間土器 Ⅲ DCⅢ 濁査区 17．10

6師 土師質土器 IlH DCⅢ 調査区 20.鋤

697 土師器 受 調査区 13.65

698 土師器 兜 調売区 17.帥

699 碩忠器 肘 鎧 調壷区 10．20

7㈹ 緬忠器 肘 盈 調査区 17需帥

別)1 緬恵器 肘 身 到査区 10．25 2.95 6.㈹ 0.29

7()2 須惣器 肘 詞壷区 13.70 2.帥 9.罰） ()21 △

703 緬忠器 H 測査区 13．15 3.1(） 8.帥 ()24
？
。

701 敏恵器 11 調従区 13.65 2.75 10Ⅸ） 0．20 △

705 舸悪器 ↑1 調査区 9.鋤
、
Ｐ
Ｃ

４

7“ 緬忠器 椀 調先区 7.㈹ △

707 舗忠器 杯 調査区 7.70 3.85 4.70 0.釦 △

7(略 緬忠器 商杯 調先区 14.20

7側 頬恵器 Ⅲ 調売区 9.帥 2.似）

710 須悪器 H1 調企区 12.伽

711 輸入磁器 磁 1m（Ij1） 調在区 4.帥
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遺物稀号 器櫛(1） 器抑(2) 器穐(3) 類型 出土遺概 口雑 器高 底径 低平度 底部*(1） 板目痕*(2)
《
〃
８ 2 輸入磁器 青磁 碗 肌） 調在区 3．10
『
Ｉ 3 輸入磁器 磁 碗 龍） ー 関査区 ‘1.05
二
Ｊ
■ ‘1 輸入磁器 ¥磁 碗 龍） 調在区 6.(剛
《
〃
■
０

4■

｡ 輸入磁器 Ii磁 碗 龍） 調在区 5α）
【
ｊ
■ 6 輸入磁器 if磁 碗 龍） 到査区 5‘(X）
Ｐ
Ｊ
８ 7 輸入磁器 LI磁 碗 鯛詳） 調査区 6.05
【
ｊ
ｇ 8 近世陶器 Ⅲ 調盗区 3.(X） 3,‘15 3.25 0.27
【
ｆ 9 近世陶器 椀 劉査区 ｨ1．10

720 土製品 符状土錘 SXl

721 土製品 符状土錘 SD8

冠2 土製品 符状土錘 SD2

723 土製品 椅状土鰹 SXl

724 土製品 ｲI 降土錘 ー SDll

725 土製品 有 像土錘 A・③厨

726 土製品 ｲi 障三1 雄 SX3

727 土製品 維状1 錘 調企区

728 土製品 搾状1 錘 ー 調査区

729 土製品 棒状」 錘 SB5P6

730 土製品 棒状二I 錘 B・Pll

731 土製品 搾状二1 錘 調俺区

732 土製品 棒状二1 錘 B・③府 一

733 土製品 搾状土錘 SD2

731 士製品 輪羽I I SDll

735 瓦 児玉 A，③暇

736 瓦 軒平瓦 SXl

737 瓦 ﾒL凡？ D，③増

738 瓦 九瓦？ SXl

739 瓦 ，ド凡 ー A 包含塒 一 ー

740 瓦 平瓦（巴文） A 包含咽

741 瓦 平児 ， ③塒
742 瓦 平瓦 ， ③咽

743 瓦 平凡 A ③聯 ー

744 瓦 平瓦 A ⑧肘

745 瓦 平凡 劉壷区 一

746 瓦 平瓦 A・包含糊
《
Ｊ
■
●

○
ｍ
堅
“

再
〃
０ 瓦 平瓦 ー 調査

寺

一

7‘18 瓦 皇ド瓦 SXl

749 瓦 平瓦？ A・風聯

7鋤 瓦 平瓦 A・ {副墹

751 瓦 平瓦 A･唾塒

7認 石製品 石鍋 SBlP6

7認 石製品 《i鍋 SB5Pl

7別 石製品 硯 A・包含制
ー一一

ｲ｡｡ 石製1筋 砥荷 SD5

7弱 石製品 IⅡ途不明品 A・③燗
~ー~

/、イ 鉄製品 斧 SDll

7銘 鉄製品 刀子．？ SXl 一

759 鉄製‘品 刀7．？ 調盗区

760 鉄製品 川途別 明品 調従区

761 鉄製I品 川途イ 明品 A・③層

762 鉄製品 川途1 Iﾘl品 A・③肘 ー 一

763 鉄製I品 用途1 明品 調在区

7例 鉄製品 川途1
Ｉ
ｎ
ｌ
ｌｌｌりＩ ー C・包含塒

765 鉄製品 〃l途イ 明品 SD 1 一

7“ 峡製品 釘 ー B・ 〕3

767 鉄製品 釘 A・ L含珊

7侭 鉄製品 釘 A・ 2台咽

769 鉄製品 釘 SD 1

770 険製品 釘 ー SD 1

771 鉄製品 釘 SD 1

772 鉄製‘品 釘 一 SD 1 一

万3 鉄製品 釘 A・ I咽
774 鉄製品 釘 ー

SB4P2 ー

~ーー

イノ、 鉄製品 釘 A・討塒
776 鉄製品 釘 SD9
ーーー

〃イ 鉄製品 釘 B・P5

778 鉄製品 釘 SXl

779 鉄製品 釘 C・包含咽
780 鉄製品 釘 A・PM

781 鉄製11 I 釘 SDll 一

782 鉄製ム I 釘 C・③聯
783 鉄製ハ I 釘 SD9

認イ 鉄製01 I 釘 B・P6

785 鉄製& I 釘 D・鼬隅
786 古銭 酪定通賓 C・③聯
787 古銭 紹聖元商 A・包含墹
7鯛 木製品 円板状 調査区
789 木製品 羽子恢状 渕丑区
7帥 木製品 柄 調従



Vま と め

三太刀遺跡は広島県中央部の瀬戸内沿岸に所在する中世集落跡である。東流する沼田川河口近

くの平安時代末～室町時代の京都・蓮華王院領の荘園である沼田本荘（荘域＝現・本郷町及び三

原市西・南部)域に位置する。沼田川北岸の「．」字形の独立丘陵に抱かれた2haほどの広さの

平坦地にあり，掘立柱建物跡・木組井戸などの遺構と多量の土師質土器や輸入磁器，土錘などの

遺物を検出した。以下においては，掘立柱建物跡と井戸，そして小皿・杯・椀を主とする土師質

土器と瓦器・輸入磁器について分析と検討を行い， まとめとしたい。

(1)遺構について

今回の調査で検出したピットの総数は約450基である。掘立柱建物跡13棟，柵列跡9条を構成

するほか，根石．柱根．柱痕跡の検出や遺物の出土がみられた単独柱穴32基がある。これら以外

のピットについては柱穴か否かは不明である。

①掘立柱建物跡掘立柱建物跡はA区（3棟) ･B区(7棟）を中心に検出し, C区(2棟） ．

D区（1棟）にも存在する。その多くが調査区外に延びており建物の全容を窺うことができない。

現状では桁行l～5間，梁行l～3間程度の規模である。梁行l～2間，桁行3間以上のものが

主体とみられる。桁行4間以上×梁行2W(31㎡以上）のSB3, 3間四方(52㎡）のSB6,

桁行5間以上×梁行2間（40㎡以上）のSB7,桁行4間以上×梁行2H(34㎡以上）のSB13

の4棟が大型建物である。 SB3 ・ SB13はいずれも東面庇をもつ。また, SB5～7 ． 13の4

棟は総柱建物である。その他は側柱建物と考えられ, SBl ･SB2･SB4･SB8～12は桁

行l～4間以上×梁行l～2間（4～25㎡以上） と規模的にも小さい。中でも, 1間四方(4㎡）

と最小規模のSB10は，主軸方位がほかの建物と大きく異なり柱穴規模も小さいので，時期的・

性格的にほかの建物群と異なる可能性が高い。

建物の方位建物の主軸方位（桁行方向の方位）はほぼ一定である。即ち，①ほぼ北東一南西方

向を指すもの(N54｡～62｡ E) ; 8棟(SBl･ 2･4～7 ･ 11･ 12),②ほぼ北北西一南南東方

向を指すもの(N33｡～37｡W) ; 3棟(SB3･8･ 9)の大き<2グループに分かれる。①②

はほぼ直交し，時期的にはそれほど大きな開きはないと思われる。 SB13 (N23｡W)は②に近

いが10°ほど東に振れ,いくらか時期差が考えられる。 SB10 (N32｡ E)は①から大きく (30｡ )

西に振れる。しかし， このSB10を除けば建物の方位はほぼ均一的である。①を東西棟，②を南

北棟とすれば，東西棟が主体的といえるが，大型建物4棟のうちの2棟(SB3 ･13)は南北棟

である。

建物規模建物規模は，現状で桁行4.5～10.2m以上（完存するものでは2.2～8.5m) ×梁行1.9~
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6.1m,建物面積は現状で8～40㎡以上（完存するものでは4～52㎡）である。

柱間距離柱間距離は，桁行方向0.9～3.1m(主体は2.1m･2.2m),梁行方向0.8～3.1m(主体は

1.9m)で，全平均値(146例）は2.03mである。身舎と庇別の平均値は，桁行方向は身舎が2.lm

(83例)，庇が2.09m(7例)とほぼ同じだが，梁行方向は身舎が1.98m(52例）に対して庇は0.93m

(4例） と狭い。大型建物のSB3 (身舎), SB7, SB13 (身舎）はほぼ平均的な値を示すが，

SB6は桁行方向2.2～3.1m(平均2.8m),梁行方向1.9～3.1m(平均2.16m) と桁行方向が特に

広い。また, SBllは桁行方向1.5～1.6m(平均1.55m),梁行方向1.1～1.4m(平均1.28m) と桁

行・梁行ともにかなり狭い。

柱穴規模柱穴規模は，身舎の柱穴は長径21～62cm,深さ8～74cm (主体は直径30～50cm台，深

さ30～60cm台),庇の柱穴は長径28～62cm,深さ10～73cmである。平均値は，全平均値が長径

37.8cm (身舎37.2cm,庇42.0cm),深さ36.9cm(身舎35.7cm,庇45.8cm)で，長径はSB3 (身舎＝

40.4cm･庇=43.6cm),SB7 (44.4cm),SB10 (42.8cm)が，深さはSBl (48.6cm), SB3

庇(49.2cm),SB6 (40.4cm),SB8 (52.2cm)が平均値を比較的大きく上回る。逆に, SB

12の長径(27.9cm),SB10の深さ (12.5cm)は平均を大きく下回っている。大型建物は, SB3

が身舎（長径40.4cm,深さ37.9cm),庇（長径43.6cm,深さ49.2cm) ともに平均値を大きく上回っ

ているのをはじめ, SB6 (長径37.8cm,深さ40.4Cm), SB7 (長径44.4cm,深さ36.9Cm), SB

13身舎（長径36cm,深さ31.3cm),庇（長径38.8cm,深さ39cm) とSB13身舎の数値がやや平均値

を下回るのを除けば，いずれも平均値を上回っている。建物の平面規模と柱穴規模が比例するこ

とが分かる。

根石A・B区の建物は根石の保有率が高く, A区の3棟がSBl (2基/9基), SB2 (2

基／7基), SB3身舎(4基/10基),同庇(7基/10基） とSB3の特に庇の柱穴の保有率が

高い｡B区ではSB8～10は根石が皆無だが, SB4 (5基/7基), SB5 (4基/10基), S

B6 (2基/14基), SB7 (11基/18基） とSB6以外は保有率が高く, SB4･SB7は柱

穴の6～7割で根石を検出した。C･D区では各1基の単独柱穴に根石がみられたが, 3棟の掘

立柱建物跡の柱穴では根石は検出できなかった。根石の保有率は全体で37基／134基=28%(A

区;15基/36基=42%, B区;22基/65基=34%)で, 1/4強の柱穴が根石を持つ。柵列跡の柱

穴（4基）や単独柱穴(11基）のなかにも根石をもつものがあり，全ピット数約450基のうちの

52基(11．6%)の柱穴で根石を検出した。根石の総点数76点で, 17基の柱穴では2～4個の根石

をもつ。複数の石材を根石とする場合， 中心的な根石と小礫l～3個で構成される場合が多い。

根石の形状は，板石31点，角礫14点，小礫5点，形状不明2点で，板石が過半数を占める。根石

の大きさ （平均値）は，板石が20.9cm×26.9cm,厚さ9.9cm,角礫が16.9cm×23.5cm,厚さ13.8cmと

平面規模はそれ程違わないが厚さは角礫がまさる。石材は計18種類の石材（不明の8点を除く）

がみられた。黒雲母花崗岩類5種38点（50％）が最も多く， なかでも粗粒黒雲母花崗岩が20点と

目立つ。この他では珪質凝灰岩7点を含む凝灰岩類が13点とやや多い。

柱根・柱痕跡柱根は4基の柱穴で，柱痕跡は13基の柱穴で検出した。柱根はA区のSB1 (p
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3 ；径8cm), SB3 (身舎P10;径18cm,庇Pll ;径10cm)で，柱痕跡はA区のSB1 (P

l ;径12cm, P5 ;径13cm, P8 ;径14Cm), SB3 (身舎P6 ;径14cm,庇P15;径10cm),B

区のSB6 (P9 ;径18Cm), SB7 (Pl ;径12cm, P13;径17cm)でみつかっている。単独

柱穴でも, A区のA･P1 (径10cm)で柱根を, B区のB・P9 (径12Cm), C区のC･Pl

(径11Cm), C･P2 (径1lcm),C･P3 (径13Cm), C・P4 (径9cm)で柱痕跡を検出した。

柱根は湧水面に近いために残りやすかったのかA区で集中的に見つかっている(掘立柱建物跡3

本・単独柱穴1本)。柱の太さは径8～18cmで，径8～10cmが主体である。柱痕跡はA～C区の

掘立柱建物跡・単独柱穴の計13基の柱穴で検出しており，推定される柱材の大きさは径9～18cm

(平均12.8cm)である。これら柱根・柱痕跡の検出例（計21例）から本遺跡の掘立柱建物跡には

径8～18cm程度の柱材が用いられていたと考えられる。

出±遺物掘立柱建物跡（9棟22基） ・柵列跡（4条5基） ・単独柱穴(16基）の計43基の柱穴

からは比較的多くの遺物が出土している。これら図示しうる遺物が出土した柱穴は全ピット （約

450基）の1割，掘立柱建物跡(13棟136基）の全柱穴の16.2%,柵列跡(9条55基）の全柱穴の

9.1%を占める。多くは破片で，その内訳は，土師質土器53点（小皿31 ．杯9 ･皿5 ･椀8),須

恵質土器・椀1点，瓦器4点（小皿l ･椀3),輸入磁器4点（青磁碗3 ･白磁皿l),土製品

(棒状土錘） 2点，石製品（石鍋片） 2点，鉄製品（釘） 5点の計71点（土器類62点・土器類以

外9点）である。これは今回報告する全遺物量（790点）の9.0％にあたる。

数量的に群を抜いて多いのは土師質土器・小皿（31点／274点・ l1.3%)で，その他の遺物は

1種類あたり1～9点に留まる。この柱穴からの土師質土器・小皿の出土量の多さは， ほかの土

師質土器（杯・皿・椀） と比べても明らかである（杯＝9点／229点・3.9％，皿＝5点/71点・

7.0％，椀＝8点／64点・ 12.5％)。また，杯・皿・椀がいずれも破片であるのに対して，小皿は

5点(1 ･ 2 ．25．28．48)が完形かほぼ完形のものである。また, 2 (SBIP4), 28

(A･P10)は41 (SB9Pl) とともに柱穴底部に横向きに立った状態で出土したことから，

柱材に小皿を沿わせて意図的に柱穴に納められた可能性が高い。また, 2 (SBl北東隅),

34．35 (SB5北西隅・南西隅), 41 (SB9南西隅か), 124 (SBll北東隅）の小皿は，各建

物跡の四隅の柱穴から出土していることから考えて，建物の四隅の柱穴に柱材と共に土師質土器

の小皿を埋納することが何らかの祭祀的な意味合い（例えば地鎮めなど）を持っていたことが想

定される。また，一柱穴から複数（2～4点）の土師質土器・小皿が出土する例が比較的多い

(2点=SB7P11, SB13P11, 3点=SB3庇P20, A･P3, A･P10, 4点=B･P2)。

瓦器は, SB3庇P12 (椀), SB13P11(椀), B･P8 (小皿）から出土している。輸入磁器

は大型建物のSB3, SB7から出土した。 SB3の庇P12から青磁・碗(19),同庇P17から

白磁･n(20), SB7P4から青磁・碗(40)が出土している。

土器類以外では，棒状土錘と石鍋片，鉄釘の出土がみられる。棒状土錘はSB5P6とB･P

llから出土した。棒状土錘は， このほかにSD2 (1点), B区③層(1点）からも出土してお

り，調査区出土の3点以外はいずれもB区からの出土である。石鍋片はA区南西隅のSB1P6
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(752） とB区北西隅のSB5P1 (753)から出土した。鉄釘はA区南東隅のA･P14 (780),

B区北西隅のSB4P2 (774), B･P3 (766), B･P5 (777), B･P6 (784) と, A区

南東隅からB区北西隅にかけて出土している。

②柵列跡柵列跡は計9条検出した。A区； 4条(SAl～4), B区; 3条(SA5～7), D

区； 2条(SA8･9)である。

方位は，大きく①北西一南東方向を指すもの(N28。～35｡W)=5条(SAl～3 ･ 6 ･ 7)

とこれにほぼ直交する②北東一南西方向を指すもの(N57。～66｡ E)=4条(SA4･ 5 ･

8 ． 9）に分かれる。ややバラつきがみられるものの，概ね掘立柱建物跡の主軸方位と一致する。

中でも, L字に屈曲するSA9 (N66｡ E+N24｡W)は掘立柱建物跡のなかでもやや主軸方位

が東偏するSB13 (N23｡W)とほぼ同じ方位を指し，何らかの関わりが考えられる。

SA9以外は調査区外に延び，長さ3.3～ll.4m, 2～4間の現存規模である。D区のSA8

(N55｡ E+N35｡W) ･SA9 (N66｡ E+N24｡W)は各々2条の柵列がT字ないしはL字

に交差するもので, SA8は3間×2間(6.2m×3.9m), SA9は4間×3W(4.6m×4.0m)

の規模をもつo SAl～4 ･ 6 ･ 7は現状で長さ3.3～7.5m, 2～4間の規模である。 SA5は

現存長ll.4mであるが，間数や柱間距離は不明確である。このSA5を除く8条の柵列跡の柱間

距離は0.9～2.2m(平均1.55m)である。①0.9～l.6m(平均l.2m) と柱間距離が狭い一群(4

条=SAl～3 ･ 9) と,@l.7～2.2m(平均l.9m) と柱間距離が広い一群(4条=SA4 ･

6～8）に分かれる。柵列跡の柱穴（計55基）の規模（全平均値）は長径37.2cm,深さ36.8cmと

掘立柱建物跡のそれらとあまり変わらない。 SA4･SA7､は長径・深さともに平均値を上回

り （特に深さが58.4～64.7cmと数値が大きい), SA5 ･ SA6は長径は平均値を上回るが，深

さは23.5～32.5cmと浅い。 SA3は深さ50cmと深いが長径は36cmと平均的である｡ SA8は長

径・深さともにほぼ平均値で，残るSAl ・ SA2･SA9の3条はいずれも平均値を下回っ

ている。

SAl～4の4条は大型建物SB3の西辺(SAl ･ 2),東辺(SA3) と南辺(SA4)

の3辺に沿うように存在し，特に柱穴規模が大きく柱間距離が広いSA3･SA4には, SB3

との関連性が強く窺われる。柱間距離の狭い4条のうち, SAl ． 2 ･ 9の3条は柱穴規模も小

さく，通常の柵列跡としての機能が考えられる。一方, SA3･SA4･SA6～8の5条につ

いては，柱間距離が広く，柱穴規模が大きいなど， これら通常の柵列跡とは性格を異にする可能

性が高い。即ち, SA7はSB7の西辺梁行の南延長線と一致し, SB7に伴う可能性がある。

SA6･8． 9は脆弱な地盤に掘り込まれていることから柱穴や根石の流失も考えられ，建物を

形成していた可能性が残される。このように見てくると，明確に通常の柵列跡といえるのは, S

Al ・ SA2とSA5のみとなろう。

根石はSA2Pl, SA3P2, SA3P3, SA3P4の4柱穴(5点，板石・粗粒黒雲母

花崗岩が主体）で見つかっている。柱根は3基の柱穴(SAlP3, SAlP4とSA3P4)
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で検出した。前2者は径3～4cm,後者は径16cmである。柱痕跡はSA7P1 (径12cm)から見

つかっている。 SA1の柱は径3～4cmと柵木として妥当な太さであるが, SA3P4やSA7

Plの柱材の太さは柵木というより建物の柱のものである可能性が高い。柱穴からの遺物として

は，計5基(SA3P3, SA4P4, SA5P4, SA5P9, SA8P5)から，土師質土

器4点（杯2 ．椀2），須恵質土器1点（椀)，青磁1点（碗）の6点が出土したが，土師質土

器・小皿の出土はみられない。

以上のように，計9条の柵列跡は3条(SA1 ･ 2･ 5)を除いて，既存の建物の一部なり，

新たな建物の一部である可能性が高い。しかし，現状では調査区の制約もあり，可能性の示唆に

留めておきたい。

③井戸井戸SElは池状遺構SXlの内部で検出した方形の木組井戸で，現存規模は内法lm

四方，深さ2.4mである。構造的にはいわゆる縦板組隅柱横桟型の木組井戸で，四隅に隅柱，各

辺に縦板2～3枚とその背後に添板1～2枚を立て，各辺に4段ずつ角材を渡して横桟とする。

縦板（大） （長さ2.4m･幅55cm・厚さ6cm),同（小) ･添板（長さ2.4m･幅30cm･厚さ4cm),

隅柱(長さ2.4m・幅20cm・厚さlOcm),横桟（長さ92cm・ 102cm,高さ9cm・ 14cm,奥行7cm･9cm)

と井戸の部材はいずれも大型で，特に縦板・隅柱の長さ・幅・厚さは有数のものである。ただ，

最下段の横桟に不要な衲穴が見られたり，釘が打ち込まれたりしていること， また縦板の表面に

ハツリ痕がみられることなどから，建物の廃材を再利用したと考えられる。

井戸の構築年代については明らかにしえないが，使用年代は井戸底面で出土した土器類から集

落の年代よりやや古い様相が窺われる。このことは南側に接して存在する大型の建物であるSB

7の北辺桁行方向の柱穴P2･P3 ・ P4がSXl覆土を掘り込んでいることからもいえる。ま

た，京都系白色土器の大型の皿(112)が井戸上層（礫層から上位）で出土していることから，
（ 1 ）

15世紀前半までには井戸は廃絶していたと考えられる。
（2）

ところで，広島県内では中世の縦板組隅柱横桟型の木組井戸は東広島市道照遺跡，福山市草戸
（3）

千軒町遺跡などでみつかっている。道照遺跡は13～14世紀の集落跡で, SE35は内法長約108cm

の木組井戸である。幅20cm,厚さ約3cmの縦板を各辺6枚以上用い, 5cm×8cm角の横桟を3段

以上設けている。草戸千軒町遺跡では計209基の井戸を検出しているが，形態不明のものを除く

191基の9割(173基）が木組井戸で，その1割弱(17基）が縦板組隅柱横桟型のものである。草
（ .↓ ）

戸千軒町遺跡の縦板組隅柱横桟型木組井戸の大半(16基）がI ･Ⅱ期(13世紀後半～14世紀中葉）

に含まれている。内法長55～120cm,現存部分の深さ （最大) 150cmで，内法長は90～110cmのも

のが8基と多い。内法長110cm以上の大型の井戸は4基存在する。縦板は各辺2～4枚ずつ用い

るものが9基と多く，添板も大半の井戸でみられる。縦板は幅30cm程度，厚さ2～3cmのものが

大半を占める。横桟は残存状況が悪く明確でないが， 2～3段以上は認められる。多くの場合横

桟には4～5cm角の角材を用いるが，一部に丸太や面取りして丸太状にしたものが混在する例も

みられる。また，縦板と横桟を釘で緊結した例もある。隅柱は径10～llcm程度（最大15cm)の多
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角形に面取りした円柱状のものが8基と多いが，一辺5～15cmの角柱のものも6基存在する。こ

れら草戸千軒町遺跡の縦板組隅柱横桟型の木組井戸はI期～Ⅱ期前半では中心区画とその周辺

に， Ⅱ期後半には中心区画に近接する居住地に作られており，草戸千軒町遺跡の井戸のなかでも

規模の大きな部類に入るとされている。道照遺跡・草戸千軒町遺跡の類例と比較しても，三太刀

遺跡のSElは大型である。古代～中世においては，縦板組井戸は丸太くりぬき井戸，横板組井
（5）

戸に次ぐ格式を持つとされる。岡山・百間川米田遺跡の鎌倉時代の縦板組隅柱横桟型井戸は内法
（6）

長60～90cm,縦板の幅30～40cm,厚さ3～4cm,京都・京都大学病院構内AJ18･AJ19区(12

～13世紀）では内法長55～112.5cm,縦板は幅22～28cm,厚さ約2cm,同じく平安京左京八條三
（7） （8）

坊二町（鎌倉時代）では内法長71～103cm,同じく平安京左京八條三坊七町(13～14世紀）では
（9）

内法長80～100cm,縦板の幅7～25cm,厚さl～2cmである。鎌倉・今小路西遺跡（中世前期）

の例は縦板組横桟支柱型のものだが，内法長80～120cmである。このように，当時の中心地を含

めた他地域での検出例と比較しても，三太刀遺跡の木組井戸は井戸本体や井戸材の規模など多く

の点で匹敵ないしは凌駕するものであることが指摘できよう。

（2）出土遺物について

報告し得たものは一部に過ぎないが，今回の調査ではおびただしい量の土師質土器（小皿・

杯・皿・椀） を初め，瓦器（小Ⅱ・椀)，輸入磁器（青磁＝皿・碗， 白磁＝皿・碗)，士錘（管

状・有溝・棒状)，瓦，石鍋，石硯など多くの遺物が出土した。

a.土師質土器

小皿274点，杯229点，皿70点，椀65点の計638点で報告遺物790点の8割に達する。大半はA･

C区の③層・包含層からの出土で，遺構から出土したものは173点（掘立柱建物跡・柵列跡・単

独柱穴出土=51点）である。以下においては， これらの土師質土器を法量・形態・調整等の面か

ら類型化し，遺構出土のものを中心に包含層．③層出土の土師質土器と比較・検討しながら器種

別に分析を行いたい。

①小皿遺構出土の小皿は計64点（遺構数23）である。 l遺構からの出土点数はSX1 (11点),

SD9 (8点）以外はl～5点(1点出土の遺構は10)である。法量は， 口径5.4～9.7cm(平均

7.78cm),器高0.85～2.15cm (平均l.32cm),低平度0.12～0.26 (平均0.19)である。ここでは，出土

点数の多いA区包含層・同③層出土の小皿を中心に比較し，必要に応じてC区の包含層．③層及

びD区③層出土のものを加える。

まず，法量では, A区包含層出土の小皿計87点の口径6.1～8.8cm (平均値7.44cm),器高l.15~

3.lcm (平均値1.88cm),低平度0.14～0.47 (平均値0.26),A区③層出土の小Ⅲ計75点の口径5.8~

8.8cm (平均値7.32cm),器高0.9～2.8cm (平均値1.83cm),低平度0.13～0.37 (平均値0.25) となり，

両者の法量はよく似ている。これに対して，遺構出土の小皿の法量は， 口径はやや上回るが器

高・低平度とも包含層．③層のそれらに及ばない。つまり，遺構出土の小皿は包含層．③層出土
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の小皿に較べてやや大型で低平であると言える。

次に，体部の形態的特長及び類型では，①体部の形状はいずれも直線的なA類(40～60%台） と

内湾的なC類（20～30％台）が主体で，内湾→外反・直線のD類(10%台）や外反的なB類(10%

未満）が少ない点は共通している。しかし，遺構出土･A区③層出土の小皿はA類(40%台) ･C

類（30％台）が拮抗するのに対し, A区包含層の小皿はA類が60%台, C類は20%台とA類が優勢

である。②体部の傾きはいずれも通常のa類（50～80％台）が圧倒的に多く，次いで開き気味のc

類(10～40%台),直立気味のb類(3～5%) となる。 a類とc類の比率は, A区包含層と③層

出土の小皿がa類（70～80％台), c類(10%台） と隔たりが大きいのに対して，遺構出土の小皿

はa類（53.1％） とc類（43.8％）が拮抗する。これは次の低平度と密接な関連性を持っている。

即ち，③低平度は, A区包含層．③層ともに通常のI類が50%台，低平なⅢ類が30%台，器高が高

いⅡ類が1割程度であるのに対して，遺構出土の小皿は低平なⅢ類が8割以上を占めるが, I類は

10%台に過ぎずⅡ類は皆無である。類型別では,Aal･Aam･Cal･CaⅢなどが上位を占

め，比較的似た傾向を示すが, A区包含層やA区③層で最も多いAalが遺構出土の小皿では僅か

6％に止まり，同一の形状でより低平なAaⅢが最も多くなる点が特徴である。

調整面では，底部切り離しと板目痕，内底面の一定方向のナデつけ及び内底面・体部外面下端

の未調整部分について主にみてみる。底部切り離しは回転糸切り離しが大半で，回転へラ切り

(可能性のあるものを含む，計13点）は遺構出土(64． 127),A区包含層(245･250･260),A

区③層(488), C区包含層(427～429･431),調査区(664･667･674) とそれぞれ1～4点に

過ぎない。C区包含層の出現頻度がやや高い。類型的には特定の類型に偏ることなく分散的であ

る。ただ，外反気味の体部を持つB類は出土点数が少ない割に回転へラ切りの出現頻度が高い

(4点/18点)。概して，回転へラ切りを施した小皿は口径・器高が平均より小さく，低平である。

底部回転糸切り離しの小皿のl～3割には板目痕が認められる（遺構出土=18点, A区包含

層=17点, A区③層=11点)。筵目状の板目痕はA区包含層･A区③層では各2点に過ぎないが，

遺構出土の小皿では半数近く （7点）にみられる。板目痕の認められる器形は，体部の形状はA

区③層では分散的だが, A区包含層ではA類(6点/56点), C類(7点/19点), D類(4点／

9点） とC・D類の出現頻度が高い。また，遺構出土の小皿ではA類(ll点/30点), C類(4

点／22点), D類(3点/9点） とA類が主体を占める。体部の傾きでは, A区包含層では17点

中13点と大半がa類だが, A区③層(c類=7点/14点, a類=4点/57点） と遺構出土(c

類=13点/28点, a類=5点/34点）ではc類が出土点数・頻度ともに優勢である。低平度では，

A区包含層がI類（4点／46点)， Ⅱ類(1点/9点), Ⅲ類(13点/32点), A区③層がI類

(3点／44点)， Ⅲ類（8点／25点)，遺構出土がⅢ類(18点/55点）のみとなり，いずれもⅢ類

の出土点数が最多で，出現頻度も30～40％台と高い。これらから，板目痕は開き気味で低平な器

形に主としてみられることが分かる。類型的には共通してAcⅢが主体を占める。

未調整部分については，①内底面のみ未調整のもの，②体部外面下端のみ未調整のもの，③内

底面．体部外面下端の両方が未調整のもの，の3つに分けることができる｡A区包含層(29点＝
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①15点，②3点,@11点),A区③層(25点＝①8点，②8点，③9点),遺構出土(7点＝①5

点，②1点，③1点） となり，その出現頻度はA区包含層．A区③層が3割を超すのに対して，

遺構出土の小皿は1割程度に過ぎない。A区包含層では①。③，遺構出土では①の内底面未調整

の頻度が高いが,A区③層では①～③が同じようにみられる。この未調整部分が残る小皿は類型

的には,A区包含層では①～③ともAalが優勢だが, A区③層・遺構出土の小皿では分散的で，

特定の類型には集中しない。ただ，体部の形状では, A区包含層・遺構出土の小皿ではA･C類，

A区③層ではA・C．D類の出現頻度が高い。低平度は, A区包含層．③層の小皿ではI類が5

割近い出現頻度を示すのに対して，遺構出土の小皿ではⅢ類が多数を占める。

次に，一定方向のナデつけでは，①内底面に一定方向のナデつけのみを施すもの，②内底面に

一定方向のナデつけを施し，体部外面下端には未調整部分を残すもの，の2つがみられる。A区

包含層（21点=@15点，②6点), A区③層(10点＝①7点，②3点),遺構出土(24点=@19点，

②5点）で，その出現頻度は遺構出土の小皿が最も高く37.5％を示し，次いでA区包含層の

24.1%, A区③層の小皿では13.3%に止まる。類型的には, A区③層では分散し特定の類型への

偏りは見られないが，体部の形状でA区包含層はC類（8点/19点) ･D類(6点/9点),E

構出土の小皿ではA類(16点/30点) ･D類(6点/9点）の出現頻度が高く，低平度の点では

A区包含層（12点／32点)，遺構出土（20点／55点） ともにⅢ類の頻度が高い。このことから，

一定方向のナデつけは直線的か内湾気味の形状の体部で，低平な器形に比較的多く出現するとい

えよう。

色調は淡黄褐色を主体に淡榿色のものが多い。一定の割合で焼成が非常に良好な個体がみられ

る (A区包含層=6点, A区③層=12点，遺構出土=12点)。A区③層・遺構出土の小皿では黄

白色や灰白色の色調のものとの関連性がみられ，遺構出土の小皿ではSB3, SE1, A･P3

(各3点）など特定の遺構からやや集中的に焼成が良好なものが出土している。

1

」

’

I

口

②杯遺構出土の土師質土器・杯は計60点（遺構数14)で, D区SDllから35点出土しているが，

他の遺構はl～6点の出土である(1点出土の遺構は8)｡法量は，口径8.7～14.3cm (平均11．26

cm),器高3.0～4.2cm (平均3.65cm),低平度0.26～0.38 (平均0.33)である。ここでは，出土点数

が多いA区包含層･A区③層。C区包含層出土の杯と主に比較し，必要に応じてC区③層･D区

③層出土の杯を加える。

先ず，法量ではA区包含層の杯（78点）の口径9.8～12.0cm (平均10.98cm),器高2.9～4.3cm

(平均3.53cm),低平度0.25～0.40 (平均0.32), A区③層の杯(28点）は口径9.8～12.6cm (平均

11.08cm),器高2.9～4.4cm (平均3.51cm),低平度0.27～0.40(平均0.32), C区包含層の杯(31点）

は口径10.4～13.7cm(平均11.25cm),器高3.25～4.1cm(平均327cm),低平度0.28～0.38 (平均0.33)

となる。C区③層（7点） とD区③層（10点） を含めても， これらは平均値で口径10.96～11.26

Cm,器高3.51～3.72cm,低平度0.32～0.34のごく狭い範囲に納まり， よく似た法量を示す。強いて

分ければ，全体に高い数値を示すC区包含層･C区③層･D区③層と低い数値のA区包含層・A
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区③層に分かれ，遺構出土の杯の法量は前者に近い。ただ， 口径だけでみてみるとやや様相が異

なる。口径の平均値が10.96～10.98cmのA区包含層･C区③層･D区③層の杯と口径ll.08cmのA

区③層の杯，そして口径ll.25～ll.26cmのC区包含層・遺構出土の杯に分かれる。C区③層･D

区③層の杯は，器高・低平度は値が高く遺構出土･C区包含層の杯の法量値に近いが，口径は平

均より小さく, A区包含層やA区③層の杯に近い数値を示している。つまり，本遺跡出土の土師

質土器・杯は口径・器高・低平度とも類似した数値を示すが,A区包含層･A区③層出土の杯は

いくらか小振りで，遺構出土．C区包含層出土の杯はやや大型である。そして, C区③層．D区

③層の杯は口径は小さいが，器高・低平度はやや高めで前2者の折衷的な様相を示している。

次に，体部の形態的特徴と類型では，大きくはA区包含層･A区③層とC区包含層･C区③

層･D区③層に分かれ，遺構出土の杯は後者に近い傾向を示している。即ち，先ず体部の形態的

特徴では，遺構出土の杯はA類･ I類が半数近くを占め, C類．D類・Ⅲ類も20～30%台と比較

的よくみられるが, B類・ Ⅱ類は少ない｡C区包含層出土の杯はI類が7割近くを占め, D類．

C類･A類・Ⅲ類も20～30%台と優勢だが, B類・ Ⅱ類は劣勢である。C区③層．D区③層出土

の杯はD類･A類･ I類が多く, B類･C類・ Ⅱ類・Ⅲ類はあまりみられない。以上の4者は，

ほぼI類･A類を中心に, C類･D類・Ⅲ類がよくみられるが, B類・ Ⅱ類（一部ではC類・Ⅲ

類も）劣勢傾向にある。一方, A区包含層出土の杯はA類･ I類が5割前後を占め, B類．D

類・Ⅲ類も20～30%台と比較的よくみられるが， Ⅱ類･C類は少ない。また, A区③層出土の杯

はD類･ I類が5割程度と主体的で, B類・Ⅲ類も30～40%台と高い優位を保つが, A類･C

類・Ⅱ類は皆無か殆どみられない。これら2者においては, I類･D類・Ⅲ類が優勢である点は

前4者と変わらないが, B類の優勢化やC類の劣勢化とA類の劣勢傾向が窺える。言い換えれば，

遺構出土･C区包含層･C区③層。D区③層出土の杯では主体的な内湾気味の体部を持つC類

が,A区包含層･A区③層出土の杯では殆どみられず, A区③層では直線的な体部のA類が極端

に少ない。かわりに外反気味な体部のB類が優勢傾向にある。B類の体部は遺構出土･C区包含

層･C区③層･D区③層出土の杯では殆どみられない。全体を通じて，内湾→直線・外反のD類

が優位を保つ。

調整面では，底部回転糸切り離し，体部内外面回転ナデが基本である。回転へラ切りは皆無で，

板目痕も小皿ほど出現頻度は高くない。最も多いA区包含層で7点，遺構出土の杯で4～6点，

A区③層が4点, C区③層が2点で, C区包含層．D区③層の杯には板目痕はまったく認められ

ない。

次に，未調整部分について（72点/214点=33.6%)は, C区③層を除いて, 30～60%と高い

出現頻度を示す。①～③がほぼ均等に出土しているが，体部外面下端にのみ未調整部分を残す②

が31点(43.1%) と最も多く，内底面のみ未調整の①が24点(33.3%),両者が併存する③が17点

(23.6％）である。A区③層．C区包含層では②が6～7割を占めるが，遺構出土･A区包含層

では①．②がいくらか優勢で，③がやや少ないものの比較的均等である。D区③層では①が優勢

で，③がいくらか劣勢で，②はみられない。類型的には, Aal=18点(25.0%), Dal=15
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点(20.8%), Cal=10点(13.9%)が主体である。Aalは①．②が多<, Calは②．③が

多い。Dalは②を中心に③．①にもみられる。

内底面の一定方向のナデつけは，未調整部分ほど出現頻度は高くない（28点／214点=13.1%)。

A区包含層(14点=179%) ･A区③層(9点=32.1%)が主で， ほかには遺構出土(3点), C

区包含層･D区③層各1点があるのみである。①内底面に一定方向のナデつけのみを行うもの

(18点=64.3%),②内底面の一定方向のナデつけ十体部外面下端の未調整のもの(10点=35.7%)

とに分かれ，①がやや多い。類型的にはDam=12点(42.9%), Dal ･Aam=各6点

(21.4%)が大半を占める。①はDaⅢ．Dal･AaⅢが各5点で全体の8割余りを占めるが，

②はDam(7点）が7割と大勢を占める。全体的には，一定方向のナデつけは内湾→直線・外

反気味の体部で，低平な器形に主体的にみられる。ただ, A区包含層の①では，内湾→直線・外

反気味の体部で通有な低平度のものや直線的な体部で低平な器形も優勢である。

C区包含層(13点=41.9%)や遺構出土(5点=8.3%)の杯を中心に，内底面中央が強く凹む

ものがみられる。計20点で，類型的にはDal (7点), Aal (6点）が主体である。体部の

形状ではD類（8点) ･A類(7点) ･C類(5点),低平度ではI類(15点）が大勢で，一部

にⅢ類（4点）がみられる。

色調は淡黄褐色（40～50％） ・淡榿色（20～40％）が大半を占める。焼成が非常に良好な個体

が45点（21.0％）存在する。遺構出土の杯で14点=23.3%, A区包含層出土の杯で21点=26.9%

と大半を占める。類型的には, Aal (15点） と多<,次いでDal (6点), Cal ・Dam

各5点,Aam (4点）などが優勢である。色調としては，淡榿色(22点=48.9%),淡黄褐色

(15点=33.3%)が大半を占め，榿色(5点) ･黄白色(2点) ･暗褐色(1点） となる。出土

地点毎に特定の類型が集まることは殆どなく分散的だが, DaⅢは4点/5点がA区包含層に集

中する。

③皿遺構出土の土師質土器・Ⅱは計25点（遺構数8）で, SD10 (10点), SXl ･SEl各

5点を除けば, 1遺構あたり1～2点出土している。法量は口径9.8～15.2cm (平均12.36cm),器

高2.05～4.lcm (平均2.94cm),低平度0.17～0.28 (平均0.24)である。出土点数的に多いA区包含

層（26点）を中心に比較し，必要に応じてA区③層（7点）以下の皿を加える。

先ず，法量ではA区包含層出土の皿は口径10.5～13.2cm (平均12.20cm),器高2.35～3.6cm (平

均3.07cm),低平度0.19～0.29 (平均0.25),A区③層（平均値）出土の皿は口径ll.17cm,器高2.79

Cm,低平度0.25である。これらと較べて，遺構出土の皿は口径は大きく，器高はほぼ同じであり，

より低平である。即ち，遺構出土の皿はA区包含層･A区③層出土の皿に較べるとやや大ぶりで

低平な器形であることが分かる。

体部の形態的特徴及び類型では，①体部の形状はいずれも内湾気味のC類（40～70％台）を主

体に直線的なA類（20～30％台）が優勢で，内湾→直線・外反気味のD類や外反気味のB類は皆

無に近い。②体部の傾きは通常のa類（50～70％台）が大勢を占めるものの，開き気味のc類も
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20～40％台と一定度みられる。③低平度は，遺構出土の皿ではⅢ類（75％）が大半を占めるが，

A区包含層出土の皿ではI ･Ⅲ類が半々である。ほかの出土地点でもⅢ類の優勢は動かないがI

類も比較的良くみられる。類型別では，遺構出土の皿ではCcm･Aam･CaⅢなどが優勢で，

A区包含層ではCal･CaⅢ．Ccm･Aalが優勢である。A区③層はAam･Ccm, C

区③層はCcⅢがやや優位である。つまり，内湾気味の体部のC類が全体に多くみられ，直線的

な体部のA類が介在する状況である。ただ，遺構出土の皿は大半が低平な器形であるのに対して，

A区包含層の皿ではやや器高が高い通有な低平度(I類）の器形が一定度みられる。

調整面では，先ず底部切り離し及び板目痕について見てみると，回転へラ切りは遺構出土の皿

以外ではみられない。板目痕は全体に30～70％台の高い出現頻度を示す。筵目状の板目痕はl～

2点程度みられるに過ぎない。

未調整部分は20％台，内底面への一定方向のナデつけは20～30％台の出現頻度を示す。未調整

部分は，遺構出土の皿では①～③が均等に見られるが,A区包含層では①が最も優勢で，③は少

ない。類型的には特定のものに集中せず，内湾気味な体部や低平な器形に比較的集まる (Ccm

など)。内底面への一定方向のナデつけは，遺構出土･A区包含層出土の皿とも内底面のナデつ

けのみの①が大勢を占め，体部外面下端の未調整部分を併せ持つ②は殆どみられない。

色調は，淡黄褐色（40～50％台）を主体に，淡榿色・淡褐色などがみられる。 SElの硬質の

皿では灰白色・暗灰色がみられる。焼成は，非常に良好な個体が4～9点と一定度みられる。類

型的には, CcⅢが多い。

なお, SEl出土のll2は口径15.2cmと大型のやや丸みを帯びた底部をもつ京都系の白色土器
（10）

の皿で，硬質である。小森・上村編年のⅧ期新段階(15世紀前半）に相当すると考えられる。同

様の皿は調査区内から2点出土している （695.696)。695の口径17.lcm, 696の口径20.5cmで，口

縁部の形状から112よりやや時期が下り，やはり小森・上村編年のⅨ期中・新段階(15世紀後半

頃）に相当すると考えられる。

ここで，本遺跡出土の椀を除く小皿・杯・皿について，遺構出土（古）→A区包含層→A区③

層（新） という時間軸のなかで形態の変遷の概略を示しておきたい。先ず，小皿・杯では，体部

の形状は直線的なA類，内湾気味のC類の減少と内湾→直線・外反気味のD類や外反気味のB類

の増加，体部の傾きでは通常の傾きのa類と開き気味のc類の拮抗からa類の独占化，低平度で

は低平なⅢ類の減少と通常の低平度のI類の増加傾向がみられる。皿では, A類･ C類・Ⅲ類の

減少とC類･a類･ I類の増加として捉えられる。皿における内湾気味の体部が増加する点は別

として，全体的には直線的あるいは内湾気味で低平な器形から外反気味で低平度が通有な器形へ

と変化していくことが指摘できよう。

④椀遺構出土の土師質土器・椀は計24点（遺構数9）で, SD11 (13点）以外は1遺構あたり

1～2点の出土である。法量は口径8.6～12.45cm (平均10.27cm),器高2.5～4.lcm (平均3.34cm),
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低平度0.26～0.41 （平均0.32）である。底部を欠失しているものもあるが, SA5の43．44, S

Xlの82の無高台のもの3点以外は高台をもつ形態のものである。以下においては，包含層(A

区･C区） 。③層(A区･C区）から出土した椀と比較検討したい。出土点数は遺構出土の椀に

較べると少な<, A区包含層が12点, A区③層が13点, C区包含層が10点, C区③層は4点であ

る。

先ず，法量ではA区③層出土椀が口径9.4～ll.45cm (平均10.54cm),器高2.8～4.0cm (平均3.40

cm),低平度0.26～0.38 (平均0.32), C区包含層出土椀が口径10.0～12.3cm (平均10.81cm),器高

2.9～3.8cm (平均3.35cm),低平度0.26～0.36 (平均0.31), C区③層出土椀が口径10.2～12.0cm (平

均10.85cm),器高3.2～4.0cm(平均3.53cm),低平度0.31～0.33 (平均0.32)であるのに対して, A

区包含層出土椀は口径8.5～10.lcm (平均9.38cm),器高2.4～3.45cm (平均2.85cm),低平度0.27~

0.35 （平均0.30）である。遺構出土･A区③層･C区包含層．C区③層出土椀の平均値が口径

10.27～10.85cm,器高3.34～3.53cmであるのと較べて, A区包含層出土椀は小型である。低平度は

前者が0.31～0.32,後者が0.30と大差ない。A区包含層出土の椀は9点/12点と大半が無高台の

ものであり，無高台の椀が口径8.5～10.0cm (平均9.2cm),器高2.4～3.45cm (平均2.8cm)であるの

に対して，有高台の椀3点の口径9.7～10.lcm (平均9.93cm),器高2.9～3.15cm (平均3.0cm) とい

ずれの数値も有高台の椀が無高台の椀を上回ってはいるものの，有高台の椀の法量をほかの地点

から出土した椀のそれと較べてみると，いずれも大きく下回っている。つまり, A区包含層の椀

は無高台のものが主体を占めるが，有高台の椀を含めて他の地点から出土した椀よりも小型であ

ることが分かる。

形態的には，有高台の椀はやや内湾気味に外上方に延びる浅いボウル状の低平な体部に高台径

3～4cm,高さ2～3nmほどの粗雑な高台を貼り付けたものが大勢を占めるが，一部に体部の内

湾の度合いが大きく重心が低いものが見られ， これらは概して大型品である。

調整面では，体部内面は丁寧なナデで一部に横方向・斜め方向とナデの方向が分かるものがあ

る。体部外面上半は回転ナデなど横方向のナデを施す。そのために壁面が凹み， ために外面中位

に稜が形成されるが，稜が不明確な場合も多い。A区包含層･C区包含層出土のものは比較的稜

が鮮明だが, A区③層･C区③層出土のものは稜が緩やかなものが目立つ。遺構出土の椀ではS

Dllの椀がやや緩やかな稜をもつものがみられるが全体としては鮮明なものが多い。この体部外

面中位の稜を介して体部外面下半～外底面にかけては，未調整のものと指頭ナデを施すものとが

ある。遺構出土の椀では未調整のものが指頭ナデを施すものよりやや多いが, A区包含層出土の

椀は未調整のものが比較的優勢で，そのほかのA区③層。C区包含層･C区③層出土の椀では不

明確な部分が多いが概ね指頭ナデがみられるようである。なお，高台内の外底面には一部に板目

痕状のものがみられるものがある(37･195･410･597･637)。

高台は上記のようにごく乱雑で簡略化したものだが，幅8nun,厚さ2nm程度の粘土紐を円形に

巻いて貼り付けたもので，断面は逆三角形ないし逆台形を呈している。高台の表面には横方向の

ナデが見られる。外底面との接合面は外側は丁寧にナデ消されているが，高台内側は未調整で接

l

’
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合面が露呈していることが多い。ただ, C区包含層出土の椀(4点/10点）は内側の接合面も比

較的丁寧にナデ消されている例が多い。

色調は黄白色・淡黄褐色にほぼ限定される。胎土・焼成とこれら色調はそれほど有機的な関連

性は見出せないが，大まかに言えば黄白色のものはl～2m大の砂粒を比較的多く含み，淡黄褐

色のものがむしろ胎土が精良な場合が多くみられる。ただ，黄白色という色調は椀以外の器形で

はごく稀にしかみられない色調であり，逆に淡黄褐色は他の器形に通有の色調であることからす
（11）

ると， このいわゆる吉備系椀と見られる黄白色の椀は吉備地域からの搬入品であり，淡黄褐色の

椀はそれを模した在地産の椀である可能性が高い。

b.瓦器

計7点（小皿l ･椀6)の瓦器が出土している。いずれも遺構からの出土で，椀18． 125が掘

立柱建物跡(SB3 ･ SBll),小皿55と椀高台片51がB区の単独柱穴(B･P8, B・P2),

椀85は池状遺構SXl,椀151 . 153はC区の溝状遺構(SD9 ・ SD10)から出土した。

椀8 ･ 151 ･ 153は口径13.9～15.0cm,器高3.4～3.65cmと低平な器形で，内面体部下半から底面

にかけてごく粗いミガキ（直線・格子状）を行い，外面口縁部直下に回転ナデによる緩やかな稜

を形成する。体部下半から外底面にかけては未調整ないしは指頭によるナデ調整を加える。ごく
（11）

形骸化した輪状高台を貼付する。法量及び低平度0.23～0.24の低平な器形から和泉型Ⅳ-1期に相

当すると考えられる。85はこれらに較べると，器壁が立ち気味で器高が高くなる可能性があり，

また内面のミガキもほぼ全面的に密にほどこされていることから，和泉型Ⅱ－3 ． 4期まで遡る

可能性がある。 125は以上4点と異なり，体部中位でやや明瞭な屈曲をもつ器壁の厚いタイプの

もので，内面の口縁部から体部上半にかけて粗いミガキがみられる。外面の体部下半は未調整で

ある。高台片の51とともにその出自は不明である｡55は口径7.6cm,器高1.48cmの小皿で，体部内

外面にミガキを行い，外底面を中心に指頭によるナデ調整を施している。やや小振りだが，和泉

型の椀の一群と時期的にはほぼ併行すると考えられる。

以上のように，本遺跡出土の瓦器は和泉型Ⅳ-1期を主体とし， ほぼ13世紀前半～中葉の時期

のものとみられる。

C.輸入磁器

計36点（青磁28点， 白磁6点，青白磁2点）出土している。青磁は碗22点，Ⅲ4点，合子蓋・

香炉？各1点である。白磁は碗4点，Ⅲ2点，青白磁は皿，瓶？各1点である。遺構に伴うもの

は15点（青磁10=碗7 ･皿2 ･合子蓋l, 白磁4=碗2 ･皿2,青白磁＝皿l)で，掘立柱建物

跡SB3･SB7,柵列跡SA4,池状遺構SXI,溝状遺構SD9からそれぞれ出土している

が, SXlで10点出土しているのを除けば，いずれもl～2点の出土である。残りの21点はA区

包含層(10点), C区包含層(1点), A区③層(2点), B区③層(1点） といった包含層．③

層と調査区内（7点）からの出土である。
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（13）

これらの輸入磁器は，大宰府出土資料による分類によると，以下のようになる。

イ．遺構出土

①SB3=龍泉窯系青磁碗I-2類(19), 白磁皿Ⅷ-2類(20)

②SB7=龍泉窯系青磁碗I-2類(40)

③SA4=龍泉窯系青磁碗I-5類(22)

④SX1=龍泉窯系青磁小碗I-4類(87),龍泉窯系青磁碗I-4類(88),龍泉窯系青磁碗I-

5類（89)，龍泉窯系青磁皿I-2類(90),同安窯系青磁皿I-l類(91),青磁合子

蓋（92)， 白磁碗V-4類(93･94),白磁皿Ⅷ-2類(95),青白磁皿(96)

⑤SD10=龍泉窯系青磁小碗I類(152)

ロ．遺構外出士

①A区包含層＝龍泉窯系青磁碗I-2類(416),龍泉窯系青磁碗I-4類(417),龍泉窯系青磁

碗I-5類(418･419),龍泉窯系青磁小碗I-4類(420),龍泉窯系青磁小碗Ⅲ

類(421),同安窯系青磁ⅢI-l類(422),青磁香炉？(423)，青磁碗(425),

白磁碗V-3類(424)

②C区包含層＝龍泉窯系青磁碗I-2類(483)

③A区③層＝龍泉窯系青磁碗I-5類(610),青白磁瓶？ （611）

④B区③層＝龍泉窯系青磁碗I-5類(614)

⑤調査区＝同安窯系青磁皿I-l類(711),龍泉窯系青磁碗I-5類(712～714),龍泉窯系青磁

碗I-4類(715･716), 白磁碗V-4類(717)

青磁は，皿3点（91 ．422．711）が同安窯系I-l類，龍泉窯系は皿1点(90)がI-2類，碗

18点は無文と劃花文（蓮花折枝文）のものを含む4点(19．40･416･483)がI-2類，劃花文

(飛雲文）のものを含むI-4類4点(88･417･715･716),そして体部外面に鎬蓮弁を含む蓮弁

文を配するI-5類9点(22．89･418･419･610･614･712～714)がある。また，小碗はI-4

類（87．420） ・Ⅲ類(421),そしてSD10出土の152は比較的丸みの強い体部の外面に複弁の蓮

弁文，内面に1条の沈線下に劃花文を配するもので, I-4類の可能性が高い。

白磁は皿（20．95）がⅧ－2類，碗はV-3類(424) とV-4類(93．94･717)がみられる。

以上のように,本遺跡出土の輸入磁器は13世紀前半～14世紀前半の龍泉窯系青磁碗I-5類を中

心に, 12世紀前半～14世紀前半のものが一部に含まれる。量的には12世紀後半～14世紀前半に含

まれるものが多いが，耐久消費財である輸入磁器の使用の時間差を考えると，遺構の年代と直ち

に結び付けることはできない。因みに，遺構毎に出土した輸入磁器の年代を見てみると, SB

3．SB7･SA4・SD9はいずれも13世紀前半,SXlは12世紀後半～13世紀前半となる｡ SX

lがやや先行するが，掘立柱建物跡・柵列跡・溝状遺構はほぼ同時期である。また，包含層．③

層は, A区包含層が12世紀前半～14世紀前半と幅があるが14世紀前半を中心とするものがやや目

立つ。C区包含層は12世紀後半～13世紀前半, A区③層･B区③層ともに蓮弁文の龍泉窯系碗

I-5類が出土しており, 13世紀前半～14世紀前半の年代が与えられる。包含層．③層出土の輪
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入磁器の年代は概して遺構出土のそれよりも新しいが, C区包含層出土の輸入磁器の年代は, A

区包含層やA区③層などから出土した輸入磁器の年代よりも遡る。

（3）おわりに

最後に，本遺跡の時期と性格については，今回の調査が広大な三太刀遺跡のごく一部分に止ま

っており，十分な検討は今後の調査成果を踏まえた上で行われるべきだと考えられるので， ここ

では，上記の調査内容の分析から導き出された事実関係にのみ簡単に触れて終わりにしたい。

先ず，遺構については，掘立柱建物跡・柵列跡を中心に井戸・墓・鍛冶遺構などがあるが，建

物跡は一部を除いてほぼ同一方向を指し，柱間距離も2m前後とほぼ同じであることから， ほぼ

単一の時期の集落跡とみられる。 SB10やSB13はほかの建物跡と主軸方位がずれており，特に

やや東偏するSB13はSA9とほぼ同じ方向を指している。 SB5出土の椀37は他の椀と較べて

口径が大きく (11.8cm), また高台が高く造りも整美であり， ほかの椀の粗雑な高台とは異なる

ことから時期が遡ると思われる。また，墓SK4はSB11と重複し，その柱穴を壊して造られて

いる。出土した皿131. 132はほかのⅢとは異なり，体部が外反気味に延びる低平な器形である。

これと比較的良く似た小皿がSB13からも出土しており (155), これらの皿や小皿から, SK4

やSB13･ SA9は草戸編年のⅢ～Ⅳ期に下る可能性がある。一方，池状遺構SXl ･木組井戸

SElは一体で同一の時期と見られるが, SElの底面から出土した椀107は，比較的造りが丁

寧で整美なことから草戸編年のI期後半の椀に類似すると考えられる。よって，少なくともSE

lの使用年代は本集落の主体的な時期よりも遡ると考えられる。ただ, SElの上・中層で出土

した京都系の白色土器の皿から，井戸の廃絶時期が15世紀前半にまで下る可能性が考えられるこ

とから, SXlの覆土を掘り込んで建てられたSB7の構築年代は更に下ることになる。

本集落跡の中心的な時期は，その退化した粗雑な吉備系椀（椀B)の主体的な存在から草戸編

年のⅡ期（14世紀前半～中葉）を中心とした時期と考えられる。そして，古くはSElの使用年

代から13世紀後半まで遡り，新しくはSElの廃絶に伴うとみられる京都系の白色土器やA区包

含層での椀Aの存在， さらにはSK4やSB13出土の外反する低平なⅡ.小皿の存在などから15

世紀に及ぶ可能性が考えられよう。
（14）

本遺跡は従来から沼田荘地頭小早川氏が東国から下向して最初に定めた拠点であるとの伝承を

もつ。本遺跡は鎌倉時代から戦国時代にかけて当地域で勢力を維持した小早川氏の拠点である沼

田荘域に位置し，今回の調査では大型の建物跡や有数の規模の木組井戸，膨大な量の土師質土器

の出土，中国からの輸入磁器や京都を中心とした畿内との交流を物語る京都系の白色土器や和泉

型瓦器の存在，そして吉備地域との繋がりを示すまとまった量の吉備系椀の出土など質的，量的

に一般の中世集落跡を超える内容の一端が明らかになった。しかし，その具体的な様相について

は，今後の調査の進展を待って改めて検討したい。
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